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改革事例から導く！
「学校教育デザイン」を描く道標

神奈川県立横浜翠嵐高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

数学　宮城県・私立仙台城南高校　長岡拓郎

日本史　広島県立加計高校　片岡　巧
　
指導変革の軌跡

北海道浦河高校
鹿児島県立錦江湾高校
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資質・能力を育む
指導のＰＤＣＡサイクル
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情熱教師 F i l e 10

今月の表紙　鳥取県立倉吉東高校　蓑
み の

原
は ら

知
と も

也
や

先生

生 徒 と 紡 ぐ

蓑原知也先生　教職歴 22 年。同校 
に赴任して 12 年目。進路指導主事

（キャリア形成部長）。

鳥取県立倉吉東高校　全日制・定時制／普通科／共学／１学年 約 200 人／ 2018 年
度入試合格実績（現浪計）国公立大は、北海道大、東京大、名古屋大、大阪大など 
に 151 人が合格。私立大は、慶應義塾大、早稲田大などに延べ 202 人が合格。

のめり込めば分かるさ
　　　１週間の学園祭、お疲れ様！　縦割りクラスで
の合唱や演劇、そして国際高校生フォーラム※に向け
た校内プレゼンテーションと盛りだくさんで、先生も
卒業生だから分かるけど、大変だったよね！
　　　やることが本当に多くて……。でもその分、迷っ
た時は優先順位をつけたり、立ち止まって根本から考
えたりすることを学びました。
　　　みんなそれぞれの意見を持っているから、対立
することもありました。でも、粘り強く話し合うことで、
よりよいものになっていきました。「やっぱり話し合っ
てよかった」と振り返る場面がたくさんありました。
　　　私は、自分の考えを言うのが苦手なので、最
初はみんなの意見を聞いているだけでした。でも、そ
れでは貢献できないと気がついて、たくさん本を読み、
知識を増やすことでみんなの役に立とうと努めました。
　　　よりよいものをつくるために、妥協せずに議論
し、自分ができることを模索したんだね。部活動とは
また違う緊張感や葛藤を体験することができたね。
　　　思うようにいかなくて自分を責めることもあり
ました。とことん落ち込む中で、「人から褒められるこ

とも大切だけど、自分で自分を認めることも大切だ」
と気がついたんです。私たち３年生は、これから入試
本番まで、努力しているのにうまくいかないようなこ
とも多く経験するんだろうけど、そんな時こそ、自分
を認める力が必要なんだろうなと思います。
　　　みんなは学園祭を通して、他者と自分を動かす
経験をしたんだよ。そこで培った力は、大学入試では
もちろん、社会に出て働く中でも役に立つと、同じ経
験をした１人の先輩として自信を持って言いたいです。
　　　学園祭が終わってからは、勉強面でも自分から
学ぼうという気持ちがこれまで以上に強くなっていま
す。社会で求められる主体性って、高校生活でも必要
なんだと思います。
　　　高校での様々な活動は、すぐに成果が出るとは
限らないし、何が得られるかは終わってみないと分か
らないものもたくさんあります。それでも、悩んだり、
苦しんだりしながら、目の前のことに全力で取り組ん
でほしいと思うんです。すべての高校生には、君たち
のように自分で乗り越える力があるし、そうした３年
間が、人生の大切な礎になっていくのだと思います。

生徒

先生

先生

先生

生徒

生徒

生徒

先生

生徒

※高校生が現代社会の諸問題の解決策について学校・地域・国境を超えた意見交換を行う会。倉吉東高校が毎年主催となり、2018 年度で17 回目となる。
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改良！　指導ツール　ビフォーアフター

主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング

指導変革の軌跡

全学年　学期リフレクションシート

 22 数学
  宮城県・私立仙台城南高校　長岡拓郎
  学び合い中心の授業で生徒の思考力・表現力を伸ばし、
  学習への意欲と主体性を育む

 26 日本史
  広島県立加

か け

計高校　片岡　巧
  「なぜか」を絶えず問いかけ、学び合わせる授業で、
  生徒の論理的思考力を高める

 30 北海道浦
う ら か わ

河高校
  探究学習
  「総合的な学習の時間」を教科学習と関連づけ、
  課題研究を学びの総括点に

 34 鹿児島県立錦
き ん こ う わ ん

江湾高校
  SSHを軸にした学校改革
  SSHの課題研究を全校体制で推進し、
  生徒の好奇心と学習意欲を醸成

 4 考察
  これからの学校教育活動における指導のPDCAサイクルのあり方とは
   インタビュー 教師同士の語り合いを通じた振り返りとアセスメントで、生徒の背中を押す
    大谷大学　教授　荒

あら

瀬
せ

克
かつ

己
み

 8 事例 1●　千葉県立上
かずさ

総高校
  授業の工夫ポイントを共有することで指導改善を図り、
  目標の「対話力の伸長」を達成する
 12 事例 2 ●　大阪府教育センター附属高校
  メタ認知能力と自己調整能力の育成を目指し、
  振り返りを重視した指導を全校で実施
 16 事例 3 ●　熊本県立第二高校
  育成を目指す資質・能力を可視化しながら、
  探究科目と探究型授業を全校展開する
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小さな振り返り
大きな成長

◎「高校３年間で、どういった学び
や活動を通じて、どのように成長
したのか」と、大学入試や就職活
動で問われた時、自分の言葉で答
えられるためには、日々の学びや
活動の振り返りが重要になります。
ただ、毎日振り返るのは大変です。
大きな振り返りは単元末や学期末
に行い、「今日はこんなことで、こ
んな成長をした」といった小さな
振り返りを日々積み重ねることが
大切なのだと思います。その積み
重ねを振り返った時、人は大きな
成長を認識するはずです。そしてそ
れは、先生方のご指導にもあては
まることなのではないでしょうか。

『VIEW21』高校版
編集長　柏木 崇

今月の表紙メッセージ

これからの会議・研修のあり方、つくり方

  会議の拡散と収束
46

大学生による高校生のための　大学の学び　最新ナビ

 42 滋賀大学　データサイエンス学部
  社会を意識したカリキュラムで、データ分析のスペシャリストを育成

 44 青山学院大学　地球社会共生学部
  東南アジアへの半期留学を通して、地球社会の課題に挑む人材を育成

42

教師を育てた言葉たち

Reader’s VIEW

  「生徒には無限の可能性がある!!」
  栃木県立真

も

岡
おか

工業高校　半田高史

巻末

64

VIEW’S REPORT
  大阪大学　高等教育・入試研究開発センター
  高校教員のための探究学習指導セミナー〈入門編〉リポート
  問いの立て方から評価まで、
  探究学習の流れを学ぶ

54

改革事例から導く！　「学校教育デザイン」を描く道標
しるべ

20
 20 神奈川県立横浜翠

す い ら ん

嵐高校
  「生徒の心に火をつける授業」をキーワードに掲げて
  学校全体で実践し、生徒の学習意欲と学力の向上を図る

資質・能力を育む
指導のPDCAサイクル

シリーズ　私立中高一貫校に聞く

  「リーダー」を育む６か年デザイン
  東京都・私立渋谷教育学園渋谷中学高校

52

特別企画　都教委の挑戦

  第１回　英語教育改革
  東京都教育委員会、東京都立小石川中等教育学校

48
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これからの学校教育には、自校の生徒にどのような資質・能力を育むのかを
学校教育目標において明確化した上で、その達成に向け、学習指導要領等に基づいて教育課程を編成し、
それを実施・評価して改善していくこと、すなわち、「カリキュラム・マネジメント」の実現が求められている。

その「カリキュラム・マネジメント」の側面の１つとして、
「教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、教育課程を

編成し、実施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立すること」（＊）が挙げられているように、
新しい時代に必要となる資質・能力を生徒に育んでいくには、

そのための指導のＰＤＣＡサイクルを確立し、それを回していくことが重要だと言える。
今号はその視点で、資質・能力の育成とその指導のあり方について考えていく。

＊　中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」

S p e c i a l  I s s u e 特 集

出典／『VIEW21』高校版読者モニターへのアンケート結果（アンケートは、2018 年８月にウェブとファクスで実施）　

資質・能力を育む
指導のＰＤＣＡサイクル

これからの高校教育における新しい時代に必要となる資質・能力の育成に向けて、教育目標とそ
の達成のために回される各教育活動での指導のＰＤＣＡサイクルは、どのようなものであればよ
いと考えますか。

Q

◎Ｐの段階を十分に考える時間が必要だと考える。　　　　（東京都）

◎現状認識を教師も生徒も時間をかけて行うことが、実現可能な目
標・プランの設定につながる。そのため、「診断的評価」「形成的評価」
の役割が一層重要になるのではないか。　　　　　　　　（静岡県） 

◎Ｃの基準づくりが、最も大切だと思う。　　　　　　　　（新潟県）

◎Ｃにおいて、１人の教師だけでなく、教科内はもちろん、他教科
の教師にも見てもらう必要がある。１つの授業に対して普段から
観察し、研修する姿勢でいたい。　　　　　　　　　　　（静岡県）

◎ルーブリックによる評価のあり方がポイントになると思う。ただ、
「〇〇ができるようになる」という、ある意味可視化される評価項
目とは異なるところにこそ、教育の神髄があるとも考えるので、
冷静に対処し、スキルを磨いていきたい。　　　　　　　　（滋賀県）

◎コンテンツが先行した教科指導が多数を占めていたが、今後はコ
ンピテンシーベースで計画を立てる必要がある。そうなると、必
然的に「できたか」「できなかったか」の単純な評価はできなくな
るため、評価の計画が必要となり、指導と評価の一体化が必然と
なる。Ｐの段階がサイクルの大部分を占め、準備がこれまで以上
に重要になるだろう。ただ、Ｐの段階が十分に練られていれば、
ほかのステップは順調に回せるのではないかと考える。　（静岡県）

◎ＰとＤの段階を並行して行うのがよいと考えている。詳細まで入
念に決めた計画ではなく、軸となる方向性を確立し、それに沿っ
て計画と実行を同時進行させ、そこから検証・改善をスピード感
を持って行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北海道）

◎ PDCA サイクル全体において、独り善がりにならず、教科団で互い
に情報交換していく中から深化させていくべきだと思う。（兵庫県）

2 Oc tober  2018
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O v e r h e a d  V I E W

本号のテーマ

これからの学校教育活動における
指導のPDCAサイクルのあり方と、その確立に必要な視点を考える

求められる「資質・能力を育む指導のPDCAサイクル」の確立
考察【P.4 ～ 7】

3校の事例に見る「資質・能力を育む指導のPDCAサイクル」

事例1

千葉県立上
かずさ

総高校
【P.8 ～11】

事例2

大阪府教育センター
附属高校
【P.12～15】

事例3

熊本県立第二高校
【P.16 ～19】

Plan

◎教師によって解釈が異なってい
た、育成を目指す資質・能力であ
る「対話力」を具体的に定義。

◎既存の教育活動を４つに整理し
た「クローバープラン」の下、「メ
タ認知能力」と「自己調整能力」
の育成を目指す。

◎熊本の創造的復興をリードする
人材を育てるため、育成を目指す
資質・能力を９つの要素から構成
される３つの力に設定。

Do

◎「主体的・対話的で深い学び」
の実現に向け、５つの授業の工
夫ポイントに沿って指導改善を図
る。

◎生徒に夏季休業中の実行計画
を考えるワークシートなどを作成
させてポートフォリオ化し、振り返
りを行わせる。

◎理数科のみだった探究科目を
普通科と美術科にも設定。全教
科・科目で「ICEモデル」等を取り
入れた探究型授業の開発に着手。

Check

◎教師が他の教師の授業を参観
する機会を設け、指導改善状況
を検証。同時に生徒の学習意識
も調査。

◎ベネッセの「進路マップ」のア
ンケート項目に、メタ認知能力や
自己調整能力に関する学校独自
の質問を追加し、検証。

◎育成を目指す資質・能力を測
る問題を作り、定期考査で出題。
普段以上に真摯に思考し、考え
を発展させる機会にさせる。

Action

◎教育目標の達成度の定量的な
測定を強化するため、ベネッセの
「基礎力診断テスト」を導入・実施。

◎生徒が自分で学びのPDCAサイ
クルを回せるよう、ベネッセの「ス
タディーサポート」を導入。教科
指導では「ICEモデル」を活用。

◎生徒の学びの深まりを受け、普
通科や美術科の各教科・科目で
もルーブリックを作成し、それを
活用した評価の実施を目指す。

◎学校教育目標として具体的に育てたい生徒像を描いた上で、自校の現状を正しく認識し、それを学校教
育目標から引き算することで、取り組むべき課題を見いだす。現状は、強みだけでなく、弱みも含めて
認識することが重要であり、そのために、自校の弱みも自由に語り合える風土が校内に必要になる。

◎PDCAサイクルを回す上で大切なポイントは、様々な場面でチェックの機会を設け、振り返ること、
そして、気づきをその都度言語化すること。

◎学期末・年度末の振り返りとは別に、時間をあまりかけず、簡単なものでよいので、小さな振り返りを
意識的に行う。その際、教科や学年、分掌を超えて、振り返りの内容を共有することが大切。

◎評価は、生徒の現状を把握し、元気づけ、後押しすることにつながらなければならない。その観点から、自校で育成を
目指す資質・能力の測定に適切なアセスメント・ツールを選択・活用する。

◎生徒と接する教師だからこそ分かる生徒の学びの現状を、たくさんの教師がそれぞれの視点で見取り、共有する。

大谷大学 教授

荒
あ ら

瀬
せ

克
か つ

己
み
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これからの学校教育活動における
指導のＰＤＣＡサイクルのあり方とは

求められる「資質・能力を育む指導のＰＤＣＡサイクル」の確立
　本誌は、生徒に育む資質・能力を学校教育目標として明

確化し、その達成のための教育課程・指導計画の策定、そ

れらに基づいた授業・指導実践、そしてその検証・評価から

授業・指導改善を図る一連のサイクルが、カリキュラム・マネ

ジメントを通じて実現される営みを「学校教育デザイン」（図１）
と名づけ、2017年６月号から12月号まで、それを描くため

の視点や考え方を特集記事で取り上げてきた。「学校教育デ

ザイン」を描くことは、社会環境の変化や家庭・地域からの

期待、そして自校が積み重ねてきた伝統を踏まえて、目の前

の生徒の姿を見ながら、学校のあり方を更新していくものだ。

そのため、学校教育目標への到達は一足飛びのものではな

く、日々の授業やＨＲ活動、部活動や学校行事が有機的に

結びつき、さらに生徒の学習・生活状況調査や定期考査、

模擬試験などの様々なアセスメントで成果や課題を精査し、

教育活動を見直しながら、実現していくものである。すなわち、

指導のＰＤＣＡサイクルを多次元的に回すことが求められる。

　次ページからは、高校生の基礎学力の定着に向けたＰＤＣ

Ａサイクルの構築を促進するため、19年度から各校で本格

的な利活用が始まる「高校生のための学びの基礎診断」の

検討ワーキング・グループの主査である荒瀬克己・大谷大学

教授に、資質・能力を育む指導のＰＤＣＡサイクルのあり方

について聞く。

はじめに

考察

資質・能力の育成に向けた「学校教育デザイン」を描く営み図１

学校教育目標達成のＰＤＣＡサイクル図２

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

カリキュラム
・指導計画

を通じて実現

授業・
指導実践

を通じて実現

評価・検証

授業・
指導改善

カリキュラム・マネジメント

学校教育
目標

授業・
単元ごと

学校
全体

スケール

学年
クラス

生徒
個人

定期考査・
学期ごと

学年
入学─卒業

スパン

資
質・能
力
ベ
ー
ス
の

学
校
教
育
目
標
の
達
成

授業・単元のPDCA小

学校教育活動全体のPDCA
（「学校教育デザイン」）

大

各教科・各学年のPDCA中

小テスト・単元テスト
生徒アンケート・
ポートフォリオ

学校評価
入試総括

定期考査
模擬試験・アセスメント
（「高校生のための学びの基礎診断」など）

学校教育デザインを描くＰＤＣＡサイクルは、
様々な教育活動により多次元的に回っていく
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識
・
技
能
」「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
等
」「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」

の
３
つ
の
柱
で
示
し
て
い
ま
す
。
資
質
・

能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、
今
後
、
各
校

で
は
、
学
校
教
育
目
標
か
ら
教
育
課
程
・

指
導
計
画
の
策
定
、
授
業
・
指
導
実
践
、

そ
の
評
価
・
検
証
ま
で
の
一
連
の
サ
イ
ク

内
山
　次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
、
学
習

内
容
に
加
え
て
、そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
で「
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
と
い
う
視
点

で
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
、「
知

ル
を
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
通
じ
て
、
各
教
師
が
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
上
で

大
切
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

荒
瀬
　カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
推
進
す
る
上
で
、
学
校
教
育
目
標
の
設

定
が
そ
の
出
発
点
と
な
り
ま
す
。
ど
の
学

校
も
綱
領
や
校
訓
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

よ
り
具
体
的
に
育
て
た
い
生
徒
像
を
描

き
、
そ
れ
を
校
内
で
共
有
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
こ
の
時
、
学
校
教
育
目
標
を
掲

げ
る
だ
け
で
は
、
そ
の
達
成
の
た
め
に
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
取
り
組
め

ば
よ
い
の
か
、
す
な
わ
ち
、
課
題
は
見
え

て
き
ま
せ
ん
。
大
切
な
こ
と
は
、
自
校
の

現
状
を
正
し
く
認
識
し
、
そ
れ
を
学
校
教

育
目
標
か
ら
引
き
算
す
る
こ
と
で
す
。
そ

う
し
て
初
め
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
見

え
て
き
ま
す
。
た
だ
し
、
現
状
は
強
み
だ

け
で
な
く
、
弱
み
も
含
め
て
認
識
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
自
校
の
弱

み
も
自
由
に
語
り
合
え
る
風
土
が
校
内
に

は
必
要
に
な
り
ま
す
。

内
山
　自
校
の
強
み
、
弱
み
を
整
理
す
る

際
に
も
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

意
識
し
て
、
生
徒
の
様
子
を
語
り
合
う
こ

と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

荒
瀬
　授
業
、
学
校
行
事
、
Ｈ
Ｒ
活
動
な

ど
、
様
々
な
活
動
に
お
け
る
生
徒
と
学

校
組
織
の
強
み
や
弱
み
を
語
り
、
取
り
組

む
べ
き
課
題
を
教
育
活
動
ご
と
に
洗
い
出

し
て
い
け
る
と
よ
い
で
す
ね
。
た
だ
、
各

教
育
活
動
に
お
け
る
生
徒
の
強
み
や
弱
み

は
、
管
理
職
よ
り
も
現
場
の
教
師
の
方
が

よ
く
見
え
て
い
る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
教
科
や
分
掌
、
教
職
歴
に
と
ら
わ
れ

ず
、
気
づ
い
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
そ

し
て
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
率
直
に
言
語

化
し
て
共
有
で
き
る
風
土
が
必
要
で
す
。

　以
前
、
あ
る
高
校
で
「
授
業
改
善
だ
よ

り
」
を
拝
見
し
た
時
、「
本
校
の
生
徒
に

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
主
体
性
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
同
僚
間
で
問

教
師
同
士
の
語
り
合
い
を
通
じ
た
振
り
返
り
と

ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
、生
徒
の
背
中
を
押
す

荒
瀬
克
己
・
大
谷
大
学
教
授
に
聞
く

自
校
の
弱
み
も
自
由
に

語
り
合
え
る
風
土
が
必
要

【
聞
き
手
】

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

進
研
模
試
編
集
長

内
山
公
宏

　う
ち
や
ま
・
き
み
ひ
ろ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

あらせ・かつみ　京都府・京都市立堀川高校校長、京
都市教育委員会教育企画監を経て、２０１４年度から
現職。中央教育審議会の各種委員、文部科学省「高
大接続システム改革会議」の「多面的な評価検討ワー
キング・グループ」主査、「高校生のための学びの基
礎診断」の検討ワーキング・グループの主査等を歴任。
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て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
、
そ
の
都
度
言
語

化
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

内
山
　学
期
末
や
年
度
末
だ
け
で
な
く
、

も
っ
と
短
期
間
で
の
チ
ェ
ッ
ク
や
振
り
返

り
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

荒
瀬
　途
中
で
振
り
返
る
こ
と
で
、
現
状

を
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
期

末
・
年
度
末
の
振
り
返
り
と
は
別
に
、
小

さ
な
振
り
返
り
を
意
識
的
に
行
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
振

り
返
り
で
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
時
間
も

あ
ま
り
か
け
ず
、
簡
単
な
も
の
で
よ
い
の

で
す
。
そ
の
際
に
大
切
な
の
は
、
教
科
や

学
年
、
分
掌
を
超
え
て
、
振
り
返
り
の
内

容
を
校
内
で
共
有
す
る
こ
と
で
す
。
何
を

目
的
と
し
た
活
動
が
、
ど
の
よ
う
な
成
果

を
上
げ
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
新
た
に
見

え
て
き
た
の
か
を
、育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
踏
ま
え
て
語
る
こ
と
で
、
振
り
返

り
の
言
葉
は
す
べ
て
の
教
師
が
理
解
で
き

る
共
通
言
語
に
な
り
ま
す
。

内
山
　資
質
・
能
力
を
念
頭
に
語
り
合
う

か
ら
、
よ
り
分
か
り
合
え
る
の
で
す
ね
。

荒
瀬
　例
え
ば
あ
る
教
科
に
お
い
て
、「
難

し
い
問
題
に
も
粘
り
強
く
向
き
合
え
る
よ

う
に
な
っ
た
」「
予
習
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
」「
学
ん
だ
こ
と
を
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

と
語
り
合
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
生
徒
の

現
状
が
見
え
た
と
す
る
と
、
深
い
理
解
へ

と
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
生
徒
の
姿
が

浮
か
ん
で
き
ま
す
。「
で
は
私
の
担
当
教

科
で
は
ど
う
か
」
と
振
り
返
る
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
教
科
の
指
導
改
善
が
進

む
は
ず
で
す
。
そ
れ
ら
が
つ
な
が
っ
て
、

学
校
と
し
て
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回

す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

内
山
　基
礎
学
力
の
定
着
に
向
け
た
指
導

の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
上
で
、
利

活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
「
高
校
生

の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」
で
す
（
図

３
）。
測
定
ツ
ー
ル
と
な
る
民
間
の
試
験

等
に
は
、
各
校
が
生
徒
へ
の
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
を
踏
ま
え
て
、
生
徒
の
学

習
状
況
を
多
面
的
に
評
価
す
る
こ
と
で
、

指
導
の
工
夫
・
充
実
を
図
っ
た
り
、
学
校

教
育
目
標
や
学
習
到
達
目
標
を
設
定
し
た

り
、
見
直
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

現
場
の
課
題
に
寄
り
添
っ
た
ア
セ
ス
メ
ン

ト
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

荒
瀬

　利
活
用
の
前
提
と
し
て
、
私
た
ち

は
、
評
価
が
何
の
た
め
に
行
わ
れ
る
の
か

を
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
指

導
と
評
価
の
一
体
化
と
い
っ
た
こ
と
も
含

め
て
で
す
が
、
学
校
で
行
う
評
価
は
つ
ま

い
合
う
フ
レ
ー
ズ
を
見
て
、
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
高
校
生
に
は
主
体
性
が

必
要
だ
と
誰
も
が
言
う
け
れ
ど
、
で
は
自

校
の
生
徒
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た

ら
主
体
性
を
獲
得
し
た
と
言
え
る
の
か
、

先
生
方
は
現
状
に
即
し
て
問
い
直
そ
う
と

し
て
お
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
目
指
す
姿
を

具
体
的
に
共
有
す
る
た
め
の
、
地
に
足
の

つ
い
た
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
し
た
。

内
山
　学
校
教
育
目
標
の
達
成
の
た
め
に

は
、
各
教
育
活
動
の
成
果
や
課
題
を
、
学

期
や
年
度
で
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
各
教
科
・
科

目
、
各
分
野
・
単
元
、
そ
し
て
日
々
の
各

授
業
の
検
証
も
必
要
で
し
ょ
う
。つ
ま
り
、

大
、
中
、
小
い
ろ
い
ろ
な
規

模
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個

別
に
回
る
の
で
は
な
く
、
か

み
合
い
、
連
動
し
て
回
る
こ

と
で
、
学
校
教
育
目
標
の
達

成
に
向
け
た
大
き
な
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
回
る
イ

メ
ー
ジ
で
す（
Ｐ
．４
図
２
）。

荒
瀬
　Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
回
す
上
で
大
切
な
こ

と
は
、
様
々
な
場
面
で

チ
ェ
ッ
ク
の
機
会
を
設
け
、

振
り
返
る
こ
と
で
す
。
Ｐ
Ｌ

Ａ
Ｎ
や
Ｄ
Ｏ
の
段
階
で
も
、

「
本
当
に
こ
の
計
画
が
ベ
ス

ト
な
の
だ
ろ
う
か
」「
こ
の

取
り
組
み
方
で
よ
い
の
だ

ろ
う
か
」
と
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し

小
さ
な
振
り
返
り
の
機
会
を

数
多
く
つ
く
る

生
徒
の
背
中
を
押
す
よ
う
な

ア
セ
ス
メ
ン
ト
活
用
を
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る
と
こ
ろ
、
生
徒
の
現
状
を
把
握
し
、
元

気
づ
け
、
後
押
し
す
る
こ
と
に
つ
な
が
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
観
点
か
ら
、

各
校
は
、
自
校
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
測
定
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
ツ
ー

ル
を
選
択
・
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
う
し
た
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、「
高
校

生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」
の
利
活

用
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
し
、
さ
ら
に
、
生
徒
の
日
々
の
学
び

の
様
子
な
ど
、「
高
校
生
の
た
め
の
学
び

の
基
礎
診
断
」
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
こ

と
、
つ
ま
り
、
生
徒
と
接
す
る
教
師
だ
か

ら
こ
そ
分
か
る
生
徒
の
学
び
の
現
状
を
、

た
く
さ
ん
の
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で

見
取
り
、
共
有
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
は
、「
こ
の
生
徒
は
最
近
、

授
業
で
積
極
的
に
ほ
か
の
生
徒
と
語
り
合

う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
教
師
な
ら

で
は
の
気
づ
き
も
、
生
徒
を
評
価
す
る
エ

ビ
デ
ン
ス
の
１
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
生
徒

か
ら
や
る
気
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
生

徒
自
身
が
気
づ
い
て
い
な
い
成
長
や
よ
さ

を
教
師
が
気
づ
か
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
そ
う
し
た
教
師
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
な
感
覚
は
、
教
育
活
動
に
お
け
る
有

効
な
支
援
で
あ
り
、そ
れ
こ
そ
評
価
で
す
。

　そ
の
よ
う
な
教
師
の
感
覚
に
基
づ
い
て

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
す
る
こ
と
や
、
現

在
検
討
中
の
「
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
」

の
活
用
で
、
生
徒
の
「
こ
れ
か
ら
」
に
役

立
つ
評
価
が
可
能
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

既
に
そ
う
し
た
実
践
例
は
、「
高
校
生
の

基
礎
学
力
の
定
着
に
向
け
た
学
習
改
善
の

た
め
の
調
査
研
究
事
業
」（
＊
１
）
で
も

見
ら
れ
ま
す
。
学
校
独
自
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
に
お
い
て
も
知
識
を
土
台
に
し
た
資

質
・
能
力
を
測
定
し
、
そ
の
基
準
・
規
準

を
生
徒
に
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
生

徒
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
学
び

を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

内
山
　私
た
ち
も
、
資
質
・
能
力
を
適
切

に
測
定
で
き
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
追
究

し
、
先
生
方
の
指
導
改
善
に
役
立
て
る
よ

う
に
努
力
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

荒
瀬
　漢
文
の
教
材
で
も
使
う
韓か

ん

愈ゆ

の

『
雑
説
』
に
、「
千
里
の
馬
は
常
に
有
れ
ど

も
伯
楽
は
常
に
は
有
ら
ず
」
と
い
う
一
文

が
あ
り
ま
す
。「
千
里
の
馬
」
を
生
徒
の

資
質
・
能
力
、「
伯
楽
」
を
そ
れ
に
気
づ

い
て
引
き
出
し
伸
ば
す
教
師
と
読
み
替

え
る
と
、「
常
に
は
有
ら
ず
」
す
な
わ
ち
、

気
づ
け
る
教
師
が
い
つ
も
い
る
と
は
限
ら

な
い
、
で
は
悲
し
い
で
す
ね
。「
高
校
生

の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」
な
ど
を
利

活
用
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
が
、
生
徒
の

力
を
し
っ
か
り
と
見
取
れ
る
よ
り
よ
い
目

利
き
に
な
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「高校生のための学びの基礎診断」制度のイメージ図 3

高等学校における基礎学力の定着に向けたＰＤＣＡサイクルの構築国

高校

教育委員会等

「高校生のための学びの基礎診断」制度の創設
（一定の要件に即して民間の試験等を認定する制度を創設）

認定基準

社会で自立するために必要な基礎学力について、各学校がそれ
ぞれの実情を踏まえて目標を設定し、教育課程を編成。多様な
測定ツールを活用しながら生徒の学習状況を多面的に評価し、
指導の工夫・充実を図っていく。

認定基準などの設定　　審査・事後チェック体制の整備
仕組みの構築と運用を通じて、民間事業者等から高等学校の実態
に応じて選択可能な多様な測定ツールが開発・提供され、その利
活用が促進されることが期待。

出題
• 学習指導要領を踏まえた出題の基本方針に基づく問題設計
• 対象教科は国・数・英（共通必履修科目中心、義務教育段階含む）
• 主として知識・技能を問う問題に加え、
　主として思考力・判断力・表現力等を問う問題の出題
• 記述式問題の出題
• 英語４技能測定

結果提供
• 学習成果や課題が確認でき、事後の学習改善や教師による
　指導の工夫・充実に資する結果提供 等

• 高校の魅力づくりとともに、質の確保のための体制強化や
　再編整備
• 学校支援のための人材配置や予算措置、教員研修等の取組

取組を促進

教育委員会等
による学校への支援

測定ツールの充実

＊文部科学省「『高校生のための学びの基礎診断』制度について」を基に編集部で作成。

＊１　「高校生のための学びの基礎診断」の実施に向け、基礎学力の定着に向けた指導体制や教材開発とともに、生徒の基礎学力の定着度などを把握し、授業・指導改善
に生かすためのテスト手法などについての研究開発を行う事業。18 年度は 17 事業が採択された。

認定 認定 認定

測定ツールＡ 測定ツールB 測定ツールC

※CBTも可

学習成果・課題
の分析・把握

指導・学習改善

試験実施

個に応じた多様な
学習活動の実施

教育目標、教育課程、
指導計画の見直し等

測定ツール

各
学
校
の
実
情
等
を
踏
ま
え
、 
適
切
な
測
定
ツ
ー
ル
を
、

必
要
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
選
択 

・ 

活
用
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が
、
対
話
力
重
視
の
教
育
方
針
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
生
徒
の
進
路
を
考
え
る
と
、

そ
れ
は
最
も
必
要
な
資
質
・
能
力
で
あ
り
、

誰
も
が
納
得
で
き
る
教
育
目
標
で
し
た
。

以
前
の
本
校
は
、
生
徒
指
導
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
生
徒
が
落
ち
着
い

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
指
導
を
次
の
段
階

に
移
そ
う
と
、全
校
で
『
対
話
力
の
伸
長
』

を
目
指
し
た
指
導
改
善
を
始
め
ま
し
た
」

　16
年
度
は
、
糸
川
先
生
を
中
心
に
指
導

改
善
の
方
向
性
を
模
索
。
ま
ず
、
生
徒
に

学
習
の
見
通
し
を
持
た
せ
る
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
、
全
教
科
・
科
目
で
授
業
冒
頭

に
学
習
課
題
を
板
書
す
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
教
科
を
超
え
た
互
見
授
業
を
行

い
、
指
導
の
工
夫
な
ど
を
学
び
合
っ
た
。

　普
通
科
と
園
芸
科
を
有
す
る
千
葉
県
立

上か
ず
さ総
高
校
は
、社
会
で
活
躍
す
る
生
徒
の

育
成
に
向
け
、生
徒
へ
の
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
と
し
て
「
対
話
力
の
伸
長
」

を
掲
げ
、指
導
改
善
を
進
め
て
い
る
。
同

校
で
は
、卒
業
後
、
多
く
の
生
徒
が
地
元

に
就
職
す
る
こ
と
か
ら
、
企
業
の
採
用
面

接
は
も
ち
ろ
ん
、
就
職
後
も
、
自
分
の
考

え
や
意
見
を
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
こ
と

が
必
要
に
な
る
た
め
だ
。
主
幹
教
諭
で
教

務
主
任
の
糸
川
靖
英
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「２
０
１
６
年
度
に
着
任
し
た
現
校
長

図
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　な
お
、同
年
度
か
ら
千
葉
県
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
に
よ
る「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た

め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
す
る
研
究
〜
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
を
通
し
て
〜
」の
研

究
協
力
校
と
な
り
、同
セ
ン
タ
ー
の
協
力

も
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　指
導
改
善
の
具
現
化
に
向
け
、
授
業
研

究
チ
ー
ム
は
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

　全
校
に
指
導
改
善
の
意
識
が
浸
透
し
て

き
た
17
年
度
は
、
教
師
に
よ
っ
て
解
釈
が

異
な
っ
て
い
た
「
対
話
力
」
を
具
体
的
に

定
義
し
た
。
校
長
や
教
頭
、
糸
川
先
生
、

教
務
部
所
属
の
教
師
４
人
に
よ
る
授
業
研

究
チ
ー
ム
で
議
論
し
、
学
校
と
し
て
の
対

話
力
を
、「
相
手
の
伝
え
た
い
こ
と
を
正

し
く
理
解
し
、
自
分
の
考
え
を
明
確
に
述

べ
、
説
明
す
る
力
」
と
定
義
。
次
期
学
習

指
導
要
領
に
お
け
る
資
質
・
能
力
の
３
つ

の
柱
に
、そ
の
定
義
を
落
と
し
込
ん
だ（
図

１
）。
そ
し
て
、
学
習
指
導
要
領
改
訂
の

方
向
性
の
１
つ
で
あ
る
「
ど
の
よ
う
に
学

ぶ
か
」
の
視
点
に
立
ち
、
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
を
通
し
て
、「
何
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
か
＝
対
話
力
の
伸
長
」
を

授
業
の
工
夫
ポ
イ
ン
ト
を
共
有
す
る
こ
と
で
指
導
改
善
を

図
り
、目
標
の「
対
話
力
の
伸
長
」
を
達
成
す
る

千
葉
県
立
上
総
高
校
は
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
「
対
話
力
の
伸
長
」
を
目
標
に
掲
げ
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
か
ら
の
指
導
改
善
を
進
め
て
い
る
。

17
年
度
に
は
、
授
業
の
工
夫
ポ
イ
ン
ト
を
５
つ
に
整
理
し
て
全
校
で
共
有
。
年
２
回
の
授
業
研
究
週
間
な
ど
を
通
し
て
、
指
導
改
善
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
た
。

ど
の
教
科
の
授
業
に
お
い
て
も
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の
学
習
、
振
り
返
り
を
実
践
し
て
き
た
結
果
、
生
徒
た
ち
の
対
話
力
は
着
実
に
伸
び
て
き
て
い
る
。

事
例
１
　千
葉
県
立
上か

ず
さ総

高
校

Plan

「
対
話
力
」
を
資
質
・
能
力
の
３
つ
の

柱
に
落
と
し
込
み
、全
校
で
共
有

D
o協

働
学
習
や
振
り
返
り
な
ど
で

授
業
に
対
話
の
場
を
設
け
る
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　「グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
わ
せ
る
と
、
私

語
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
や
っ
て
み
な
い
と
始

ま
り
ま
せ
ん
。
う
ま
く
い
か
な
い
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
諦
め
ず
に
毎
回
、
協
働

学
習
を
行
い
ま
し
た
」（
糸
川
先
生
）
　

　振
り
返
り
で
は
、「
今
日
分
か
っ
た
こ

と
」「
今
日
学
習
し
た
こ
と
が
、
社
会
で

生
か
さ
れ
て
い
る
場
面
は
？
」
の
２
点
を

書
か
せ
た
。
そ
し
て
、
生
徒
が
提
出
し
た

時
に
一
読
し
、
必
ず
声
を
か
け
た
。
例
え

学
び
を
具
体
化
す
る
た
め
の
授
業
の
工
夫

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
学
習
内
容
の
明
確

化
、
②
問
い
の
工
夫
、
③
教
材
・
教
具
の

工
夫
、
④
指
導
方
法
の
工
夫
、
⑤
内
容
の

振
り
返
り
の
５
つ
を
提
示（
図
２
）。
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
が
各
教
科
会
に
参
加
し
て

そ
の
内
容
を
説
明
し
、
メ
ン
バ
ー
の
実
践

な
ど
を
基
に
具
体
的
な
方
法
も
示
し
た
。

　糸
川
先
生
は
、
教
務
主
任
と
し
て
率
先

し
て
指
導
改
善
に
努
め
た
。担
当
す
る
３

年
生
の
化
学
の
授
業
で
は
、授
業
の
流
れ

を
、
①
学
び
直
し
、
②
説
明
、
③
ま
と
め
、

④
問
題
演
習
、⑤
振
り
返
り
と
し
て
固
定
。

授
業
冒
頭
に
は
本
時
の
目
標
を
示
し
、
生

徒
が
目
標
と
流
れ
の
両
方
の
見
通
し
を

持
っ
て
学
べ
る
よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
、

対
話
力
を
伸
ば
す
た
め
に
他
者
と
話
す
場

面
を
つ
く
ろ
う
と
、
協
働
学
習
と
振
り
返

り
を
重
視
。問
題
演
習
で
は
、生
徒
に
と
っ

て
難
し
い
問
題
を
出
し
、
グ
ル
ー
プ
で
取

り
組
ま
せ
る
こ
と
を
１
年
間
継
続
し
た
。

ば
、単
語
し
か
書
い
て
い
な
い
生
徒
に
は
、

「
こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
？
」
と
問

い
か
け
、
自
分
の
言
葉
で
述
べ
さ
せ
た
。

　３
学
期
に
は
、
糸
川
先
生
が
最
初
に
手

順
を
説
明
す
る
と
、
後
は
生
徒
が
自
分
た

ち
だ
け
で
話
し
合
い
な
が
ら
学
習
を
進
め

る
場
面
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「進
路
決
定
後
の
３
年
生
の
授
業
で
は
、

例
年
生
徒
の
集
中
力
が
途
切
れ
が
ち
で
し

た
が
、
そ
の
年
の
生
徒
た
ち
が
主
体
的
・

自
立
的
に
取
り
組
む
姿
に
、
指
導
の
手
応

千
葉
県
立
上
総
高
校

◎
校
訓
は
「
誠
実

　進
取

　希
望
」。
重
点
教
育
目

標
に
「
言
語
活
動
と
体
験
活
動
を
充
実
さ
せ
、
生

徒
の
対
話
力
を
伸
ば
す
教
育
活
動
を
展
開
す
る
」

な
ど
を
掲
げ
る
。
２
年
次
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
。
地
域
で
の
清
掃
活
動
や
地
元
の
小
学

生
を
招
い
た
農
業
体
験
な
ど
、
地
域
と
の
交
流
に

も
力
を
入
れ
る
。

◎
設
立

　１
９
１
０
（
明
治
43
）
年

◎
形
態

　全
日
制
／
普
通
科
・
園
芸
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　１
学
年
約
80
人

◎
２
０
１
８
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）

４
年
制
大
は
、
清
和
大
、
東
京
情
報
大
、
東
京
農

業
大
、
日
本
大
に
４
人
が
合
格
。
短
大
、
専
門
学

校
進
学
14
人
。
就
職
52
人
。

◎U
RL

　https://w
w

w
.chiba-c.ed.jp/kazusa-h/

千
葉
県
立
上
総
高
校

糸
川
靖
英

　い
と
か
わ
・
や
す
ひ
で

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
主
幹
教
諭
。
教
務
主
任
。

理
科
（
化
学
）。

千
葉
県
立
上
総
高
校
教
頭

池
谷
道
雄

　い
け
や
・
み
ち
お

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。

上総高校が掲げた育成を目指す資質・能力図１ 上総高校が設定した資質・能力図１

＊学校資料を基に編集部で作成

具体的な取り組み図 2

 1 学習内容の明確化
  本時の目標を提示し、生徒が何を学習しているのかを明確にする

 ２ 問いの工夫
  生徒が興味・関心を持つ問いかけ、思考・表現する問いかけ

 ３ 教材・教具の工夫
  視覚に訴える教材など

 ４ 指導方法の工夫
  ペア学習、グループ学習、先生役生徒の活用など

 ５ 内容の振り返り
  発表、生徒相互確認、振り返りシートの活用など

＊学校資料を基に編集部で作成

学びに向かう力・人間性等

学校として育成すべき資質・能力

対話力の伸長

知識・技能 思考力・判断力・表現力等

どのように
社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか

何を理解しているか、
何ができるか

聞く力 理解する力 説明する力

理解していること・
できることをどう使うか

考えを述べ、行動する力
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施
し
た
。
授
業
者
は
、
授
業
の
工
夫
ポ
イ

ン
ト（
Ｐ
．９
図
２
）に
沿
っ
て
授
業
づ
く

り
を
し
、
参
観
者
も
そ
の
視
点
で
授
業
を

見
て
、「
自
分
の
授
業
に
取
り
入
れ
た
い
」

と
思
っ
た
方
法
を
「
先
生
方
の
授
業
の
い

い
と
こ
探
し
」
シ
ー
ト
に
記
入
し
、
授
業

研
究
チ
ー
ム
に
提
出
。
チ
ー
ム
が
、
参
観

者
が
挙
げ
た
「
い
い
と
こ
」
を
授
業
の

工
夫
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
ま
と
め
（
図
３
）、

全
教
師
に
配
布
し
て
工
夫
の
仕
方
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
教
師
自
身
や
教
科
会
で

の
振
り
返
り
に
活
用
し
て
も
ら
っ
た
。

　校
内
授
業
研
究
週
間
中
、
生
徒
に
対
す

る
各
授
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
。「
本

時
の
目
標
が
提
示
さ
れ
て
い
る
」「
振
り

返
り
が
実
施
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
、
質
問

項
目
を
統
一
し
て
、
指
導
改
善
の
状
況
を

確
認
し
た
。
６
月
と
11
月
の
結
果
を
比
較

す
る
と
、「
１
時
間
の
流
れ
が
分
か
り
や

す
い
」
と
い
う
項
目
の
肯
定
率
が
32
ポ
イ

ン
ト
上
昇
。
ま
た
、
11
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
自
分
の
考
え
や
意
見
を
述
べ
た

り
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
く
取
り
組

ん
だ
」
な
ど
、
生
徒
の
学
習
意
識
も
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
教
え
合
い
や
対
話
に
関
す

る
項
目
の
肯
定
率
が
高
か
っ
た
（
図
４
）。

　「グ
ル
ー
プ
学
習
を
全
教
科
が
取
り
入

れ
た
成
果
が
表
れ
ま
し
た
。
生
徒
も
授
業

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
実
感
し
、
一
生

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り

え
を
感
じ
ま
し
た
。
全
校
で
方
向
性
を
共

有
し
た
か
ら
こ
そ
、
授
業
だ
け
で
な
く
、

学
級
経
営
で
も
対
話
力
が
重
視
さ
れ
、
落

ち
着
い
た
学
級
づ
く
り
が
で
き
た
こ
と
が

基
盤
に
あ
る
と
思
い
ま
す
」（
糸
川
先
生
）

　振
り
返
り
で
も
、
当
初
は
糸
川
先
生
か

ら
の
問
い
か
け
を
嫌
が
っ
た
生
徒
も
い
た

が
、
だ
ん
だ
ん
話
す
こ
と
に
抵
抗
感
が
な

く
な
っ
た
と
言
う
。

　そ
う
し
た
生
徒
の
変
化
は
、生
徒
自
身

が
学
び
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
た

結
果
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
生
徒
が
書
い
た

書
類
の
文
字
が
読
み
に
く
け
れ
ば
、「
履

歴
書
に
も
そ
ん
な
字
を
書
く
の
？
」
と
提

出
時
に
す
ぐ
指
摘
し
た
り
、
授
業
中
、
根

拠
を
示
し
た
発
言
を
し
た
時
は
、「
面
接

で
も
、今
の
よ
う
に
根
拠
を
示
し
て
言
う

と
い
い
ね
」
と
褒
め
た
り
し
て
い
る
。
そ

の
場
で
生
徒
が
自
身
の
行
動
を
振
り
返
れ

る
よ
う
に
し
、授
業
で
の
学
び
が
就
職
に

つ
な
が
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
て
い
る
。

　６
月
と
11
月
に
は
各
１
週
間
、
教
師
の

空
き
時
間
に
担
当
教
科
を
超
え
て
授
業
を

参
観
す
る
「
校
内
授
業
研
究
週
間
」
を
実

ま
し
た
」（
糸
川
先
生
）

　そ
の
流
れ
を
さ
ら
に
推
進
し
よ
う
と
、

12
月
、「
教
科
と
し
て
目
標
と
す
る
対
話

力
」
を
各
教
科
会
で
定
義
し
た
。
担
当
教

科
の
授
業
で
生
徒
が
対
話
力
を
発
揮
し
て

い
る
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
い
、
そ
の

姿
を
教
科
ご
と
に
ま
と
め
、
そ
れ
を
目
指

し
た
授
業
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
授
業
改

善
が
よ
り
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
。

　18
年
度
に
着
任
し
た
池い

け

谷や

道
雄
教
頭

は
、
着
任
早
々
授
業
を
見
て
、
グ
ル
ー
プ

学
習
が
落
ち
着
い
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
指
導
改
善
の
成
果
を
感
じ
た
と
語
る
。

　「教
職
歴
２
年
目
の
若
手
教
師
の
授
業

で
は
、
勉
強
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
生

徒
も
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
主
体
的

に
学
習
に
向
か
え
な
い
生
徒
も
、
み
ん
な

で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習
姿
勢

が
変
わ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

　た
だ
、
今
年
度
は
多
く
の
教
師
が
異
動

し
た
た
め
、
授
業
研
究
チ
ー
ム
が
各
教
科

の
教
科
会
に
参
加
し
、
目
標
と
授
業
の
工

夫
ポ
イ
ン
ト
の
共
有
か
ら
始
め
た
。

校内授業研究週間「先生方の授業のいいとこ探し」図 3

C
h

eck

授
業
改
善
の
定
着
度
と

生
徒
の
学
習
意
欲
を
調
査

A
ctio

n

ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
対
話
力
の
定
着

を
測
り
、指
導
改
善
に
生
か
す

＊１　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲の学び直し専用プリント教材。
＊２　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲も含めた基礎学力を測るマーク式テスト。

上は、校内授業研
究週間で、授業を
参観した教師が書
いた授業の「いい
とこ」。それらを
基に、授業研究
チームが各教科の
授業の工夫をポス
ターにまとめ、教
科を超えて指導の
工夫を共有した。

＊学校資料をそのま
ま掲載

10 Oc tober  2018
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ネ
ッ
セ
の
「
マ
ナ
ト
レ
」（
＊
１
）
を
活

用
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
学
力
の
定
着

度
を
測
定
す
る
た
め
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
基

礎
力
診
断
テ
ス
ト
」（
＊
２
）
を
導
入
す

る
こ
と
に
し
た
。「
高
校
生
の
た
め
の
学

び
の
基
礎
診
断
」
の
運
用
開
始
に
備
え
る

こ
と
も
、
ね
ら
い
の
１
つ
だ
。

　「こ
の
テ
ス
ト
に
は
、
教
科
学
力
や
進

路
意
識
と
と
も
に
、『
自
我
同
一
性
』（
＊
３
）

を
測
る
項
目
が
あ
り
、社
会
度
が
高
け
れ

ば『
他
人
の
意
見
を
聞
け
る
』、自
我
度
が

高
け
れ
ば『
自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り
言

え
る
』
と
い
っ
た
よ
う
に
、
本
校
が
育
成

を
目
指
す
対
話
力
を
測
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
し
た
。生
徒
の
自
我
同
一
性
の
分

布
に
よ
っ
て
指
導
の
方
向
性
が
明
確
に
な

り
、全
教
師
で
意
識
共
有
で
き
る
と
考
え
、

全
学
年
で
年
２
回
実
施
し
、指
導
改
善
に

生
か
す
こ
と
に
し
ま
し
た
」（
糸
川
先
生
）

　５
月
に
実
施
し
た
「
基
礎
力
診
断
テ
ス

ト
」
の
結
果
を
見
る
と
、
教
科
学
力
に
つ

い
て
は
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
４
）
で
Ｄ
３
だ
っ

た
生
徒
が
各
学
年
と
も
約
６
割
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
基
礎
学
力
の
向
上
が
課
題

で
あ
る
こ
と
を
全
校
で
共
有
す
る
と
、
生

徒
に
家
庭
学
習
習
慣
の
定
着
を
図
ろ
う
と

宿
題
を
課
す
教
科
も
出
て
き
た
。
ま
た
、

「
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
」
付
属
の
事
前
学

　「前
年
度
に
う
ま
く
い
っ
た
方
法
が
、

今
年
度
も
う
ま
く
い
く
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
着
任
し
た
先
生
方
を
含
め
て
、
全
校

で
改
め
て
指
導
改
善
の
方
向
性
を
共
有
し

ま
し
た
」（
糸
川
先
生
）

　授
業
づ
く
り
で
は
、
学
習
内
容
の
明
確

化
と
振
り
返
り
に
焦
点
を
あ
て
た
。
前
年

度
ま
で
の
成
果
か
ら
、
目
標
の
立
て
方
を

「
○
○
し
よ
う
」
か
ら
「
○
○
し
て
、
×

×
を
理
解
し
よ
う
」
に
変
え
た
。

　「習
得
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、
活
用
ま
で

を
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
生
徒
に
分

か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」（
糸
川
先
生
）

　ま
た
、学
び
直
し
に
は
数
年
前
か
ら
ベ

習
教
材
を
ど
う
活
用
す
る
か
も
課
題
に
上

が
り
、
県
内
の
先
進
校
の
取
り
組
み
を
参

考
に
改
善
す
る
予
定
だ
。

　自
我
同
一
性
に
つ
い
て
は
、発
達
型
や

社
会
型
の
生
徒
が
多
い
こ
と
か
ら（
図
５
）、

今
後
の
指
導
の
方
向
性
が
見
え
て
き
た
。

　「他
者
の
話
を
聞
け
る
生
徒
が
多
い
と

分
か
り
、今
後
重
視
す
べ
き
は
、生
徒
が
発

言
す
る
機
会
を
意
図
的
に
つ
く
る
こ
と
だ

と
分
か
り
ま
し
た
。課
題
は
、途
上
型
の
生

徒
へ
の
指
導
で
す
。社
会
性
や
自
我
の
確

立
に
は
自
己
肯
定
感
も
重
要
で
す
が
、本

校
の
生
徒
は
な
か
な
か
自
分
に
自
信
が
持

て
ま
せ
ん
。教
師
が
生
徒
に
も
っ
と
声
を

か
け
、先
生
は
自
分
を
見
て
く
れ
て
い
る

と
、ま
ず
は
安
心
感
を
持
た
せ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
池
谷
教
頭
）

　外
部
講
師
に
よ
る
講
演
会
で
は
、
講
師

に
突
然
質
問
さ
れ
た
３
年
生
が
し
っ
か
り

し
た
受
け
答
え
を
す
る
な
ど
、
授
業
以
外

の
場
面
で
も
「
対
話
力
の
伸
長
」
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「我
々
が
考
え
る
以
上
に
速
い
ス
ピ
ー

ド
で
社
会
は
変
化
し
て
お
り
、
生
徒
は

そ
の
社
会
を
生
き
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
目
の
前
の
生
徒
に
必
要
で
あ
れ
ば
、

新
し
い
指
導
を
取
り
入
れ
て
、
生
徒
に
社

会
で
必
要
と
な
る
資
質
・
能
力
を
育
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
池
谷
教
頭
）

■授業中、分からないところを友だち同士で教え合うことができている
［３年生「科学と人間生活」「化学基礎」の授業］

■自分の考えや意見を述べたり説明したりすることによく取り組んだ

0 20 40 60 80 100
（％）
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Ｃ組

Ｄ組

＊学校資料を基に編集部で作成

あてはまる＋ややあてはまる
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あまりあてはまらない＋あてはまらない

32

0 20 40 60 80 100
（％）
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Ｃ組
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50 50

58 42

69 31
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＊３　精神分析学者エリック・エリクソンが提唱した考え方。「基礎力診断テスト」では、自分のあり方に確信を持ち、自分の判断で行動でき、自分を主張していくという「自
我確立度」と、社会の中で自分の役割を自覚して引き受けようとする「社会性確立度」から「自我同一性」を捉えている。
＊４　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「Ｓ１」〜「Ｄ３」までの１５段階で評価される。

自我同一性の生徒の分布図５

校内授業研究週間に行った生徒アンケートの結果（抜粋）図４

＊学校資料を基に編集部で作成

社会型
社会性の確立度が高い。他
者とのかかわりを意識でき
る

他人の意見を聞ける
１年 29.6％、２年 26.8％、
３年 33.8％

途上型
ともに確立度が低い。（発
展途上）自己理解が低く、
集団（学校生活）になじめ
ないことも

１年15.5％、２年 26.8％、
３年 25.0％

発達型
ともに確立度が高い。「他
者とのかかわりの中での自
分らしさ」を認識できる（自
己理解）

１年 36.6％、２年 26.8％、
３年 32.5％

自我型
自我の確立度が高い。「自
分らしさ」を持っている

自分の意見を
はっきり言える

１年18.3％、２年19.5％、
３年 8.8％

100

50

0 50 自我の確立度→

←
社
会
性
の
確
立
度

100
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の
指
定
を
受
け
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
実
践
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
基
づ
い
た
学
校
改
革
に
着
手
。各
教
科
・

科
目
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
実
践

や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か

ら
の
授
業
改
善
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　

　17
年
度
は
、
学
校
教
育
活
動
全
体
の
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
に
動
き
出
し

た
。
ま
ず
、
教
科
・
科
目
を
超
え
て
教
育

目
標
の
共
有
を
図
る
た
め
、「
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
た
。
そ
れ
は
、
既
存

の
教
育
活
動
を
「
確
か
な
学
力
の
育
成
」

「
探
究
力
の
育
成
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実

践
」「
自
己
実
現
を
叶
え
る
為
の
サ
ポ
ー

ト
」
の
４
つ
に
整
理
し
、
目
指
す
学
校
像

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育

　大
阪
府
の
教
育
を
牽
引
す
る
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
と
し
て
２
０
１
１
年
度

に
開
校
し
た
大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属

高
校
は
、大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
の
研
究
・

研
修
機
能
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
活
動
を

展
開
す
る
公
立
高
校
だ
。開
校
以
来
、「
変

化
の
激
し
い
社
会
の
中
で
感
性
を
豊
か

に
、
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
学

校
」
を
目
指
す
学
校
像
に
掲
げ
て
い
る
。

　16
年
度
に
は
、
文
部
科
学
省
「
高
校
生

の
基
礎
学
力
の
定
着
に
向
け
た
学
習
改

善
の
た
め
の
調
査
研
究
事
業
」（
３
年
間
）

活
動
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力
を
示
し
た

も
の
だ
（
図
１
）。
そ
の
中
で
、
特
に
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
し
て
掲
げ
た

の
が
、「
メ
タ
認
知
能
力
」
と
「
自
己
調

整
能
力
」
で
あ
る
。
首
席
の
田
中
昌ま

さ
か
ず一
先

生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「生
徒
自
身
が
目
標
を
持
ち
、
そ
の
実

現
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
姿
勢
や
力
を
育

ま
な
い
限
り
、
基
礎
学
力
の
定
着
や
思
考

力
等
の
育
成
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
生
徒

が
自
分
の
学
力
を
客
観
的
に
見
て
課
題
を

把
握
し
、
自
ら
改
善
し
て
い
く
力
を
育
む

こ
と
が
最
大
の
目
標
だ
と
捉
え
ま
し
た
」

　そ
の
上
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
学
年
団
で

は
「
学
年
目
標
」
と
「
育
て
た
い
力
」
を
、

各
教
科
で
は
「
科
目
の
目
標
、
つ
け
た
い

力
」
を
設
定
し
、
全
学
年
、
全
教
科
・
科

目
を
見
通
し
た「
年
間
指
導
計
画
一
覧
表
」

を
作
成
し
た
。
宮
田
早さ

え

こ
永
子
教
頭
は
、
そ

の
意
義
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「『
年
間
指
導
計
画
一
覧
表
』
に
よ
り
、

時
期
ご
と
の
各
教
科
・
科
目
の
内
容
及
び

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
が
一
覧
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
教
科
内
で

指
導
計
画
を
立
て
る
際
も
、
他
教
科
と
の

連
携
を
考
え
た
り
、
重
複
し
て
い
る
部
分

は
精
選
し
た
り
と
、
他
教
科
と
の
連
動
を

意
識
し
た
計
画
の
立
案
が
可
能
に
な
り
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
第
一

歩
と
な
り
ま
し
た
」

メ
タ
認
知
能
力
と
自
己
調
整
能
力
の
育
成
を
目
指
し
、

振
り
返
り
を
重
視
し
た
指
導
を
全
校
で
実
施

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校
は
、
２
０
１
７
年
度
、「
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
」
で
既
存
の
教
育
活
動
を
整
理
し
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
教
員
間
で
共
有
し
た
。

そ
の
中
で
も
メ
タ
認
知
能
力
と
自
己
調
整
能
力
の
育
成
に
焦
点
を
あ
て
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
や
授
業
で
の
振
り
返
り
を
強
化
し
て
き
た
。

教
科
・
科
目
を
超
え
た
授
業
研
究
な
ど
を
進
め
る
過
程
で
、
学
校
教
育
活
動
全
体
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
回
り
始
め
て
い
る
。

事
例
２
　大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

P
lan

「
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
」
で
育
成

を
目
指
す
資
質・
能
力
を
共
有
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　メ
タ
認
知
能
力
と
自
己
調
整
能
力
の
育

成
に
向
け
て
始
め
た
の
が
、
１
年
生
を
対

象
と
し
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
だ
。

し
ょ
う
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
主
体
性
の

育
成
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
」

　ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
は
、
教
員
が

振
り
返
り
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
契
機

に
も
な
っ
た
と
、
指
導
教
諭
の
池
田
径け

い

先

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
将
来

の
目
標
を
見
据
え
て
今
、
何
を
す
べ
き
か

を
考
え
る
自
己
調
整
が
重
要
に
な
る
こ
と

を
伝
え
、「
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
」
の
内

容
と
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
意
義
を
説
明
。

学
習
や
行
事
の
活
動
記
録
、
模
擬
試
験
の

帳
票
な
ど
を
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
蓄
積
さ

せ
る
よ
う
に
し
た
。

　そ
の
一
例
は
、「
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン

『
夏
休
み
実
行
計
画
』」
だ
。
夏
季
休
業
前

に
４
つ
の
プ
ラ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
を
立

て
さ
せ
、夏
季
休
業
後
に
そ
の
計
画
の
振

り
返
り
を
さ
せ
た
。ま
た
、年
度
末
に
は
、

４
つ
の
プ
ラ
ン
ご
と
に
１
年
間
を
振
り
返

り
、で
き
た
こ
と
と
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
結
果
、そ

し
て
次
年
度
に
向
け
た
目
標
と
そ
の
達
成

に
向
け
た
方
策
を
考
え
さ
せ
た
（
Ｐ
．14

図
２
）。
田
中
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「生
徒
は
、活
動
を
振
り
返
り
、そ
の
内

容
を
メ
タ
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

自
分
で
見
通
し
を
立
て
、
前
に
進
め
る
で

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

◎
大
阪
府
立
大
和
川
高
校
を
改
編
し
て
開
校
。「
共

に
学
び
、
共
に
敬
い
、
共
に
高
ま
る
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
新
た
な
学
び
の
創
造
を
目
指
す
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
探
究
学
習
な
ど
を

通
し
て
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
学
力
の
育
成
を
図
る
。

◎
設
立

　２
０
１
１
（
平
成
23
）
年

◎
形
態

　全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　１
学
年
約
２
４
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

京
都
外
国
語
大
、
立
命
館
大
、
龍
谷
大
、
追
手
門

学
院
大
、
大
阪
経
済
大
、
大
阪
電
気
通
信
大
、
関

西
外
国
語
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、
摂
南
大
、
桃

山
学
院
大
、
関
西
学
院
大
、
甲
南
大
、
神
戸
学
院

大
な
ど
に
延
べ
１
４
４
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://w
w

w
.osaka-c.ed.jp/partner/

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

竹
島
貴
之

　た
け
し
ま
・
た
か
ゆ
き

教
職
歴
４
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
３
学
年
副
担
任
。
進
路

指
導
部
。

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

太
田
圭
輔

　お
お
た
・
け
い
す
け

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
１
学
年
担
任
。
進
路
指

導
部
。

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

酒
井
将
平

　さ
か
い
・
し
ょ
う
へ
い

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
探
究
科
主
任
。
総
務
企

画
部
。

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

池
田
径

　い
け
だ
・
け
い

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
指
導
教
諭
。
生
徒
指
導

部
。

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

田
中
昌
一

　た
な
か
・
ま
さ
か
ず

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。
首
席
。

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校
教
頭

宮
田
早
永
子

　み
や
た
・
さ
え
こ

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

10
年
目
。

「クローバープラン」図１

ほかに、生徒向けに４つの学習で何を行うかをまとめた「ク
ローバープラン」も作成し、生徒に配布した。
＊学校資料を基に編集部で作成

確かな学力の育成
•全教科で取り組む授業研究・授業改善（ICEモデルの実践）
　パフォーマンス課題、ルーブリックの活用、思考力・
判断力を育みつつ、基礎学力の定着を図る。（ＩＣＴ
活用、アクティブ・ラーニング）

•学びの基礎診断等を活用したＰＤＣＡサイクルの確立
　生徒　計画を立てながら学習する。テストの結果を

振り返り修正する。
　教員　観点別学習状況評価に基づくシラバスによる

授業の実施。

•カリキュラム・マネジメントの実践（コア）
　教育課程実施計画、シラバスの検証を行い改善する。
（カリキュラム面の関連性、マネジメント面の協働性）

キャリア教育の実践
仕事・社会へのトランジション

•３年間を通した進路指導計画の実践
　進路ＨＲ、進路行事、探究ナビとの連携、高大連携、
外部人材の活用等。

•ガイダンス機能を充実させ、自ら学ぶ生徒を育成
　教務部と進路指導部、学年が連携した選択指導、社
会とのつながりを意識させる授業の実践。（外部機関
との連携、パフォーマンス課題）

　メタ認知能力を伸ばし、自己調整型の主体的な学習
ができる工夫の実践。

•進路希望実現に結びつく学力の育成
　目標を持って主体的に学習する力を育成する進路指導。

探究力の育成
•コミュニケーション能力の育成（チームで働く）
　職業調べ、商品開発、演劇プログラム等を通して聴く、
話す、協働する等の力をつける。

•社会とつながる力の育成（考え抜く）
　文化研究やフィールドワークを通して、かかわる、計
画する、多面的・多角的に考える等の力をつける。

•未来を拓く力の育成（前に踏み出す）
　個人、グループによる課題研究を通して、企画する、
望ましい解決をめざす、発信する、進路を切り拓く等
の力をつける。

　「探究ナビ」を教科横断型の教科として、研究・実践
を行う

自己実現を叶える為のサポート
•行事・部活動、生徒会、ボランティア等の特別活動
を通しての人間力の育成
　自主的な活動計画、リーダーシップ、チームワーク等。

•人権教育を基盤とした生徒指導
　他者への思いやり、基本的な生活習慣の確立。

•読書活動の充実
　図書室の充実により、読解力育成の基礎固め、知識
を広げ、教養を深める。

D
oポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用
し
た

振
り
返
り
に
よ
り
見
通
し
を
持
た
せ
る

 Oc tober  201813

特集
資質・能力を育む
指導のＰＤＣＡサイクル
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　「学
期
の
最
初
に
は
メ
タ
認
知
能
力
の

重
要
性
を
説
明
し
、
定
期
考
査
の
振
り
返

り
の
際
に
も
『
メ
タ
認
知
能
力
を
発
揮
で

き
た
か
ど
う
か
』
を
３
段
階
で
振
り
返
ら

せ
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
を
見

る
と
、生
徒
は
、目
標
を
持
っ
て
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
ま
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

が
、
メ
タ
認
知
的
な
問
い
か
け
を
し
て
考

え
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
」（
田
中
先
生
）

　評
価
指
標
の
１
つ
に
は
、
ベ
ネ
ッ
セ
の

「
進
路
マ
ッ
プ
」（
＊
１
）
を
活
用
し
た
。

Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
２
）
で
学
習
到
達
度
を
測
る

と
と
も
に
、「
進
路
マ
ッ
プ
」
の
ア
ン
ケ
ー

ト
項
目
に
メ
タ
認
知
能
力
や
自
己
調
整
能

力
に
関
す
る
学
校
独
自
の
質
問
を
加
え

た
。
そ
の
結
果
を
見
る
と
、
メ
タ
認
知
能

力
や
自
己
調
整
能
力
の
指
導
は
、
ま
だ
全

体
に
は
効
果
が
表
れ
て
い
な
い
と
捉
え
て

い
る
（
図
４
）。
さ
ら
に
、
１
学
期
末
と

２
学
期
末
に
実
施
し
た
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
で
は
、「
生
徒
の
取
り
組
み
」「
生

徒
の
意
識
」「
社
会
へ
の
関
心
や
貢
献
」「
他

者
と
協
働
的
に
学
ぶ
こ
と
」
に
関
す
る
項

目
で
前
向
き
な
変
化
が
表
れ
て
い
た
。
た

だ
、
そ
こ
で
も
メ
タ
認
知
能
力
と
自
己
調

整
能
力
に
は
課
題
が
見
ら
れ
た
。

　16
年
度
か
ら
進
め
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題
の
実
践
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
に
向
け
て

は
、
６
月
と
11
月
に
「
授
業
研
究
月
間
」

を
設
け
た
。
ま
ず
、
６
月
は
全
教
科
で
互

見
授
業
を
実
施
。
各
教
科
で
テ
ー
マ
を
設

け
て
授
業
を
行
い
、
参
観
者
は
、「
授
業

観
察
シ
ー
ト
」
に
、
目
標
に
対
す
る
指
導

生
は
指
摘
す
る
。

　「本
校
に
は
、ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
と
し
て
、ま
ず
は
や
っ
て
み
る
と
い
う

意
識
が
教
員
間
に
根
づ
い
て
い
ま
す
が
、

教
育
活
動
の
綿
密
な
効
果
検
証
は
手
薄
に

な
り
が
ち
で
し
た
。ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

作
成
は
、振
り
返
り
の
重
要
性
を
認
識
す

る
大
き
な
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
」

　田
中
先
生
は
、
担
当
す
る
「
数
学
Ⅰ
」

の
授
業
で
最
初
に
、
単
元
の
指
導
計
画
が

掲
載
さ
れ
、「
要
点
・
発
見
・
課
題
」
の

観
点
で
振
り
返
り
を
書
き
込
め
る
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
（
図
３
）
を
配
布
し
、
生
徒
が
見

通
し
を
持
っ
て
授
業
に
臨
め
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
毎
時
間
振
り
返
り
を
行
わ

せ
る
よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
、
単
元
の
最

後
に
は
、
日
常
の
問
題
を
授
業
で
学
ん
だ

数
学
的
な
知
識
・
技
能
を
用
い
て
解
決
す

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
出
し
、
そ
の

結
果
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
評
価
し
た
。

夏休み実行計画

１学年末の振り返り

「夏休み実行計画」と「１学年末の振り返り」のワークシート図２

＊学校資料をそのまま掲載

C
h

eck

教
科
を
超
え
た
授
業
研
究
で

指
導
の
強
み
・
弱
み
を
述
べ
合
う

＊１　ベネッセが提供する、生徒の「なりたい自分さがし」と「なりたい自分づくり」をサポートする教材（適性検査、学力テストなどがある）。
＊２　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「Ｓ１」〜「Ｄ３」までの１５段階で評価される。　

「学びの地図」（単元計画表）「数学Ⅰ」２次不等式図３

＊学校資料をそのまま掲載
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き
続
き
活
用
し
、
１
年
生
で
も
活
用
を
始

め
た
。「JA

PA
N

 e-Portfolio

」（
＊
３
）

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
よ
り
効
果
的
な

活
用
法
を
探
っ
て
い
る
。

　教
科
指
導
に
お
い
て
は
、ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
の
質
の
改
善
を
図
ろ
う
と
、「
Ｉ
Ｃ
Ｅ

モ
デ
ル
」（
＊
４
）の
活
用
を
始
め
た
。既

に
学
校
設
定
科
目
の「
探
究
ナ
ビ
」で
は
、

生
徒
に
自
身
の
活
動
を
振
り
返
ら
せ
、ど

の
段
階
の
学
び
が
達
成
で
き
て
い
る
の
か

「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」で
測
っ
て
い
た
。

「
探
究
ナ
ビ
」
は
１
〜
３
年
次
で
系
統
的

に
教
科
横
断
型
の
探
究
学
習
を
行
う
科
目

で
、学
年
団
の
多
く
の
教
員
が
か
か
わ
る
。

同
科
目
で「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
」
を
活
用
し

た
こ
と
に
よ
り
、そ
の
有
効
性
が
浸
透
し
、

教
科
指
導
で
の
導
入
と
な
っ
た
。探
究
科

主
任
の
酒
井
将
平
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「『
Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
』で
こ
れ
ま
で
の
授

業
を
整
理
す
る
と
、ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
で
、ど
う
い
っ
た
資
質・能
力
を
育
も
う

と
し
て
い
る
の
か
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

学
び
の
質
に
着
目
し
た
授
業
設
計
は
、汎

用
性
が
高
く
、全
教
科
の
共
通
言
語
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、教
科
指
導
で

も
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　そ
こ
で
、18
年
度
初
め
に
全
教
員
が
参

加
す
る
校
内
研
修
を
実
施
し
、改
め
て
「
Ｉ

Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
」の
共
通
理
解
を
図
り
、
各

教
科
の
状
況
に
合
わ
せ
て
導
入
す
る
こ
と

と
し
た
。例
え
ば
、英
語
科
で
は
、定
期
考

査
後
に「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」を
取
り

入
れ
た
振
り
返
り
を
行
い
、生
徒
が
自
身

の
理
解
度
を
メ
タ
認
知
で
き
る
よ
う
に
し

た
。ま
た
、「
数
学
Ⅰ
」で
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ

デ
ル
」
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
行
い
、
前

年
度
の
取
り
組
み
に
加
え
、単
元
の
最
後

に
自
分
で
連
立
不
等
式
の
文
章
問
題
を
つ

く
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
行
っ
た
。

　「今
年
度
は『
文
章
を
読
ん
で
連
立
不
等

式
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
』と
い
う
生

徒
が
、前
年
度
の
14
％
か
ら
45
％
に
増
加

し
ま
し
た
。生
徒
は
深
く
考
え
る
こ
と
を

経
験
し
、１
次
不
等
式
の
単
元
の
理
解
が

進
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
田
中
先
生
）

　今
後
は
、
個
々
の
教
育
活
動
で
回
さ
れ

て
い
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
連
動
さ

せ
、
学
校
教
育
目
標
の
達
成
の
た
め
の
大

き
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
構
築
す
る
こ

と
が
課
題
だ
。

　「『
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
』『
探
究
ナ
ビ
』

『
Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
』
な
ど
を
通
し
て
教
員

間
の
共
通
理
解
が
進
ん
だ
今
こ
そ
、
さ
ら

に
大
き
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す

る
好
機
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
教
科
を
超

え
て
議
論
を
加
速
さ
せ
、
生
徒
の
資
質
・

能
力
の
育
成
に
焦
点
を
あ
て
た
指
導
を
追

求
し
た
い
と
思
い
ま
す
」（
酒
井
先
生
）

法
の
適
切
さ
、
生
徒
の
学
び
の
成
立
、
参

観
者
自
身
の
学
び
に
つ
い
て
記
入
し
、
そ

れ
ら
の
内
容
を
教
科
内
で
総
括
し
た
。

　11
月
に
は
、
全
教
科
の
互
見
授
業
に
加

え
、
各
教
科
で
研
究
授
業
を
実
施
。
さ
ら

に
、
数
学
・
理
科
・
英
語
が
授
業
を
公
開

し
て
全
体
研
究
授
業
を
開
催
。全
教
員
が

い
ず
れ
か
の
授
業
を
参
観
、ま
た
は
授
業

の
録
画
を
視
聴
し
、11
月
末
の
全
体
研
修

会
で
は
、参
観
し
た
教
科
ご
と
の
グ
ル
ー

プ
に
な
り
、指
導
案
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題
、
評
価
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。そ
こ
で
は
、「
導
入
や
目
標
が
明

確
だ
っ
た
」「
抽
象
的
な
数
学
が
具
体
的

に
理
解
で
き
た
」「
メ
タ
認
知
能
力
の
育

成
の
観
点
が
弱
い
印
象
を
受
け
た
」な
ど
、

活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。３
学
年
副

担
任
の
竹
島
貴
之
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「教
科
を
超
え
た
研
修
会
で
は
、
専
門

外
の
視
点
か
ら
の
指
摘
が
有
効
で
し
た
。

教
科
担
当
が
見
逃
し
や
す
い
改
善
点
を
把

握
で
き
ま
し
た
」

　そ
れ
ら
の
検
証
を
踏
ま
え
、
生
徒
が
自

分
で
学
び
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
着
実

に
回
せ
る
よ
う
、
18
年
度
は
ベ
ネ
ッ
セ
の

「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
」
を
導
入
し
た
。

１
学
年
担
任
の
太
田
圭
輔
先
生
は
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
。

　「生
徒
は
、
模
擬
試
験
の
結
果
に
一
喜

一
憂
す
る
だ
け
で
、
学
習
の
振
り
返
り
を

十
分
に
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。『
ス
タ

デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
』
の
帳
票
に
は
結
果
が

詳
細
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
自
己
調
整

能
力
の
育
成
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。
実
際
、
面
談
の
様
子
な
ど
か
ら
、
自

分
で
弱
点
を
把
握
し
、
克
服
し
よ
う
と
す

る
生
徒
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

　ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
２
年
生
で
は
引

■定期考査の前や、夏休み等の期間、あるいは受験に際して、計画を立てて勉強
をしている

■授業の最後に学習内容の振り返りを行う時や、定期考査の後など、自分自身の
取り組みを振り返って、次の機会に生かそうと、考えるようにしている

0 20 40 60 80 100（％）

0 20 40 60 80 100（％）

１月

８月

１月

８月

そう思う

5

8

10 36 39 15

7 41 29 23

19 37 36

どちらかと言えば
そう思う

28

どちらかと言えば
そう思わない

39

そう思わない

28

「進路マップ」での学校オリジナル質問の１年生の回答（抜粋）図４

＊学校資料を基に編集部で作成

A
ctio

n

共
通
理
解
が
進
ん
だ
今
、全
校
で
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
構
築
を
目
指
す

＊３　文部科学省大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野）で構築・運営する、高校 e ポートフォリオ、大学出願ポータルサイト。
＊４　カナダで開発された学習と評価のモデルのこと。Ideas（習得）、Connections（活用）、Extensions（探究）の３つの段階で学びの質の変容を捉える。
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　「こ
れ
ま
で
本
校
で
は
、
資
質
・
能
力

の
育
成
を
ベ
ー
ス
と
し
た
教
育
活
動
に
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
地
震
後
の
大
変
な

状
況
の
中
、
自
分
が
興
味
・
関
心
の
あ
る

分
野
で
力
を
発
揮
し
、
困
難
を
乗
り
越
え

よ
う
と
す
る
生
徒
た
ち
が
見
ら
れ
た
こ
と

で
、
本
校
の
指
導
の
方
向
性
は
間
違
っ
て

い
な
か
っ
た
と
確
信
し
ま
し
た
」

　同
校
で
は
17
年
度
よ
り
、
科
学
的
視
点

か
ら
熊
本
の
創
造
的
復
興
を
リ
ー
ド
す
る

人
材
を
育
て
る
た
め
、
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
を
、「
み
つ
め
る
力
」「
き
わ
め

る
力
」「
つ
な
げ
る
力
」
の
３
つ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
を
構
成
す
る
９
つ
の
力
に
設
定
し

た
（
図
１
）。

　「週
１
回
の
頻
度
で
１
年
間
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ

　熊
本
県
立
第
二
高
校
は
、
２
０
１
６
年

４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
、
校
舎
が

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
現
在
も
復
旧
工

事
が
続
く
中
、
教
師
の
心
の
支
え
に
な
っ

て
い
る
の
が
生
徒
の
前
向
き
な
姿
だ
。
Ｓ

Ｓ
Ｈ
（
＊
１
）
部
長
の
福
田
秀
夫
先
生
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
な
が
ら
、
避
難
所
で
勉
強
を

重
ね
、「
地
震
で
倒
れ
な
い
建
物
を
作
る
」

と
い
う
夢
を
持
っ
て
大
学
進
学
し
た
あ
る

生
徒
と
、
第
二
高
校
が
育
成
を
目
指
す
生

徒
の
資
質
・
能
力
を
重
ね
る
。

部
を
中
心
と
し
た
教
師
が
、
本
校
の
生
徒

の
強
み
や
課
題
、
育
て
た
い
力
を
徹
底
的

に
議
論
し
ま
し
た
」（
福
田
先
生
）

　「み
つ
め
る
力
」「
き
わ
め
る
力
」「
つ

な
げ
る
力
」
を
全
生
徒
に
育
成
す
る
た
め

に
、
そ
れ
ま
で
理
数
科
に
し
か
な
か
っ
た

探
究
科
目
を
普
通
科
と
美
術
科
に
も
設

置
。
さ
ら
に
、
全
教
科
・
科
目
に
お
け
る

探
究
型
授
業
の
開
発
に
着
手
し
た
。

　　普
通
科
と
美
術
科
の
探
究
科
目
は
、
17

年
度
、１
年
生
を
対
象
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

普
通
科
で
は
、
興
味
・
関
心
の
あ
る
課
題

に
つ
い
て
、
解
決
の
見
通
し
を
仮
説
と
し

て
立
て
る
「
未
来
新
聞
」
を
作
成
し
た
上

で
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
の
「
ミ
ニ
テ
ー

きわめる力
計画力
実行力
情報収集力・処理能力

つなげる力
主体性・協調性
知識融合力
社会貢献力

社会との共創

みつめる力
課題発見力
豊かな感性

柔軟な想像力

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
可
視
化
し
な
が
ら
、

探
究
科
目
と
探
究
型
授
業
を
全
校
展
開
す
る

熊
本
県
立
第
二
高
校
は
、
探
究
学
習
の
充
実
を
図
る
中
で
生
徒
の
資
質
・
能
力
の
育
成
に
力
を
注
い
で
き
た
。

近
年
は
、
そ
の
研
究
と
実
践
を
通
し
て
構
築
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
各
教
科
の
授
業
に
応
用
し
、

授
業
改
善
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

事
例
３
　熊
本
県
立
第
二
高
校

P
lan

創
造
的
復
興
に
貢
献
す
る

人
材
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
設
定

D
o学

び
の
質
を
深
め
る
た
め
の

授
業
モ
デ
ル
を
可
視
化

熊本県立第二高校が育成を目指す資質・能力図 1

＊１　文部科学省のスーパーサイエンスハイスクール。

＊学校資料を基に編集部で作成
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１
つ
が
「
授
業
改
善
の
た
め
の
工
夫
の
見

せ
ど
こ
ろ
シ
ー
ト
」（
以
下
、「
見
せ
ど
こ

ろ
シ
ー
ト
」）（
図
２
）
の
作
成
だ
。「
見
せ

ど
こ
ろ
シ
ー
ト
」
に
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
＊
２
）、
Ｉ
Ｃ
Ｅ

モ
デ
ル
（
＊
３
）、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
視
点
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
は
、

理
数
科
の
学
校
設
定
科
目
「
科
学
家
庭
」

に
お
い
て
、
生
徒
の
自
己
評
価
、
他
者
評

価
の
視
点
と
し
て
運
用
し
て
い
た
が
、
Ｓ

Ｓ
Ｈ
部
の
田
尻
美
千
子
先
生
が
他
教
科
で

も
適
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
Ｓ
Ｓ
Ｈ

マ
研
究
」を
行
う
な
ど
し
た
。「
ミ
ニ
テ
ー

マ
研
究
」
で
は
、「
災
害
と
防
災
」「
被
災

し
た
商
店
街
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
な
ど
、

熊
本
地
震
の
経
験
を
生
か
し
た
課
題
設
定

も
多
く
見
ら
れ
た
と
言
う
。
ま
た
、
美
術

科
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能
力
や
企
画

力
な
ど
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

熊
本
市
動
植
物
園
と
連
携
し
て
「
動
植
物

園
を
楽
し
む
ア
プ
リ
」
を
考
案
し
た
り
、

防
災
リ
ュ
ッ
ク
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
り

し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
部
の
染そ

め

森も
り

千
佳
先
生
は
、

「
普
通
科
、
美
術
科
の
探
究
学
習
で
大
切

に
し
た
の
は
、
科
学
的
思
考
の
フ
レ
ー
ム

作
り
」
と
説
明
す
る
。

　「『
み
つ
め
る
力
』『
き
わ
め
る
力
』『
つ

な
げ
る
力
』
の
観
点
で
生
徒
が
探
究
学
習

を
自
己
評
価
で
き
る
よ
う
に
、
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
生
徒
は
自
己

評
価
の
過
程
で
、
問
題
解
決
や
デ
ザ
イ
ン

に
お
い
て
科
学
的
思
考
が
必
要
な
こ
と
を

理
解
し
、
大
学
進
学
な
ど
高
校
卒
業
後
の

学
び
へ
の
意
欲
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
」

　全
教
科
・
科
目
に
お
け
る
探
究
型
授
業

の
開
発
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
の

熊
本
県
立
第
二
高
校

◎
創
立
の
精
神
は
「
自
主
積
極
・
廉
恥
自
尊
・
礼

節
協
調
」。
県
下
唯
一
の
美
術
科
を
有
す
る
。
熊
本

地
震
の
被
災
後
は
、
全
学
科
で
「
く
ま
も
と
地
域

復
興
論
」
を
設
置
す
る
な
ど
、「
創
造
的
復
興
」
に

向
け
た
教
育
に
も
力
を
注
ぐ
。

◎
設
立

　１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年

◎
形
態

　全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
・
美
術
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　１
学
年
約
４
０
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
東
京
藝
術
大
、
九

州
大
、熊
本
大
な
ど
に
２
８
１
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

多
摩
美
術
大
、
武
蔵
野
美
術
大
、
明
治
大
、
早
稲
田
大
、

関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
３
９
４
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://sh.higo.ed.jp/daini/

熊
本
県
立
第
二
高
校

染
森
千
佳

　そ
め
も
り
・
ち
か

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。Ｓ
Ｓ
Ｈ
部
。授
業
開
発
部
。

美
術
科
。

熊
本
県
立
第
二
高
校

福
田
秀
夫

　ふ
く
だ
・
ひ
で
お

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９

年
目
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
部
長
。
理
科（
化
学
）。

熊
本
県
立
第
二
高
校
教
頭

吉
永
武
幸

　よ
し
な
が
・
た
け
ゆ
き

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

熊
本
県
立
第
二
高
校

田
尻
美
千
子

　た
じ
り
・
み
ち
こ

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

９
年
目
。Ｓ
Ｓ
Ｈ
部
。授
業
開
発
部
。

家
庭
科
。

熊
本
県
立
第
二
高
校

西
阪
理
恵

　に
し
ざ
か
・
り
え

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６

年
目
。
授
業
開
発
部
長
。
国
語
科
。

授業改善のための工夫の見せどころシート（国語・西阪理恵先生）図 2

＊２　教育活動の効果と効率、魅力を高めるための手法として集大成したモデルや研究分野、またはそれらを応用して学習支援環境を構築するプロセスの総称。
＊３　カナダで開発された学習と評価のモデルのこと。Ideas（基礎知識）、Connections（つながり）、Extensions（応用）の３段階で学びの質の変容を捉える。第二高
校はＩＣＥモデルを踏まえて、学びの段階を「習得」「活用」「探究」と設定した。

＊学校資料をそのまま掲載

 Oc tober  201817

特集
資質・能力を育む
指導のＰＤＣＡサイクル

Q8-586-000 2018 年度　VIEW21高校版 10月号 16頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校
10/02
引寺

再
念
校
10/04
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

−Q8-586-000 2018 年度　VIEW21高校版 10月号 17頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校
10/02
引寺

再
念
校
10/04
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P16-19_view21koukou-10g.indd   17 2018/10/04   11:28



ま
で
発
展
さ
せ
る
か
が
明
確
に
な
っ
た
。

例
え
ば
、現
代
文
の『
舞
姫
』の
単
元
で
は
、

内
容
理
解
を
ベ
ー
ス
に
知
識
を
習
得
、
活

用
さ
せ
な
が
ら
、
さ
ら
に
「
自
分
な
ら
ど

う
考
え
る
か
」「
現
代
と
比
べ
、
当
時
の

生
き
や
す
さ
や
生
き
づ
ら
さ
を
ど
う
捉
え

る
か
」
と
い
っ
た
探
究
的
な
問
い
を
生
徒

に
与
え
、
思
考
を
深
め
さ
せ
て
い
く
。
あ

く
ま
で
も
『
舞
姫
』
を
材
料
と
し
て
、
自

分
の
内
面
、
そ
し
て
社
会
、
世
界
と
い
っ

た
外
の
世
界
に
思
考
を
展
開
さ
せ
て
い
く

わ
け
だ
。

　髙
濱
先
生
は
、「
生
徒
は
、
授
業
で
の

学
び
を
土
台
に
新
た
な
考
え
を
創
造
し
た

り
、
提
案
し
た
り
す
る
楽
し
さ
に
気
づ
く

と
、
あ
ら
ゆ
る
教
科
を
学
ぶ
意
味
を
理
解

す
る
よ
う
に
な
る
」
と
話
す
。
そ
う
し
た

気
づ
き
を
促
す
た
め
に
、
髙
濱
先
生
は
授

業
を
通
じ
て
生
徒
が
自
分
に
ど
の
よ
う
な

学
び
が
あ
っ
た
か
を
Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
に
基

部
に
提
案
し
た
こ
と
か
ら
発
展
し
、
全
教

科
・
科
目
に
お
け
る
探
究
型
授
業
の
開
発

手
法
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

　「単
元
の
内
容
と
Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
で
示

さ
れ
る
『
習
得
』『
活
用
』『
探
究
』
の
学

び
の
質
の
３
段
階
、
そ
し
て
第
二
高
校
と

し
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
意
識

す
る
授
業
改
善
の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と

が
、
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
の
授
業
改
善
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
」（
田
尻
先
生
）

　当
初
、「
見
せ
ど
こ
ろ
シ
ー
ト
」
に
対

し
て
懐
疑
的
な
声
も
聞
か
れ
た
が
、
実
践

を
通
し
て
前
向
き
に
捉
え
る
教
師
が
増
え

て
い
っ
た
と
、
進
路
指
導
主
事
の
髙た

か

濱は
ま

俊

彦
先
生
は
振
り
返
る
。

　「１
学
期
の
公
開
授
業
日
に
、
初
め
て

『
見
せ
ど
こ
ろ
シ
ー
ト
』
を
基
に
授
業
を

行
い
ま
し
た
が
、
生
徒
の
反
応
が
よ
い
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
生
徒
に
と
っ
て
は
授

業
の
到
達
点
が
分
か
る
だ
け
で
な
く
、
自

分
の
見
方
や
考
え
方
が
ど
う
変
化
し
た
の

か
が
捉
え
や
す
か
っ
た
よ
う
で
す
」

　教
師
の
授
業
づ
く
り
の
意
識
を
大
き
く

変
化
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
、
国

語
科
の
西
阪
理
恵
先
生
は
話
す
。

　「こ
れ
ま
で
は
経
験
を
基
に
無
意
識
に

指
導
し
て
い
た
こ
と
が
可
視
化
さ
れ
、『
自

分
は
こ
ん
な
意
図
で
授
業
を
組
み
立
て
て

い
た
の
か
』
と
改
め
て
確
認
で
き
ま
し

た
。
１
コ
マ
の
授
業
の
あ
り
方
だ
け
で
は

な
く
、
３
年
間
を
通
し
て
何
を
目
指
す
の

か
、
指
導
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ

と
も
深
く
考
え
て
授
業
を
構
成
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」

　ベ
テ
ラ
ン
教
師
の
授
業
づ
く
り
の
観
点

が
共
有
で
き
る
と
い
う
利
点
も
大
き
い

と
、教
頭
の
吉
永
武
幸
先
生
は
説
明
す
る
。

　「こ
れ
ら
の
フ
レ
ー
ム
や
モ
デ
ル
は
汎

用
性
が
高
く
、
ベ
テ
ラ
ン
教
師
の
経
験
が

細
分
化
、
具
体
化
さ
れ
る
た
め
、
若
手
に

と
っ
て
大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
学
校
全
体
の
授
業
力
の
底
上

げ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　「見
せ
ど
こ
ろ
シ
ー
ト
」
作
成
を
契
機

に
、
授
業
を
通
し
て
生
徒
の
思
考
を
ど
こ

目指す
資質・能力 評価の観点 Ｉ（習得） Ｃ（活用） Ｅ（探究）

み
つ
め
る
力

1 実験の目的
【課題発見力】

教科書や資料集等
の記述通りに記さ
れている

教科書の内容と関連さ
せ深められた内容が加
筆されている

教科書等より深めた事
項に加え、独自の課題
を設定している

2
考察

【豊かな感性、
柔軟な想像力】

結果から具体的に
原因を考察してい
る

結果から多角的に原因
を考察している

原因が多角的に考察さ
れ、課題と展望が明確
に示されている

き
わ
め
る
力

1
実験に用いた道具
や試薬、実験手法
【計画力、実行力】

教科書や資料集等
の内容が記述され
ている

教科書の正確な記述
に加え、独自の材料を
用いている

教科書の正確な記述
に加え、独自の材料を
複数用いている

2 実験結果
【情報収集力】

自分の班の実験結
果を正確に記述し
ている

他班（またはほかの班
員）の実験結果も記述
している

他班（またはほかの班
員）の実験結果を記述
し、自分の結果と比較
している

3
レポートの
レイアウト
【計画力】

簡潔な文章でまと
めている

簡潔な文章に加え、写
真や図、グラフなどを
使用している

文章や写真、グラフな
どのバランスがよく分
かりやすくまとめられ
ている

4
引用・参照した
文章等

【情報収集力】

引用・参考文献等
の情報が正確に記
されている

本文中の適切な場所
で文献が引用されてい
る

複数の文献を引用し、
自分の実験内容と比較
している

つ
な
げ
る
力

1 実験の原理
【知識融合力】

原理に関する簡単
な記述がある

図や化学式などを用い
て分かりやすくまとめ
ている

身近な自然現象との関
連が含まれている

2
実験手法の
理解・習得

【知識融合力】

教科書や資料集な
どの手法は理解し
ている

実験手法を十分に理
解・習得し、滞りなく
実験を進めることがで
きる

教科書などの基本的
な実験手法に加え、内
容に創意工夫が見られ
る

ICE 小計 8点 8点 8点
評価合計 24点

「史記の群像『孫
そん

臏
ぴん

』学習シート」（国語、髙濱俊彦先生）図 3

理科の実験実習におけるルーブリック図 4

＊学校資料を基に編集部で作成

＊学校資料を基に編集部で作成
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せ
な
が
ら
、『
そ
こ
で
は
、
こ
ん
な
考
え

方
は
で
き
な
い
？
』『
こ
う
も
書
か
れ
て

い
る
よ
』
な
ど
と
思
考
の
ヒ
ン
ト
を
与
え

ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
意
欲
的
に
発
言
し
、

自
ら
考
え
議
論
し
て
深
め
る
楽
し
さ
を
実

感
し
た
よ
う
で
す
」

　「見
せ
ど
こ
ろ
シ
ー
ト
」
の
作
成
な
ど

を
き
っ
か
け
に
、教
師
が
、「
習
得
」「
活
用
」

を
土
台
と
し
た
「
探
究
」
レ
ベ
ル
の
問
い

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
相
乗
効
果
の
よ
う
に
生

徒
か
ら
の
授
業
中
の
質
問
も
「
探
究
」
的

な
も
の
へ
と
深
ま
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、

探
究
学
習
な
ど
で
運
用
し
て
い
る
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
も
、
生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
て
柔

軟
に
変
え
て
い
る
。
さ
ら
に
今
後
、
普
通

科
や
美
術
科
の
各
教
科
・
科
目
で
も
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　一
方
で
、
教
師
た
ち
は
目
先
の
成
果
を

求
め
な
い
姿
勢
で
生
徒
に
接
し
て
い
る
。

　「生
徒
が
自
ら
目
標
を
持
ち
、
自
己
を

振
り
返
る
こ
と
で
、
大
学
、
そ
し
て
社
会

で
も
伸
び
て
い
く
サ
イ
ク
ル
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
内
面
に
つ
く
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち

は
指
導
力
を
高
め
な
が
ら
生
徒
を
支
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
吉
永
教
頭
）

づ
い
て
振
り
返
ら
せ
た
（
図
３
）。
ま
た
、

17
年
度
は
理
数
科
の
理
科
の
実
験
実
習
に

お
い
て
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
図
４
）
が
作

成
さ
れ
、
各
教
科
・
科
目
に
お
い
て
生
徒

が
学
び
を
俯
瞰
す
る
ツ
ー
ル
が
開
発
さ
れ

て
い
っ
た
。

　授
業
改
善
に
よ
る
生
徒
の
変
化
・
成
長

を
測
る
た
め
、
定
期
考
査
も
進
化
さ
せ
て

い
る
。従
来
は
ど
の
教
科
も
知
識
の
習
得
、

活
用
の
度
合
い
を
測
る
問
題
で
構
成
し
て

い
た
が
、
徐
々
に
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
測
る
問
題
を
出
す
よ
う
に
な
っ

た
。
例
え
ば
、
家
庭
科
で
は
、
お
せ
ち
料

理
の
よ
さ
を
後
輩
に
伝
え
る
紹
介
記
事
を

書
か
せ
る
問
題
を
出
し
た
（
図
５
）。

　「消
え
つ
つ
あ
る
文
化
の
継
承
者
の
１

人
と
し
て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
ほ
し
い
と
思
い
、
出
題
し
ま
し
た
。
生

徒
は
普
段
以
上
に
真
摯
に
思
考
し
、
考
え

を
発
展
さ
せ
る
よ
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
」（
田
尻
先
生
）

　定
期
考
査
に
加
え
、
今
後
は
模
擬
試
験

な
ど
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
、
資
質
・
能
力

の
育
成
に
向
け
て
有
効
に
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　「模
擬
試
験
の
個
人
成
績
を
丁
寧
に
分

析
す
る
こ
と
で
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
が
ど
の
レ
ベ
ル
で
身
に
つ
い
て
い
る

の
か
を
生
徒
に
意
識
さ
せ
、
さ
ら
に
私
た

ち
教
師
が
授
業
と
の
つ
な
が
り
を
持
た
せ

な
が
ら
、
生
徒
の
弱
点
を
強
化
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
染
森
先
生
）

　探
究
学
習
に
端
を
発
す
る
指
導
変
革
を

通
し
、
生
徒
の
姿
が
着
実
に
変
容
し
て
い

る
こ
と
を
同
校
の
教
師
た
ち
は
感
じ
取
っ

て
い
る
。
特
に
、
自
ら
思
考
し
た
り
、
主

体
的
に
参
加
し
た
り
す
る
姿
が
、
授
業
内

外
で
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　あ
る
日
、
進
路
室
の
髙
濱
先
生
の
と
こ

ろ
に
８
人
の
生
徒
が
連
れ
立
っ
て
訪
れ

た
。
生
徒
た
ち
は
教
科
書
に
あ
っ
た
哲
学

者
の
文
章
に
つ
い
て
時
間
を
か
け
て
議
論

し
た
が
、
ど
う
し
て
も
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
、
質
問
に
来
た
と
言
う
。

　「教
師
に
質
問
す
る
前
に
、
ま
ず
自
分

た
ち
で
問
い
を
立
て
、
解
決
し
よ
う
と

試
み
た
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
私
の
前
で
議
論
を
再
現
さ

C
h

eck

資
質
・
能
力
を
測
る
問
題
を

定
期
考
査
に
盛
り
込
む

A
ctio

n

生
徒
の
学
び
の
深
ま
り
を

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
改
訂
に
つ
な
げ
る

定期考査問題（家庭科、田尻美千子先生）図 5

■家庭基礎（１学年３学期・学年末）定期考査問題（抜粋）
単元 食生活

出題意図
（レベル） Ｃ（知識の活用）レベル、Ｅ（探究）レベル

問題

（１）「和食」はユネスコ無形文化遺産に登録されました。ＨＰでも
公開されている政府が挙げた登録・申請の特徴は下記の４点
です。
1. 多様で新鮮な食材とその持ち味の尊重
2. 栄養バランスに優れた健康的な食生活
3.自然の美しさや季節の移ろいの表現
4. 年中行事との密接なかかわり
そこで特におせち料理について考えた場合、何が目的で登録
されたかを考え、あなたができることは何でしょうか？　具体
的に何をどうするかについて２点、文章で解答してください。

（２）冬休みに取り組んだ各自の「おせち料理」を、後輩が来年課
題に取り組む時に「やってみたい」という気持ちになるような
紹介記事を書いてください。やってみたいと思うためには、料
理名や食材名、調理法は必要ですね。

採点基準
（配点）

（１）配点小計８点
何を（２点×２） どうするか（２点×２） ０点

特徴４点に関連している 具体的である
不十分
自分事と
なっていない

＊毎年のおせち料理作りを ＊一緒に作る
＊習ったおせち料理の作り
方を

＊聞いたことをノートに記
録する

＊他の行事食を　など ＊誰かに教える　など

（２）配点５点
５点 各１点（満点３点） ０点

記事として
成立している

読んでいて
ワクワクする

成り立っている
□料理名
□食材名
□調理法

不十分
趣旨に合ってない

＊学校資料を基に編集部で作成
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　神
奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
校
は
、

２
０
１
３
年
度
か
ら
、
神
奈
川
県
「
学
力

向
上
進
学
重
点
校
」
の
指
定
を
受
け
、
真

の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
な
ど
、
そ
れ

ま
で
も
重
視
し
て
き
た
教
育
目
標
の
下
、

学
校
改
革
に
一
層
邁
進
し
て
い
る
。
15
年

度
に
は
、
校
長
、
副
校
長
、
総
括
教
諭
ら

９
人
に
よ
る
企
画
会
議
で
議
論
し
、
４
年

間
の
学
校
教
育
計
画
を
立
案
。
そ
の
内
容

を
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
示
し
、
16

年
度
か
ら
運
用
し
て
い
る
（
図
）。
佐
藤

到い
た
る

校
長
は
こ
う
説
明
す
る
。

　「本
校
が
こ
れ
ま
で
大
切
に
し
て
き
た

教
育
活
動
が
、ど
う
い
っ
た
資
質
・
能
力

を
育
み
、本
校
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
達
成
に

ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
の
か
を
改
め
て
整

理
し
、図
式
化
し
ま
し
た
。本
校
の
教
育
の

方
向
性
が
可
視
化
さ
れ
た
こ
と
で
、教
師

だ
け
で
な
く
、保
護
者
に
も
本
校
の
教
育

が
理
解
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
し
た
」

　グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
要
と
言
え
る
の

が
「
生
徒
の
心
に
火
を
つ
け
る
授
業
」
だ
。

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
解
法
に
な
る
の
か
と

い
っ
た
本
質
の
部
分
ま
で
は
理
解
し
き
れ

て
い
ま
せ
ん
。
難
関
大
学
の
入
試
や『
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
』の
試
行
調
査
を
見

る
と
、数
学
の
原
理
・
原
則
を
理
解
し
て

い
な
け
れ
ば
解
け
な
い
問
題
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、『
な
ぜ
、
そ
う
す

れ
ば
解
け
る
と
思
う
？
』
な
ど
と
、
本
質

を
突
く
問
い
か
け
を
し
、知
識
欲
を
刺
激

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　ガ
イ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
の
中
村
悠
人
先

生
は
、
定
理
や
公
式
の
説
明
後
、
す
ぐ
に

問
題
を
解
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「生
徒
は
、
教
師
の
説
明
を
理
解
で
き

　「こ
れ
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
私
な
り
に
解
釈
し
た
言
葉
で
す
。
ど

ん
な
に
優
れ
た
指
導
の
方
法
や
内
容
も
、

生
徒
に
意
欲
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
が

な
け
れ
ば
、
効
果
は
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。

教
師
そ
れ
ぞ
れ
で
指
導
の
方
法
や
内
容
が

違
っ
て
も
、『
生
徒
の
心
に
火
を
つ
け
る

授
業
』
と
い
う
目
標
は
同
じ
で
あ
る
と
、

共
通
理
解
を
図
り
ま
し
た
」（
佐
藤
校
長
）

　教
師
は
そ
れ
を
ど
う
具
現
化
し
て
い
る

の
か
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

の
稲い

な
づ
み積
清せ

い

司じ

先
生
は
、担
当
教
科
の
数
学

の
授
業
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「多
く
の
生
徒
は
、
解
答
は
で
き
て
も
、

図

横浜翠嵐高校のグランドデザイン

＊学校資料をそのまま掲載

「生徒の心に火をつける授業」を
キーワードに掲げて学校全体で実践し、
生徒の学習意欲と学力の向上を図る

神奈川県立横浜翠
す い ら ん

嵐高校

教
育
活
動
の
可
視
化
を
通
じ
て
、

教
育
の
方
向
性
へ
の
共
通
理
解
を
図
る

知
識
欲
を
刺
激
す
る
授
業
で

本
質
の
理
解
と
意
欲
向
上
を
図
る

改革事例から導く！

学校教育デザインを描く道標
しるべ

＊「学校教育デザイン」とは、本誌が 2017 年度６～ 12 月号の特集で提唱した、「学校教育目標からカリキュラム・指導計画の策定、授業・指導実践、その評価・検証、授業・
指導改善までの一連のサイクルが、 カリキュラム・マネジメントを通じて実現される学校改革の営み」のこと。

改革事例C A S E

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現を通じて実現

評価・検証

カリキュラム・マネジメント

カリキュラム
・指導計画

カリキュラム・マネジメント

授業・
指導改善

今回

授業・
指導実践

学校教育
目標

20 Oc tober  2018
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導
か
れ
た
道
標

れ
ば
問
題
も
解
け
る
と
思
い
が
ち
で
す
。

『
分
か
る
』
と
『
で
き
る
』
は
違
う
と
何

度
も
伝
え
、
そ
の
場
で
手
を
動
か
さ
せ
て

考
え
さ
せ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
現
実
の

問
題
や
現
象
を
数
学
的
に
解
釈
し
て
モ
デ

ル
化
す
る
内
容
に
も
、本
校
の
生
徒
は
関

心
が
高
い
の
で
、『
総
合
的
な
学
習
の
時

間
』（「
グ
ロ
ー
バ
ル
探
究
」）な
ど
で
そ
の

よ
う
な
課
題
に
も
取
り
組
ま
せ
て
い
ま
す
」

　１
年
次
か
ら
多
用
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
も
、生
徒
同
士
が
刺
激
し
合
い
、学
習
意

欲
を
高
め
る
場
に
な
っ
て
い
る
と
、ガ
イ

ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
の
渡わ

た
な
べ邊
翼
先
生
は
語
る
。

　「分
か
っ
た
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と

を
周
り
と
共
有
し
な
が
ら
学
び
合
う
関
係

を
築
く
こ
と
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
求

め
ら
れ
る
大
切
な
こ
と
だ
と
、
１
年
次
か

ら
よ
く
生
徒
に
話
し
て
い
ま
す
」

　進
路
指
導
に
お
い
て
も
、「
生
徒
の
心

に
火
を
つ
け
る
」こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

そ
の
軸
と
な
る
の
が
、
３
か
月
に
１
度
、

学
年
ご
と
に
行
う
進
路
集
会
だ
。

　「夏
季
休
業
前
は
発
破
を
か
け
た
り
、

体
育
祭
後
は
気
を
引
き
締
め
た
り
と
、
学

年
と
時
期
に
応
じ
た
話
を
し
ま
す
。
そ
の

た
め
に
生
徒
と
よ
く
話
し
て
、
様
子
を
つ

か
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」（
渡
邊
先
生
）

　最
も
大
切
に
す
る
の
は
初
期
指
導
で
あ

り
、
そ
れ
は
入
学
希
望
者
へ
の
学
校
説
明

会
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
言
う
。

　「３
年
後
の
進
路
の
７
割
は
、
１
年
次

の
過
ご
し
方
で
決
ま
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
学
校
説
明
会
で
本
校
の
教

育
方
針
と
指
導
内
容
を
説
明
し
、
入
学
し

て
ほ
し
い
生
徒
像
を
具
体
的
に
伝
え
て
い

ま
す
。
中
学
生
に
本
校
で
の
学
び
へ
の
覚

悟
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
保
護
者
に
本

校
の
教
育
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
場

で
も
あ
り
ま
す
」（
中
村
先
生
）

　入
学
者
説
明
会
で
は
、家
庭
学
習
時
間

調
査
を
行
っ
て
家
庭
学
習
を
意
識
づ
け
、

１
年
次
の
夏
季
休
業
ま
で
に
学
習
習
慣
の

定
着
を
図
る
。そ
う
し
て
、１
年
次
秋
の
模

擬
試
験
で
好
成
績
を
出
し
、そ
の
高
い
水

準
を
維
持
・
伸
長
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
。

　「大
学
入
試
と
い
う
目
標
か
ら
逆
算
し

て
、
今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て
行
動
す

る
力
は
、
社
会
で
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
進

路
集
会
で
も
そ
う
し
た
話
を
し
て
、
目
的

意
識
を
持
た
せ
て
い
ま
す
」（
中
村
先
生
）

　卒
業
生
に
よ
る
講
演
（
写
真
）
な
ど
を

定
期
的
に
行
い
、
自
分
の
将
来
を
考
え
さ

せ
つ
つ
、
３
年
生
の
最
後
ま
で
目
標
を
諦

め
さ
せ
な
い
指
導
へ
と
つ
な
げ
て
い
る
。

　「最
後
は
精
神
力
も
重
要
で
す
。
模
擬

試
験
の
結
果
か
ら
合
格
へ
の
道
筋
を
示
し

て
自
信
を
持
た
せ
る
な
ど
、
担
任
と
ガ
イ

ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
が
連
携
し
、
生
徒
個
別

に
支
援
し
て
い
ま
す
」（
稲
積
先
生
）

　学
校
教
育
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
る

19
年
度
は
、
次
期
学
習
指
導
要
領
の
実
施

に
向
け
、
教
育
課
程
の
再
編
も
検
討
し
て

い
く
。
そ
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
も
立
ち
上
げ
た
。

　「『
起
業
し
た
い
』『
世
界
に
貢
献
し
た

い
』
と
い
っ
た
志
の
高
い
生
徒
た
ち
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
、
教
師
自
身

が
学
び
続
け
る
姿
を
こ
れ
か
ら
も
見
せ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
中
村
先
生
）

神
奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
校

◎
初
代
校
長
が
掲
げ
た
「
大
平
凡
主
義
」
を
旨
と
し
、
勤

労
と
責
任
を
重
ん
じ
、
自
主
・
自
律
の
精
神
に
富
む
人
材

の
育
成
を
目
標
と
す
る
。
２
０
１
３
年
度
か
ら
神
奈
川
県

教
育
委
員
会
「
学
力
向
上
進
学
重
点
校
」（
再
指
定
に
向

け
た
16
・
17
年
度
の
エ
ン
ト
リ
ー
校
を
経
て
、
18
年
度
に

再
指
定
）。
ア
メ
リ
カ
の
高
校
と
姉
妹
校
提
携
を
結
び
、

国
際
交
流
に
も
力
を
入
れ
る
。

◎
設
立

　１
９
１
４
（
大
正
３
）
年

◎
形
態

　全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　１
学
年
約
３
６
０
人
（
全
日
制
）

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

　国
公
立

大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
東
京
工
業
大
、
東
京
大
、

横
浜
国
立
大
、
京
都
大
、
横
浜
市
立
大
な
ど
に
２
０
５
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理

科
大
、
明
治
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
８
０
３
人
が
合

格
。

◎ U
R

L
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写真　卒業生の医学部生を講師に迎え、１～３
年生の医学部志望者が参加し、医学部の授業を
体験。患者の症状や検査結果からどんな病気な
のかを診断するといった課題について、スマー
トフォンで調べながら、グループで話し合った。

学
校
全
体
で
目
指
す
指
導
の
あ
り
方
は
、

共
通
理
解
を
図
り
や
す
い
シ
ン
プ
ル
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
示
す

神
奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
校

中
村
悠
人

　なか
む
ら
・
ゆ
う
と

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
。

数
学
科
。

神
奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
校

渡
邊

　翼
　わ
た
な
べ
・
つ
ば
さ

教
職
歴
４
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
。

数
学
科
。

神
奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
校

稲
積
清
司

　い
な
づ
み
・
せ
い
じ

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

11
年
目
。
総
括
教
諭
。
ガ
イ
ダ
ン

ス
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
。
数
学
科
。

神
奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
校
校
長

佐
藤

　到
　さ
と
う
・
い
た
る

教
職
歴
37
年
。
同
校
校
長
と
し
て

赴
任
し
て
４
年
目
。

学
校
説
明
会
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
進
路
指
導
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教
職
歴
８
年
の
長
岡
拓
郎
先
生
は
、
新
任
の
時
か
ら

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授

業
を
行
っ
て
き
た
。
前
任
校
で
は
、
長
岡
先
生
が
基
礎

事
項
を
解
説
し
た
後
、
生
徒
が
４
～
５
人
の
グ
ル
ー
プ

に
な
っ
て
問
題
演
習
を
行
う
と
い
う
の
が
、
授
業
の
基

本
的
な
流
れ
だ
っ
た
。
生
徒
同
士
は
考
え
を
出
し
合
い

宮城県・私立仙台城南高校
◎校訓は「規律・清廉・節度」。同一法人の東
北工業大学と連携しながら、生徒一人ひとり
の希望進路に応じた指導を展開。社会貢献活
動にも力を入れ、生徒が地域社会とかかわり、
貢献するための様々な活動も行っている。
◎設立　1961（昭和 36）年
　　　　2013（平成 25）年校名変更
◎形態　全日制／探究科・科学技術科・特進
科／共学
◎生徒数　約1,200人
◎２０１８年度入試合格実績（現浪計）
国公立大は、東北大、宮城教育大、山形大、
宇都宮大、宮城大などに16人が合格。私立
大は、東北学院大、東北工業大、東京電機大、
神奈川大などに延べ232 人が合格。
◎ URL

宮城県・私立仙台城南高校
長岡拓郎　ながおか・たくろう　

教職歴８年。同校に赴任して３年目。
進路指導部進学主任。数学科担当。
教師になった当初からアクティブ・ラーニングを推進。

https://sendai-johnan.ed.jp

13:20 既習事項の振り返り 授業
ハイライト

学
び
合
い
中
心
の
授
業
で

生
徒
の
思
考
力
・
表
現
力
を
伸
ば
し
、

学
習
へ
の
意
欲
と
主
体
性
を
育
む

前時までの振り返りとして、長岡先生が既習事項の「積・
商の微分法」や「合成関数の微分法」の例題を出題し、
生徒は隣の席や前後の席の人と相談しながら考えた。そ
の後、長岡先生は４～５人を指名。「どうしてそうなった
のか」と問いかけ、答えを導くまでの過程も答えさせた。
振り返りでは、小テストやペアワークを行う場合もある。

●
探
究
科
３
年
生
﹁
数
学
Ⅲ
﹂
で
、﹁
微
分
第
２
節
︵
い
ろ
い

ろ
な
関
数
の
導
関
数
︶﹂
の
全
６
時
間
の
う
ち
の
５
時
間
目
。

﹁
対
数
関
数
・
指
数
関
数
の
微
分
法
﹂
に
つ
い
て
、次
時
の
﹁
高

次
導
関
数
﹂
に
取
り
組
む
た
め
の
基
礎
を
学
ん
だ
。︵
P. 

25

に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
︶

数学

実践

グ
ル
ー
プ
学
習
か
ら
歩
き
回
る
ス
タ
イ
ル
へ
と

生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
授
業
を
転
換

長
岡
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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な
が
ら
問
題
演
習
に
取
り
組
み
、
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
自
分
で
解
法
を
工
夫
で
き
る
の
が
面
白
い
」
と
い
っ

た
感
想
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
２
０
１
５
年
度
に
赴
任
し
た
宮
城
県
・
私
立
仙
台
城

南
高
校
で
も
、
そ
う
し
た
授
業
を
目
指
し
て
グ
ル
ー
プ

学
習
に
力
を
入
れ
た
が
、
生
徒
の
学
力
層
の
幅
が
広
い

こ
と
も
あ
っ
た
た
め
か
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た

と
、
長
岡
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
私
が
解
説
を
し
て
い
る
時
は
、
ど
の
生
徒
も
落
ち

着
い
て
聞
い
て
い
ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ
学
習
に
な
る
と
、

集
中
で
き
な
い
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
で
、
メ
ン
バ
ー
に
説
明
し
た
り
、
質
問
し
た
り
す

る
意
欲
的
な
生
徒
も
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
主
体
的
に

活
動
で
き
る
生
徒
を
生
か
し
て
全
体
の
学
び
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
生
徒
が
教
室
内
を
自
由
に
移
動
し
て
、
助
け

合
い
な
が
ら
問
題
演
習
を
行
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　
長
岡
先
生
は
、
生
徒
の
思
考
力
や
表
現
力
を
伸
ば
そ

う
と
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
両
立
を
重
視

す
る
。
そ
の
た
め
、
授
業
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
に
重
点
を

置
く
パ
ー
ト
と
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
重
点
を
置
く
パ
ー

ト
の
２
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の
15
分
間
は
イ

ン
プ
ッ
ト
の
パ
ー
ト
と
し
て
、
長
岡
先
生
が
既
習
事
項

の
振
り
返
り
と
、
本
時
の
学
習
内
容
に
関
す
る
例
題
の

解
説
を
、
生
徒
へ
の
問
い
か
け
を
交
え
な
が
ら
行
う
。

　「
数
学
に
苦
手
意
識
が
あ
る
生
徒
こ
そ
、
授
業
で
堂
々

と
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
う

し
た
生
徒
を
中
心
に
指
名
し
、
答
え
が
間
違
っ
て
い
て

も
否
定
せ
ず
、
指
名
す
る
生
徒
を
変
え
な
が
ら
﹃
な
ぜ

か
﹄
を
粘
り
強
く
聞
い
て
い
ま
す
。
生
徒
は
、
自
分
の

考
え
を
整
理
し
て
述
べ
よ
う
と
す
る
中
で
、
学
び
を
深

め
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

　
残
り
の
35
分
間
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
パ
ー
ト
で
あ
り
、

生
徒
同
士
が
学
び
合
い
な
が
ら
演
習
問
題
に
取
り
組

む
。
今
回
の
授
業
で
は
、
初
め
は
、
自
分
１
人
で
、
ま

た
は
前
後
・
左
右
の
席
の
人
と
相
談
し
な
が
ら
問
題
を

解
い
て
い
た
が
、
解
き
終
え
た
生
徒
が
席
を
立
ち
、
手

が
止
ま
っ
て
い
る
生
徒
に
解
法
を
説
明
し
始
め
た
。
そ

こ
に
、
別
の
生
徒
が
加
わ
っ
て
い
き
、
学
び
の
輪
が
教

室
全
体
へ
と
徐
々
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　「
説
明
す
る
側
の
生
徒
は
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
分
か
り

や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
考
え
て
説
明
す
る
こ
と
で
、

表
現
力
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
自
分
自
身
の
理
解
も
深

ま
っ
て
い
き
ま
す
。
質
問
す
る
側
の
生
徒
は
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
が
相
手
で
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
自
分
の
疑
問
を

言
え
ま
す
。
そ
う
し
て
、
考
え
が
整
理
さ
れ
、
解
法
が

腑
に
落
ち
て
い
く
よ
う
で
す
」

　
問
題
演
習
は
、
２
回
行
う
。
１
回
目
は
、
教
科
書
に

あ
る
練
習
問
題
だ
。
長
岡
先
生
が
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

解
答
を
採
点
し
た
後
、
全
体
に
向
け
て
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
を
解
説
す
る
時
間
も
設
け
て
い
る
。
２
回
目
は
、
長

13:35 13:25問題演習１（練習問題） 本時の学習内容の解説

教科書の練習問題に取り組む。生徒は教室内を移動して、ク
ラスメートと相談しながら考え、解き終えたら教壇にいる長岡
先生に答案を見せて採点をしてもらう。３分の２ほどの生徒が
解き終えた段階で、長岡先生は全体に向けた解説を行った。
生徒を指名し、考え方や答えを引き出しながら、課題があれ
ば理由とともに示した。

長岡先生が「対数関数・指数関数の微分法」の例題の解法を
解説。生徒が解法の本質を理解して、応用できるよう、解法
一つひとつについて、なぜそのような解法になるのかを問い
かけながら説明した。また、生徒の数学への関心を高めるた
め、「ネイピア数の意味」「オイラーの方程式の数学的な美しさ」
といった発展的な内容にも触れた。

「
な
ぜ
か
」
を
粘
り
強
く
問
い
か
け
、

考
え
な
が
ら
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
せ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

発
展
問
題
に
皆
で
協
力
し
な
が
ら
も

自
力
で
取
り
組
ま
せ
、
応
用
力
を
育
む
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岡
先
生
の
自
作
プ
リ
ン
ト
に
よ
る
発
展
問
題
に
取
り
組

む
。
生
徒
が
取
り
組
ん
で
い
る
間
、
長
岡
先
生
は
机
間

巡
視
し
、
生
徒
た
ち
に
考
え
方
の
ヒ
ン
ト
を
出
し
た
り
、

苦
戦
し
て
い
る
生
徒
を
励
ま
し
た
り
す
る
。
問
題
を
解

き
終
え
た
生
徒
は
、
黒
板
に
貼
ら
れ
て
い
る
正
解
が
書

か
れ
た
紙
を
見
て
、
自
己
採
点
を
行
う
。

　「
練
習
問
題
で
は
、
ど
の
生
徒
に
も
基
礎
事
項
が
し
っ

か
り
定
着
す
る
よ
う
、
私
が
指
導
す
る
場
を
多
く
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
発
展
問
題
で
は
、
前
半
で
学
ん
だ
基

礎
事
項
を
活
用
し
て
、
生
徒
同
士
が
話
し
合
い
な
が
ら

も
自
力
で
取
り
組
む
こ
と
を
重
視
し
、
私
は
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
に
徹
し
て
い
ま
す
」

　
そ
う
し
た
授
業
ス
タ
イ
ル
に
し
た
当
初
は
、
生
徒
が

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
質
問
し
や
す
い
雰
囲
気
に
す
る

た
め
、「
授
業
は
学
ぶ
た
め
に
あ
る
。
問
題
が
解
け
な
い

の
は
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
繰
り
返
し
呼

び
か
け
、
問
題
を
早
く
解
き
終
え
た
生
徒
に
は
、
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
の
相
談
に
乗
る
よ
う
声
を
か
け
た
。
す
る
と

次
第
に
、
学
び
合
い
が
活
性
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
数
学
を
「
公
式
や
解
法
を
暗
記
す
る
教
科
」

と
思
っ
て
い
る
生
徒
が
少
な
く
な
か
っ
た
た
め
、
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
の
重
要
性
を
意
識
さ
せ
る
必
要
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
長
岡
先
生
は
、「
知
識
・
技
能
を
自
分
の
も

の
に
す
る
た
め
に
は
、
他
者
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
何
度
も
伝
え
た
。
解
説
す

る
際
、
長
岡
先
生
が
生
徒
へ
の
問
い
か
け
を
重
視
し
て

い
る
の
も
、
そ
う
し
た
課
題
意
識
か
ら
だ
。
ほ
か
に
も
、

生
徒
が
自
分
で
考
え
、
表
現
す
る
授
業
に
な
る
よ
う
、

「
教
え
す
ぎ
な
い
」
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。

　「
生
徒
が
学
び
を
深
め
る
た
め
に
は
、
考
え
る
面
白

さ
に
気
づ
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
学
び
合
い
を

始
め
た
当
初
は
、
私
が
生
徒
の
輪
の
中
に
入
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
役
割
は
、
生
徒
の
考
え
を
整
理

し
た
り
、
活
性
化
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
私
が
解
説

し
た
方
が
授
業
は
早
く
進
む
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
生

徒
を
信
じ
て
待
つ
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

　
授
業
の
成
果
は
生
徒
の
姿
に
表
れ
て
い
る
。
以
前
は
、

「
ど
こ
が
分
か
ら
な
い
の
か
が
分
か
ら
な
い
」
と
言
っ
て

問
題
を
解
く
の
を
止
め
て
し
ま
う
生
徒
が
い
た
が
、
今

で
は
、疑
問
点
を
ま
と
め
、自
ら
質
問
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
教
え
る
側
の
生
徒
も
、
相
手
の
理
解
状
況
を
踏
ま

え
て
分
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。
学
校
行
事
で
ク
ラ
ス
の
決
め
事
を
話
し
合
う
時
も
、

自
分
の
意
見
を
ま
と
め
、
発
言
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
定
期
考
査
や
模
擬
試
験
の
成
績
も

上
昇
し
て
お
り
、
長
岡
先
生
は
こ
の
授
業
ス
タ
イ
ル
に

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　「
学
び
合
い
が
定
着
し
た
こ
と
で
、
私
が
生
徒
全
員

14:05

生徒は、「自己評価シート」に２つの問題演習における自分の
頑張りを10点満点で評価。シートは長岡先生に提出し、先
生が点数を集計。授業終了後、生徒同士の刺激になるよう、
クラス全員の自己評価をタブレット端末で見られるようにす
る。自己評価の低い生徒が多かった単元・分野は、次回の授
業でもう一度解説する。

13:55

次に、プリントにある発展的な問題に取り組んだ。ここでも、
生徒は教室内を歩き回り、相談しながら解答を作成。長岡先
生は机間巡視しながら、生徒からの質問に対してヒントを示
したり、定着に課題が見られる生徒に個別指導を行ったりし
た。解答は黒板に貼ってあり、生徒はそれをタブレット端末
で撮影し、その画像を見ながら自己採点を行った。

自己評価 問題演習２（発展問題）

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
へ
の
意
識
づ
け
を
重
ね
、

思
考
・
表
現
へ
の
意
欲
を
引
き
出
す

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

さ
ら
に
実
り
あ
る
学
び
合
い
を
目
指
し
、

イ
ン
プ
ッ
ト
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

成
果
と
課
題

24 Oc tober  2018



に
向
け
て
解
説
を
す
る
時
間
が
大
幅
に
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
そ
の
分
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
目
が
行
き
届
く

よ
う
に
な
り
、
各
生
徒
の
課
題
に
応
じ
た
声
か
け
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
今
後
は
、
生
徒
が
自
分
の
考
え
の
根
拠
を
よ
り
明
確

に
示
し
、
今
ま
で
以
上
に
実
り
あ
る
学
び
合
い
が
で
き

る
よ
う
、
イ
ン
プ
ッ
ト
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
、

長
岡
先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
の
学
力
が
上
が
っ
て
い
る
今
、
基
礎
・
基
本
の

定
着
に
よ
り
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
身
に
つ
け
さ
せ

る
知
識
・
技
能
の
水
準
を
上
げ
る
必
要
性
も
感
じ
て
い

ま
す
。
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
両
立
さ
せ
た
指
導
を
、
今
後
も
追
究
し
て
い
き
ま
す
」

佐
々
木
海み

七な

斗と

さ
ん

　長
岡
先
生
の
授

業
に
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
皆
に
相

談
し
や
す
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
納

得
が
い
く
ま
で
質
問
し
て
い
く
と
、
自
分
が
何
が
分
か

ら
な
い
の
か
が
明
確
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
自
己
評
価

シ
ー
ト
」
で
も
、
自
分
の
課
題
を
把
握
で
き
ま
し
た
。

そ
う
し
て
、
必
要
な
対
策
が
見
え
て
き
た
こ
と
で
、
数

学
の
成
績
が
上
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

野
尻
悠
貴
さ
ん

　長
岡
先
生
の
授
業
で

は
、「
な
ぜ
か
」
を
問
わ
れ
る
場
面
が
多

く
、
身
に
つ
け
た
知
識
・
技
能
を
組
み

合
わ
せ
、
論
理
的
に
考
え
る
習
慣
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
説
明
す
る
こ
と
で
、
理
解
が

よ
り
深
ま
っ
て
い
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
以
前
は
数
学
が
苦
手
で
し
た
が
、
今
で
は
応
用
問

題
も
解
け
る
ほ
ど
得
意
に
な
り
ま
し
た
。

単元の指導計画

【教科・科目】数学・数学Ⅲ 　【分野・単元】微分第２節（いろいろな関数の導関数）　【テーマ・作品】三角関数・指数・対数関数・高次の導関数
【設定時数】全６時間の中の５時間目　【単元目標】 いろいろな関数の微分計算ができるようになる。

時
数 学習内容 身につけさせたい資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１ 三角関数の
導関数

微分法についての理解を深めるとともに、その有用性を認
識し、事象の考察に活用できるようにする。
①三角関数の和と積の変換公式の確認。【知識、技能】
②三角関数の導関数の演習を通して、数学的な見方・考え
方を習得する。【思考力、表現力】　
③問題演習に学び合いを通して取り組み、他者と問題解決
する力を養う。【主体性、協働性】

①前時の復習
②学習内容の
　説明
③問題演習
　（練習問題、
　教師採点）
④問題演習
　（発展問題、
　自己採点）
⑤自己評価

【主体的な学び】教科書の例題と練
習問題を通して問題演習を行う。

【対話的な学び】解答が終わった生
徒は教師役となり、解き終えていな
い生徒に教える。分からない生徒は、
教師役の生徒に聞きに行く。クラス
メートの解答を共有・検討する場を
つくる。

【深い学び】教える・教わるという言
語活動を中心とした学びによって考え
を整理する。声かけ・発問等。

発表・演習
プリント

自己評価
シート

2 三角関数の
導関数 微分法についての理解を深めるとともに、その有用性を認

識し、事象の考察に活用できるようにする。
①三角関数の導関数の確認（導き方）。【知識、技能】　
②三角関数の導関数の演習を通して、数学的な見方・考え
方を習得する。【思考力、表現力】　
③問題演習に学び合いを通して取り組み、他者と問題解決
する力を養う。【主体性、協働性】3 三角関数の

導関数

4

対数関数・
指数関数の
微分法

ネイピア数
e の確認

微分法についての理解を深めるとともに、その有用性を認
識し、事象の考察に活用できるようにする。
①対数関数の導関数を求めることができる。【知識、技能】
②対数関数の導関数の演習を通して、数学的な見方・考え
方を習得する。【思考力、表現力】　
③問題演習に学び合いを通して取り組み、他者と問題解決
する力を養う。【主体性、協働性】

５
対数関数・
指数関数の
微分法

微分法についての理解を深めるとともに、その有用性を認
識し、事象の考察に活用できるようにする。
①指数関数の導関数を求めることができる。【知識、技能】
②指数関数の導関数の演習を通して、数学的な見方・考え
方を習得する。【思考力、表現力】　
③問題演習に学び合いを通して取り組み、他者と問題解決
する力を養う。【主体性、協働性】

※ほかの時間も「授業の流れ」「教師
の配慮」「評価方法」は同様

６ 高次導関数

微分法についての理解を深めるとともに、その有用性を認
識し、事象の考察に活用できるようにする。
①高次導関数を求めることができる。【知識、技能】
②高次導関数の演習を通して、数学的な見方・考え方を習
得する。【思考力、表現力】　
③問題演習に学び合いを通して取り組み、他者と問題解決
する力を養う。【主体性、協働性】

＊長岡先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成

生
徒
の
声
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片
岡
巧
先
生
は
、
前
任
校
で
自
身
の
授
業
を
大
き
く

見
直
し
、
現
在
の
授
業
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
、
歴
史
的
事
象
が
生
じ
た
背
景
や
因
果
関
係
を
、

関
連
す
る
人
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、

詳
し
く
解
説
す
る
授
業
だ
っ
た
。
生
徒
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
、授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も「
授
業
が
分
か
り
や
す
い
」

広島県立加計高校
◎旧制広島県立加計実業学校として開校。校
訓は「誠実・自主・気

き

魄
はく

」。自らの夢や目標の
実現に向けて努力し、地域社会を支える人材
の育成を目指している。生徒の課題発見・解
決力の向上を重視し、学校設定科目「探究活
動の時間」では、１～３年生が協働して菌類や
農業といった様々なテーマについて研究する。
◎設立　1928（昭和３）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 35人
◎ 2018 年度進路実績（現役のみ）
国公立大は、岡山大、広島大、島根県立大に
６人が合格。私立大は、広島経済大、広島工
業大、広島文化学園大、広島文教女子大に延
べ５人が合格。専門学校進学13人。就職９人。
◎ URL

広島県立加
か

計
け

高校
片岡　巧　かたおか・たくみ　

教職歴 11 年。同校に赴任して４年目。
進路指導主事。地理歴史・公民科担当。
初任の時からアクティブ・ラーニングの視点を
取り入れた授業を試行錯誤してきた。http://www.kake-h.hiroshima-c.ed.jp

11:45 導入 授業
ハイライト

「
な
ぜ
か
」
を
絶
え
ず
問
い
か
け
、

学
び
合
わ
せ
る
授
業
で
、

生
徒
の
論
理
的
思
考
力
を
高
め
る

授業の冒頭で、片岡先生が満州事変後の大まかな時代の
流れ、重要な人物や用語などを説明した。生徒に「円安と
円高、輸出に有利なのはどっちかな？」など、授業内容に
関連した発問を繰り返しながら、先生自作のプリントの重
要ポイントに下線を引くよう指示。重要度が一目で分かる
よう、「非常に大切」を赤色、「大切」を青色で統一している。

●
３
年
生﹁
日
本
史
Ｂ
﹂で
、１
９
３
０
年
代
に
お
け
る
﹁
軍

部
の
台
頭
﹂
を
学
ぶ
全
２
時
間
の
う
ち
の
２
時
間
目
。
日
本

が
恐
慌
か
ら
脱
出
で
き
た
理
由
に
関
す
る
演
習
問
題
に
、
教

室
内
を
自
由
に
移
動
し
、
生
徒
同
士
で
話
し
合
い
な
が
ら
取

り
組
ん
だ
。︵
P. 

29
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
︶

日本史

実践

生
徒
の
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
場
を
充
実

片
岡
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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と
い
っ
た
感
想
が
目
立
っ
た
が
、
模
擬
試
験
な
ど
の
論

述
問
題
で
は
成
績
が
伸
び
悩
ん
で
い
た
。

　「
教
師
が
学
習
内
容
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
だ

け
で
は
、
思
考
力
は
育
た
な
い
の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
話
し
合
い
で
は
、
私

は
生
徒
の
出
す
答
え
が
正
し
い
か
ど
う
か
ば
か
り
を
気

に
し
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
知
識
を
定
着
さ
せ
る

た
め
に
も
、
生
徒
の
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
を
も
っ
と
大
切

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
、
教
師
が
解
説
す
る
の
は
重
要
ポ
イ
ン
ト
の

み
と
し
、
問
題
演
習
な
ど
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
そ
の
振

り
返
り
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
、
生
徒

同
士
の
話
し
合
い
で
は
、
結
論
と
と
も
に
そ
の
理
由
も

述
べ
る
よ
う
に
さ
せ
た
。現
在
実
践
し
て
い
る「
生
徒
に

考
え
さ
せ
る
」
こ
と
を
重
視
し
た
授
業
ス
タ
イ
ル
は
、

そ
う
し
た
試
み
の
中
で
形
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
思
考
力
を
育
む
た
め
に
授
業
で
重
視
し
て
い
る
の

が
、「
学
習
の
見
通
し
を
立
て
る
」
こ
と
だ
。
授
業
の
導

入
部
で
は
、
関
連
す
る
既
習
内
容
に
つ
い
て
の
発
問
を

交
え
な
が
ら
、
本
時
の
学
習
内
容
の
概
要
を
伝
え
て
い

る
。
今
回
の
授
業
で
は
、
本
時
で
扱
う
教
科
書
や
資
料

集
の
内
容
を
整
理
・
要
約
し
た
片
岡
先
生
自
作
の
プ
リ

ン
ト
を
配
布
。
そ
れ
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
写
し
て
、
片

岡
先
生
が
重
要
な
人
物
・
事
件
・
語
句
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
、
そ
れ
ら
に
下
線
を
引
く
よ
う
指
示
を
し
た
。

　「
生
徒
が
学
習
内
容
の
全
体
像
を
把
握
で
き
る
よ
う
、

最
初
に
時
代
の
大
ま
か
な
流
れ
を
追
わ
せ
て
い
ま
す
。

下
線
を
引
く
こ
と
で
、
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
化
し
、

生
徒
が
考
え
を
深
め
て
い
く
際
の
手
が
か
り
と
す
る
ね

ら
い
も
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
そ
れ
が
重
要
ポ
イ
ン
ト
な
の

か
は
生
徒
自
身
に
考
え
さ
せ
る
た
め
、
解
説
を
詳
し
く

し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
ま
す
」

　
全
体
像
を
把
握
さ
せ
た
後
は
問
題
演
習
と
し
、
生
徒

は
教
室
を
自
由
に
移
動
し
て
学
び
合
う
。
１
９
３
０
年

代
の
軍
部
の
台
頭
を
扱
っ
た
今
回
の
授
業
で
は
、
３
種

類
の
問
題
を
示
し
た
。
１
つ
め
は
基
礎
課
題
で
、
教
科

書
の
グ
ラ
フ
を
読
ん
で
数
値
を
抜
き
書
き
し
、
産
業
構

造
が
変
化
し
た
こ
と
を
読
み
取
る
。
片
岡
先
生
は
教
室

を
回
り
な
が
ら
、「
日
本
の
産
業
構
造
の
中
で
、
重
化

学
工
業
の
占
め
る
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
？
」
な
ど
、

考
え
る
ヒ
ン
ト
を
出
し
た
。
２
つ
め
は
標
準
課
題
で
、

基
礎
事
項
を
確
認
す
る
た
め
の
空
所
補
充
問
題
だ
。
問
題

を
解
き
終
え
た
生
徒
は
、
教
室
の
後
ろ
に
置
い
て
あ
る

解
答・解
説
の
プ
リ
ン
ト
を
取
り
、自
己
採
点
を
行
っ
た
。

　
そ
し
て
、
３
つ
め
は
、
発
展
的
な
内
容
の
正
誤
判
定

問
題
だ
。
片
岡
先
生
は
、全
体
に
向
け
て「
重
要
な
の
は
、

問
題
に
正
解
す
る
よ
り
も
、
答
え
の
根
拠
を
考
え
る
こ

と
だ
よ
」
と
繰
り
返
し
呼
び
か
け
、「
考
え
る
」
こ
と
へ

の
意
識
づ
け
を
重
ね
た
。
そ
し
て
、
答
え
合
わ
せ
で
は
、

生
徒
に
発
問
し
な
が
ら
、
歴
史
的
事
象
の
背
景
や
因
果

12: 15 11:55問題演習② 問題演習①

次に、発展問題となる正誤判定問題のプリントに、生徒同士
で学び合いながら取り組んだ。片岡先生は机間巡視しながら、
苦戦している生徒に「向こうに分かっている人がいたよ」な
どと声をかけて、学び合いを促した。また、「断行」という言
葉を「断る」という意味だと勘違いしている生徒がいたため、
「断行とは、実行することだよ」と全体に説明した。

問題集の空所補充問題に、生徒各自で取り組んだ。問題に目
を通し、まずは自分で考えて解答した後、教室を自由に移動し、
生徒同士で学び合った。片岡先生は、全体に向けて「意味が
分からない言葉があれば、用語集でチェックしよう」などと、
アドバイスをした。制限時間の15 分が経つと、片岡先生は、
いったん手を止めさせ、生徒に自己採点をさせた。

考
え
を
深
め
る
た
め
の
手
が
か
り
に
す
る

よ
う
、
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
最
初
に
示
す

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

生
徒
に
歴
史
的
事
象
の
背
景
を
考
え
さ
せ
た
後
、

発
問
を
交
え
な
が
ら
詳
し
く
解
説
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関
係
を
詳
し
く
解
説
し
て
い
っ
た
。

　「
基
礎
的
な
問
題
演
習
は
、
生
徒
自
身
が
知
識
を
確

認
す
る
場
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
た
め
、
自
己
採
点

を
さ
せ
て
い
ま
す
。
一
方
、
発
展
的
な
問
題
で
は
、
生

徒
が
考
え
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、﹃
な
ぜ
か
﹄
を
問
い
か

け
な
が
ら
、
私
が
解
説
し
ま
す
」

　
解
説
の
時
も
、
生
徒
同
士
で
相
談
し
て
先
生
の
問
い

か
け
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
、
生
徒
は
自
分
の
席
に
は
戻

ら
な
く
て
も
よ
い
と
し
て
い
る
。
政
治
・
経
済
・
外
交
・

軍
事
と
い
っ
た
様
々
な
観
点
を
総
合
し
て
考
え
て
ほ
し

い
場
合
は
、
発
展
的
な
問
題
と
し
て
、「
伊
藤
博
文
の

暗
殺
は
、
ア
ジ
ア
の
歴
史
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味

を
持
つ
の
か
」
と
い
っ
た
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い

を
出
し
、
生
徒
と
の
や
り
取
り
を
丁
寧
に
行
う
。

　
現
在
は
積
極
的
に
学
び
合
う
生
徒
た
ち
だ
が
、
片
岡

先
生
の
赴
任
当
初
は
、
学
習
意
欲
に
課
題
が
あ
る
生
徒

も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
片
岡
先
生
の
問
い
か

け
を
生
徒
が
ペ
ア
で
話
し
合
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、徐
々

に
学
び
合
い
の
輪
を
教
室
全
体
へ
と
広
げ
て
い
っ
た
。

　「
答
え
が
間
違
っ
て
い
た
と
し
て
も
、発
想
や
着
眼
点
、

論
理
性
な
ど
、
何
か
よ
い
と
こ
ろ
を
必
ず
見
つ
け
、
褒

め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
生
徒
の
意
識
を
学
び
に
向
か

わ
せ
る
た
め
に
は
、
自
分
の
考
え
が
他
者
に
認
め
ら
れ

た
り
、
受
け
入
れ
ら
れ
た
り
す
る
環
境
が
不
可
欠
で
あ

り
、
教
師
に
は
そ
う
し
た
場
を
整
え
る
責
任
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
さ
ら

に
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
発
展
的
な
内
容
の
発
問
も
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
あ
ま
り
親
し
く
な
い
生
徒
同
士
で
も
学
び
合
い
を
し

や
す
く
な
る
よ
う
な
工
夫
も
行
う
。
そ
の
１
つ
が
、
学

び
合
う
相
手
を
代
え
る
「
シ
ャ
ッ
フ
ル
タ
イ
ム
」
だ
。

今
回
の
授
業
で
も
、
２
つ
め
の
問
題
演
習
の
時
間
に
、

シ
ャ
ッ
フ
ル
タ
イ
ム
を
２
回
行
っ
た
。
ほ
か
に
、「
１
回

の
授
業
で
、
男
子
・
女
子
２
人
ず
つ
の
計
４
人
以
上
と

学
び
合
う
」
と
い
っ
た
ル
ー
ル
を
設
定
し
て
い
る
。

　「
学
び
合
い
の
最
大
の
よ
さ
は
、
様
々
な
人
に
質
問
し

な
が
ら
、
分
か
ら
な
い
問
題
を
じ
っ
く
り
考
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
生
徒
同
士
が
活
発
に
動

け
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
教
師
が
介
入
す
る
部
分

も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　「
考
え
さ
せ
る
」
授
業
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
学
習
意
欲

は
向
上
し
て
い
る
。
休
み
時
間
な
ど
に
自
主
的
に
学
び

合
う
生
徒
も
少
な
く
な
い
。
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り

持
ち
、
そ
れ
を
表
現
で
き
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
こ
と

も
、
大
き
な
成
果
だ
。

　「
定
期
考
査
で
は
、
毎
回
１
５
０
～
２
０
０
字
の
論
述

問
題
を
出
し
ま
す
が
、
ど
の
生
徒
も
何
か
し
ら
解
答
を

書
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
よ
う
と

12:34

最後に各自で自己評価を行った。今回の授業では、①今回の
授業の内容を理解できた、②今回の課題について自分で調べ、
考えた、③今回の課題について他の人と協力して取り組んだ、
という３つの観点から振り返り、４段階で評価した。授業の
形態によっては、プレゼンテーションについての観点を追加
するという。

12:28

発展問題の答え合わせは、クラス全体で行った。片岡先生が
生徒４～５人を指名し、答えとその根拠を問うとともに、「日
本はなぜ金本位制に復帰したのかな？」「金の輸出を禁止する
ことによって得られるメリットは？」といった発問もし、生
徒がより深く考えられるようにしていた。その後、片岡先生が、
金の輸出解禁から金輸出再禁止に至る背景などを解説した。

授業の自己評価 問題演習②の答え合わせ

答
え
の
よ
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
褒
め
、

生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

生
徒
の
思
考
力
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、

基
礎
事
項
の
定
着
に
力
を
入
れ
る

成
果
と
課
題
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す
る
姿
勢
は
着
実
に
身
に
つ
い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

　
今
後
は
、
自
分
の
考
え
を
よ
り
正
確
に
伝
え
ら
れ
る

よ
う
、基
礎
的・基
本
的
学
力
の
確
実
な
定
着
も
目
指
す
。

　「
言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
と
、
教
科
書
や
問
題

文
の
記
述
を
正
確
に
把
握
で
き
ず
、
理
解
が
止
ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
語
彙
力
の
育
成
も
今
後
の

課
題
の
１
つ
で
す
。
思
考
力
を
伸
ば
す
指
導
と
知
識
を

増
や
す
指
導
の
両
方
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
の

学
習
意
欲
を
よ
り
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

う
し
て
、
シ
ャ
ッ
フ
ル
タ
イ
ム
が
な
く
て
も
、
誰
と
で

も
活
発
に
学
び
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」

村
松
航こ
う

也や

さ
ん

　歴
史
は
暗
記
科
目
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
思
い

込
み
だ
っ
た
と
、
片
岡
先
生
の
授
業
で

気
づ
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
、
事
件
や
出
来
事
が
起
き
た
要
因
を
考
え
て
い

る
と
、
学
習
内
容
が
自
然
と
頭
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

授
業
で
「
な
ぜ
？
」
と
向
き
合
う
中
で
、
仮
説
を
立
て

て
確
か
め
る
と
い
う
習
慣
も
身
に
つ
き
ま
し
た
。

齊さ
い
と
う藤

涼す
ず

奈な

さ
ん

　片
岡
先
生
の
授
業
で

実
感
し
た
の
は
、
他
者
に
説
明
す
る
難

し
さ
で
す
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
納
得
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
詳
し
い
説
明
が
で
き
る
よ
う
、
教

科
書
や
資
料
集
を
何
度
も
読
み
返
し
ま
す
。
そ
う
し
た

中
で
、
自
分
の
理
解
も
深
ま
っ
た
た
め
か
、
以
前
は
な

か
っ
た
「
な
ぜ
？
」
と
思
う
こ
と
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

新
た
な
疑
問
を
解
消
す
る
た
め
、
自
分
で
学
ぼ
う
と
い

う
気
持
ち
も
強
く
な
り
ま
し
た
。

単元の指導計画

【教科・科目】地理歴史・日本史 B 　【分野・単元】軍部の台頭　【テーマ・作品】恐慌からの脱出と転向の時代　【設定時数】全２時間の中の２時
間目　【単元目標】 •満州事変から国際連盟の脱退に至る日本の対外政策について、五・一五事件などの国内の状況も踏まえて考察できる。
• 管理通貨制度への移行、新興財閥の台頭、思想的転向や学問への弾圧などを踏まえ、軍部の政治関与が増大した過程を考察できる。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

満州事変、
政 党 内 閣
の 崩 壊 と
国 際 連 盟
か ら の 脱
退、 転 向
の時代、
二・二六事
件

①「満蒙」の地域的広が
りを地図から読み取って
いる。【技能】
②柳条湖事件以後の満州
事変～満州国建国に至る
経過を理解している。【知
識】
③満州事変・満州国建国
とそれに続く国家改造運
動・テロ事件が日本の政
治・社会や国際関係をど
のように変えていったの
かを考察し、説明できる。

【思考力、表現力】
④本時の課題について見
通しを持ち、他者と協働
してよりよい解答や表現
を得ようとしている。【主
体性、協働性】

①前時の復習と本時の予定と達成目標（活
動のミッション）の提示（５分）

②授業プリントを使用して重要語句を把握
させる（ICT でプリントを提示、生徒は基
本的な歴史語句を２色のマーカーで重要
度に応じて色分け）（10 分）

③標準課題について、各自で問題内容の把
握（３分）※何が問われ、何の教材を用
いれば解答できるかを考える（見通しを
立てる）

④標準課題の解答（15 分）※学び合い活動
（移動自由）

⑤標準課題の答え合わせ（３分）　※個人
ワーク

⑥発展課題（センター試験過去問プリント）
の解答（５分）　※短文の正誤判定、誤文
の理由を論述、学び合い活動（移動自由）

⑦発展課題の答え合わせ（６分）　※発表
⑧本時の振り返り（３分）

【主体的な学び】
• 本時に取り組む課題の範囲と達成目標を量

的・質的に示し、学習の見通しを立てさせる。
（例：ミッション「全員が●●を解き切る」、
▲人以上の人に教える・教えてもらうなど）

• 学習活動ごとに活動時間を示し（口頭、スク
リーンへの表示で）、時間感覚を持たせる。

• 授業中の発言、活動の様子を態度点として成
績に加味することを明らかにする。　

• 生徒の学習へのモチベーションを高めるた
め、小さな変化や成長について褒め、認め、
寄り添いつつ、学習を促す。　

• 授業の終わりに課題の自己採点と自己評価を
行い、授業前後の変容などの自己分析を行う。

【対話的な学び】

• 課題
（問題集、
過去問題
プリント
等）

2 恐慌から
の脱出

①高橋財政の結果、産業
構造が重化学工業中心に
変化したことをグラフか
ら読み取っている。【技
能】
②高橋財政後の日本経済
の成長・拡大を理解して
いる。【知識】
③高橋財政が日本の経
済・社会や国際関係をど
のように変えていったの
かを考察し、説明できる。

【思考力、表現力】
④本時の課題について見
通しを持ち、他者と協働
してよりよい解答や表現
を得ようとしている。【主
体性、協働性】

①前時の復習と本時の予定と達成目標（活
動のミッション）の提示（４分）

②授業プリントを使用して重要語句を把握
させる（ICT でプリントを提示、生徒は基
本的な歴史語句を２色のマーカーで重要
度に応じて色分け）（10 分）

③教科書のグラフを見て、基礎課題（プリ
ント）に取り組む（５分）

④標準課題について、各自で問題内容の把
握（２分）　※何が問われ、何の教材を用
いれば解答できるかを考える（見通しを
立てる）

⑤標準課題の解答（15 分）　※学び合い活
動（移動自由）

⑥標準課題の答え合わせ（３分）　※個人
ワーク

⑦発展課題（センター試験過去問プリント）
の解答（５分）　※短文の正誤判定、誤文
の理由を論述、学び合い活動（移動自由）

⑧発展課題の答え合わせ（４分）　※発表
⑨本時の振り返り（２分）

• 本時に取り組む課題の達成目標、活動の態様
を量的・質的に示し、対話的活動を促す。（例：
ミッション「全員が●●を解き切る」、性別
や普段の人間関係を超えてかかわる、▲人以
上の人に教える・教えてもらうなど）　

• 授業中の発言、活動の様子を態度点として成
績に加味すること、特に、積極的、行動的に
他者に働きかける生徒に加点をすることな
どを明らかにする。

• 適宜、机間巡視を行い、他者との対話・協働
を促す。

【深い学び】
• 教科書の記述、授業プリントなどの資料、用

語集の解説などを適宜組み合わせたり、照ら
し合わせたりしながら、考察し、表現するよ
う注意する。

• 対話的、協働的活動を通して、自分と他者の
考えを比較したり、組み合わせたりしながら
よりよい結果を求めるよう促す。

※１時間目も「教師の配慮」「評価方法」は同様

• 活動の
　観察

• 発表

• 自己
　評価

＊片岡先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

生
徒
の
声
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　北
海
道
浦う

ら
か
わ河
高
校
は
、
道
央
の
日
高
地
方
に
あ
る

浦
河
町
の
中
心
部
に
位
置
す
る
町
内
唯
一
の
高
校
だ
。

２
０
１
２
年
度
、隣
町
の
商
業
科
を
有
し
た
様さ

ま

似に

高
校

と
統
合
・
再
編
し
、総
合
学
科
を
擁
す
る
高
校
と
な
っ
た
。

そ
う
し
た
同
校
が
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
（
以
下
、

国
教
研
）
の
指
定
を
受
け
て
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

（
以
下
、
総
合
学
習
）
の
改
革
に
着
手
し
た
の
は
、
16

年
度
の
こ
と
。
そ
れ
ま
で
の
総
合
学
習
は
、
職
業
・
学

問
調
べ
や
社
会
人
講
話
な
ど
の
進
路
学
習
が
中
心
で
あ

り
、
探
究
学
習
の
要
素
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
だ
っ
た
。

　生
徒
の
気
質
に
も
課
題
が
見
ら
れ
た
。
改
革
を
中
心

と
な
っ
て
進
め
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
部
長
の

町立浦河実践女学校として開
校。校訓は「自主・敬愛・努力」。
1948年度、男女共学・現校名と
なり、2012年度、総合学科に再
編。人文科学・自然科学・情報
ビジネス・健康生活・地域文化
の５系列を有する。

設立 １９３２（昭和７）年

形態 全日制・単位制／総合学科／共学

生徒数 １学年約１６０人

２０１８年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、小樽商科大、北
海道教育大、弘前大、群馬大、信州大、金沢大、釧路公立大、札幌
市立大に16人が合格。私立大は、札幌大、千歳リハビリテーション大、
天使大、日本赤十字北海道看護大、北海学園大、大東文化大、文教
大などに延べ 21 人が合格。

住所 〒０５７ー０００６　北海道浦河郡浦河町東町かしわ 1-5-1

電話 ０１４６ー２２ー３０４１

Web site  http://www.urakawa.hokkaido-c.ed.jp/

No.249

P R O F I L E

一
歩
前
に
踏
み
出
す
勇
気
を

生
徒
た
ち
に
与
え
た
い

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」を

教
科
学
習
と
関
連
づ
け
、

課
題
研
究
を
学
び
の
総
括
点
に

北
海
道
浦う

ら
か
わ河
高
校

探
究
学
習

変革のステップ

•「総合的な学習の時間」が、進路学習中心で、探
究学習の要素が少ないプログラムとなっていた

•生徒の多くが、指示されたことはできるが、自ら考え
行動できるという状態にまでは至っていなかった

•地元就職者も多く、地域を支える人材育成が必要

背景と課題

実践内容

• 課題研究やボランティア活動などを通して、積極的に
学校外で活動する生徒が増えた

• 進路目的が明確になったことで、生徒の中には道外
の国公立大学や医学部を志望するようになった

•課題研究の導入　学校教育目標と育成を目指す資
質・能力を改めて整理。その達成に向け、「産業
社会と人間」と「総合的な学習の時間」を再編し、
教科学習と関連づけた課題研究を推進

•課題研究の推進体制を整備　キャリアガイダンス
部を設置し、課題研究を進める体制を整えた

•ＩＣＴ教育の推進　文部科学省の研究指定を受け、
ＩＣＴを効果的に活用した授業を推進

成果と展望
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１年次　単元配列表　【主体的・対話的で深い学び】図２

１年次の「産業社会と人間」と各教科・科目の関係を明示し
た単元配列表。２・３年次では「総合的な学習の時間」と各
教科の配列表になる。＊学校資料をそのまま掲載。全体は
は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.
benesse.jp/）からダウンロードできます。「HOME →教育情
報→高校向け」でご覧ください。

学校教育目標と必要な資質・能力図１

佐
藤
友
洋
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
生
徒
は
素
直
で
、
教
師
が
指
示
し
た
こ
と
に
き

ち
ん
と
取
り
組
み
ま
す
。
一
方
で
、
自
ら
考
え
、
行

動
す
る
と
い
う
点
に
は
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域

に
は
大
学
や
専
門
学
校
が
な
い
た
め
、
生
徒
は
将
来

像
を
描
き
に
く
い
面
が
あ
り
、
卒
業
後
す
ぐ
就
職
し

て
、
地
域
を
支
え
て
い
く
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
う
し

た
生
徒
た
ち
に
、
目
標
や
課
題
意
識
を
持
っ
て
取
り

組
む
姿
勢
を
育
み
、
社
会
で
役
立
つ
資
質
・
能
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　そ
こ
で
、
総
合
学
習
を
「
学
び
の
総
括
点
」
と
位
置

づ
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
と
思
考
ツ
ー
ル

を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
指
導
を
始
め
た
。
そ
う
し
た
折

に
受
け
た
の
が
研
究
指
定
だ
っ
た
。
同
校
は
「
ワ
ン
・

モ
ア
・
ス
テ
ッ
プ
（
も
う
一
歩
前
に
）」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、主
体
的
に
行
動
で
き
る
生
徒
の
育
成
に

向
け
、
動
き
出
し
た
。

　ま
ず
着
手
し
た
の
が
、
総
合
学
習
の
年
間
計
画
の
立

案
だ
。
１
年
次
は
、
問
い
の
立
て
方
や
思
考
ツ
ー
ル
を

習
得
さ
せ
た
上
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
作
成
さ
せ
、
２
・

３
年
次
で
は
課
題
研
究
に
取
り
組
ま
せ
て
、
そ
の
結
果

を
全
体
に
発
表
さ
せ
る
会
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

　し
か
し
、
課
題
研
究
の
発
表
会
を
視
察
し
た
国
教
研

の
担
当
者
か
ら
、
課
題
研
究
が
調
べ
学
習
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
。「『
産
業
社
会
と
人
間
』
と
の

連
携
な
ど
、
総
合
学
科
の
よ
さ
を
生
か
し
た
進
め
方
に

し
、
学
校
が
一
丸
と
な
っ
て
動
く
た
め
に
は
、
学
校
教

育
目
標
を
見
直
す
べ
き
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
。

　同
校
は
す
ぐ
に
動
い
た
。
当
時
の
校
長
・
教
頭
ら
を

中
心
に
議
論
し
、
校
訓
の
「
自
主
・
敬
愛
・
努
力
」
に

基
づ
き
、
３
つ
の
学
校
教
育
目
標
を
立
て
た
。
そ
し
て
、

各
目
標
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
整
理
し
た
（
図
１
）。

　次
に
、
１
年
次
の
「
産
業
社
会
と
人
間
」
を
総
合
学

習
の
土
台
と
位
置
づ
け
た
上
で
年
間
計
画
を
見
直
し
、

「
単
元
配
列
表
」
を
学
年
ご
と
に
作
成
し
た
（
図
２
）。

そ
れ
は
、
各
教
科
・
科
目
と
単
元
が
、
１
年
次
の
「
産

業
社
会
と
人
間
」、
２
・
３
年
次
の
総
合
学
習
の
ど
の
活

動
と
結
び
つ
く
の
か
を
示
し
た
表
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
に
基
づ
く
教
科
横
断
的
な
教
育

課
程
を
構
築
し
た
。
佐
藤
先
生
は
こ
う
説
明
す
る
。

　「
あ
ら
ゆ
る
教
科
学
習
の
終
着
点
に
課
題
研
究
が

あ
る
こ
と
を
可
視
化
し
よ
う
と
、
教
務
部
を
通
じ
て

各
教
科
担
当
に
作
成
を
依
頼
し
ま
し
た
。
教
科
学
習

と
課
題
研
究
を
関
連
づ
け
る
こ
と
で
、
生
徒
は
授
業

◎【自主】物事をよく見て理解し、自ら考え正しく判
断するとともに、主体的・協働的に探究し行動する
ことができる生徒。
　［必要な資質・能力］①関心・意欲・態度　②知識・
技能　③思考力、判断力、表現力
◎【敬愛】自他の人権や生命を敬い尊重する精神を持
ち、多様性を認め合いよりよい人間関係を形成する
ことができる生徒。
　［必要な資質・能力］④想像力　⑤協働性（対話力）
⑥社会性
◎【努力】望ましい自己表現のために不断に資質・能
力の向上に努め、豊かな地域づくりに参画しようと
する意欲を持つ生徒。
　［必要な資質・能力］⑦達成感、満足感　⑧自己肯
定感、自己有用感　⑨実行力、継続力、体力

＊学校資料を基に編集部で作成。

事
業
に
対
す
る
厳
し
い
指
摘
が

新
た
な
課
題
研
究
へ
の
端
緒
を
開
く

北
海
道
浦
河
高
校

佐
藤
友
洋

　さ
と
う
・
と
も
ひ
ろ

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
キ
ャ

リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
部
長
。「
時
代
の
変
化
に
対
応
し
、

柔
軟
、
か
つ
し
っ
か
り
と
し
た
基
軸
を
持
つ
」

北
海
道
浦
河
高
校
教
頭

羽
石
康
司

　は
ね
い
し
・
や
す
し

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「『
人
を
活

か
し
、
人
に
活
か
さ
れ
、
人
と
粋
る
』
を
心
に
と
め
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
立
で
き
る
人
を
育
む
」

北
海
道
浦
河
高
校
校
長

吉
瀬
献
策

　き
ち
せ
・
け
ん
さ
く

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
校
長

職
は
、
生
徒
と
先
生
の
人
生
を
預
か
る
職
と
心
得
て

力
を
尽
く
す
」

北
海
道
浦
河
高
校

木
村
準
一

　き
む
ら
・
じ
ゅ
ん
い
ち

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
進
路
指

導
部
長
。「
地
域
に
愛
さ
れ
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

人
材
の
芽
を
育
て
る
」
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の
目
的
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
教
師
も
他
教
科
と
の

関
連
を
よ
り
意
識
し
た
授
業
づ
く
り
が
で
き
ま
す
」

　17
年
４
月
に
は
、
主
と
し
て
履
修
指
導
な
ど
を
担
当

し
て
い
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
部
を
、
総
合
学
習
の
企
画
・
運

営
も
行
う
「
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
部
」（
以
下
、
Ｃ

Ｇ
部
）
に
改
組
し
、
す
べ
て
の
分
掌
の
上
位
に
置
い
た
。

　そ
う
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
課
題
研
究
は
、
生
徒
の

生
き
方
や
視
野
を
広
げ
る
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、「
エ

キ
ス
パ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
タ
イ
ム
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

１
年
次
に
探
究
の
基
礎
を
学
び
、
２
年
次
で
世
界
、
３

年
次
で
地
域
の
課
題
に
基
づ
い
た
課
題
研
究
を
行
う
。

　
「
本
校
の
使
命
は
、
地
域
を
担
う
人
材
を
育
て
る

こ
と
で
す
。
世
界
的
な
課
題
を
知
っ
た
上
で
、
地
域

に
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り
、
具
体
的
に
何
を
す
べ

き
か
を
考
え
る
順
番
の
方
が
、
広
い
視
野
か
ら
地
域

に
つ
い
て
深
く
考
え
ら
れ
、
進
路
に
も
直
結
し
や
す

い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
ま
し
た
」（
佐
藤
先
生
）

　１
年
次
で
は
、「
産
業
社
会
と
人
間
」
で
Ｋ
Ｊ
法
や

マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
使
い
方
、
問
い
の
立
て
方
、
調
査
・

発
表
の
方
法
な
ど
、
課
題
研
究
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
。

そ
し
て
、
２
学
期
半
ば
か
ら
、
各
教
科
が
示
し
た
テ
ー

マ
、
例
え
ば
数
学
で
あ
れ
ば
「
黄
金
比
」「
三
平
方
の

定
理
」
な
ど
の
中
か
ら
関
心
の
あ
る
も
の
を
選
択
。
選

ん
だ
教
科
の
担
当
教
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
個
人
で

研
究
を
進
め
、
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
て
発
表
す
る
。

　ク
ラ
ス
発
表
で
は
生
徒
と
担
任
が
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

（
後
述
）
で
評
価
し
、上
位
２
人
を
選
出
。
学
年
発
表
で

さ
ら
に
２
～
３
人
に
絞
り
、
12
月
に
行
う
３
学
年
合
同

の
学
習
成
果
発
表
会
で
発
表
す
る
。
17
年
度
は
、
折
り

紙
の
仕
組
み
を
も
の
づ
く
り
な
ど
に
応
用
す
る
最
新
技

術
に
つ
い
て
研
究
し
た
生
徒
ら
が
、発
表
者
に
選
ば
れ
た
。

　課
題
研
究
の
進
め
方
の
留
意
点
に
つ
い
て
、
佐
藤
先

生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
課
題
研
究
に
つ
い
て
、
生
徒
に
共
通
で
伝
え
た

い
こ
と
は
、
学
年
合
同
で
授
業
を
行
い
、
Ｃ
Ｇ
部
が

説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
活
動
で
教
科
担
当

が
個
別
に
指
導
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
３
日
前
ま

で
に
Ｃ
Ｇ
部
が
指
導
案
を
作
成
し
、
共
有
し
ま
す
。

Ｃ
Ｇ
部
が
一
元
的
に
統
括
す
る
こ
と
で
、
探
究
学
習

の
指
導
に
不
慣
れ
な
先
生
も
進
め
や
す
く
、
共
通
認

識
や
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
」（
佐
藤
先
生
）

　２
年
次
で
は
、
世
界
を
起
点
に
、
課
題
の
中
か
ら
研

究
テ
ー
マ
を
決
め
、
①
問
い
を
立
て
る
、
②
調
査
す
る
、

③
分
析
資
料
を
作
る
、
④
発
表
す
る
の
４
ス
テ
ッ
プ
で

課
題
研
究
に
取
り
組
む
。

　生
徒
は
、「
人
類
の
文
化
」「
自
然
現
象
」「
生
活
や

福
祉
」「
Ｉ
Ｔ
と
ビ
ジ
ネ
ス
」「
地
域
課
題
」
の
中
か
ら

１
つ
を
選
択
。
自
分
が
研
究
し
た
い
テ
ー
マ
を
考
え
、

テ
ー
マ
が
似
て
い
る
生
徒
同
士
で
５
～
６
人
の
グ
ル
ー

プ
を
組
む
。
そ
し
て
、「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
可

能
性
」「
医
療
格
差
に
つ
い
て
」な
ど
、改
め
て
研
究
テ
ー

マ
と
仮
説
を
設
定
し
、
研
究
計
画
書
を
作
成
。
Ｃ
Ｇ
部

が
そ
の
仮
説
の
妥
当
性
を
審
査
す
る
。
内
容
次
第
で
は
、

仮
説
を
設
定
し
直
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

　３
年
次
は
、
２
年
次
と
同
じ
５
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か

ら
１
つ
を
選
び
、「
北
海
道
人
の
育
成
」
と
い
う
観
点

を
踏
ま
え
て
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
、
グ
ル
ー
プ
研
究
を

行
う
。
17
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
は
、「
ア
ポ
イ
岳
ジ
オ

パ
ー
ク
～
ヒ
ダ
カ
ソ
ウ
を
救
え
」「
町
民
が
望
む
理
想

の
ホ
ス
ピ
タ
ル
」「
避
難
所
生
活
の
課
題
と
対
策
」
な

ど
だ
っ
た
。
発
表
と
評
価
方
法
は
１
年
次
と
同
じ
だ
。

　な
お
、
18
年
度
は
研
究
テ
ー
マ
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
１
）

の
17
の
目
標
の
中
か
ら
考
え
さ
せ
た
。

　課
題
研
究
の
評
価
は
、
１
～
３
年
次
と
も
専
用
の

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
行
う
。
ス
テ
ッ
プ
ご
と
に
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
基
に
自
己
評
価
と
他
者
評
価
を
行
い（
図
３
）、

９
つ
の
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
、
身
に
つ
い
た
と
思
う

分
だ
け
、「
自
己
成
長
グ
ラ
フ
」
の
棒
グ
ラ
フ
の
マ
ス

目
を
色
で
塗
る
。
す
べ
て
の
ス
テ
ッ
プ
が
終
わ
っ
た
時

に
ど
れ
だ
け
マ
ス
目
が
塗
ら
れ
て
い
る
か
で
、
自
身
の

成
長
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
生
徒
も
教
師
も
、
そ
の
力
が
身
に
つ
い
た
根
拠

を
語
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が

あ
る
こ
と
で
、
生
徒
に
ど
の
よ
う
に
声
を
か
け
れ
ば

よ
い
か
が
分
か
り
、
自
信
を
持
っ
て
指
導
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
言
う
教
師
も
い
ま
し
た
。
生
徒
も
取

り
組
み
の
意
義
を
理
解
し
、
意
欲
的
に
活
動
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　17
年
度
の
３
学
期
に
は
、
Ｃ
Ｇ
部
と
教
務
部
の
協
働

で
、
あ
ら
ゆ
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
土
台
と
な
る
「
コ
ア

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
を
作
成
し
た
。
今
後
は
、
そ
れ
を
基

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基
に
評
価
し
、

自
身
の
成
長
を
可
視
化
さ
せ
る

＊１　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。①貧困をなくそう、②飢餓をゼロになど、17 の目標と 169 のターゲッ
トがある。

Ｃ
Ｇ
部
が
取
り
組
み
を
主
導
し

教
師
間
の
意
思
統
一
を
図
る
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「平成 29年度　３年次　課題研究（ＥＴ）ステップ２　活動評価」図３

「ＥＴ評価項目」には、同校が育てたい「９つの力」のうち重視する資質・能力を明記し、学校教
育目標との連動を図っている。＊学校資料をそのまま掲載

に
全
教
科
、
学
校
行
事
、
部
活
動
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

作
成
し
て
、
評
価
に
活
用
す
る
予
定
だ
。

　同
校
で
は
、
総
合
学
習
の
改
革
と
並
行
し
て
、
15
年

度
か
ら
３
年
間
、
文
部
科
学
省
の
「
次
世
代
の
教
育
情

報
化
推
進
事
業
（
情
報
教
育
の
推
進
等
に
関
す
る
調
査

研
究
）」
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
１
ク
ラ
ス
分
配
備

さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
各
教
科
で
活
用
。
ま
た
、

北
海
道
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
、

て
い
る
。
生
徒
の
事
前
・
事
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

見
る
と
、
課
題
で
あ
っ
た
主
体
性
や
メ
タ
認
知
能
力
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
自
己
評
価
が
上
昇
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
率
も
上
昇
し
、
進
路
選
択
に
も
幅

が
出
て
き
た
。
羽は

ね
い
し石
康や

す

司し

教
頭
は
こ
う
指
摘
す
る
。

　「
課
題
研
究
を
通
し
て
、『
Ａ
大
学
を
訪
問
し
て
、

Ｂ
先
生
の
話
を
聞
き
た
い
』と
、自
分
で
連
絡
を
取
っ

て
話
を
聞
き
に
行
く
な
ど
、
積
極
的
に
学
校
外
に
出

る
生
徒
が
増
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
、
大
学
進
学

の
目
的
が
明
確
に
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
、
17
年
度

に
は
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
頑
張
り
、
国
立
大
学
医

学
部
に
合
格
し
た
生
徒
が
出
ま
し
た
。
医
学
部
を
目

指
し
て
い
る
卒
業
生
も
い
ま
す
。
道
外
の
大
学
を
志

望
校
に
掲
げ
る
生
徒
も
増
え
て
お
り
、『
も
う
一
歩

前
に
』
出
る
勇
気
が
芽
生
え
て
い
る
の
を
感
じ
て
い

ま
す
」

　今
後
の
課
題
は
、
現
在
の
取
り
組
み
を
シ
ス
テ
ム
と

し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
だ
と
、
吉き

ち

瀬せ

献け
ん
さ
く策
校
長
は
語
る
。

　「
次
期
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
人
格
の
形
成
や
生
き
る
力
と
い
っ
た
教
育
の

不
易
の
部
分
を
実
現
す
る
た
め
に
、
課
題
研
究
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
る
の
が
、
本
校
の
特
徴
で
す
。

取
り
組
み
の
枠
組
み
が
整
っ
た
今
、
理
念
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
全
校
で
共
有
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
発
展
の
鍵

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校
の
シ
ス
テ
ム
と
し

て
定
着
さ
せ
、
取
り
組
み
を
主
導
し
て
き
た
教
師
が

異
動
し
て
も
、
そ
の
質
を
保
て
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
教
師
自
身
の
資
質
・
能
力
を
高
め
、

さ
ら
な
る
指
導
力
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
」

自
校
の
学
校
教
育
目
標
に
対
応
す
る
よ
う
改
編
し
、
情

報
教
育
に
関
す
る
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
し
た
。
そ
れ
を
基

に
、
各
教
科
・
科
目
の
各
単
元
で
育
む
資
質
・
能
力
を
盛

り
込
ん
だ
年
間
計
画
を
立
て
、
指
導
案
に
も
明
記
し
た
。

　例
え
ば
、
政
治
・
経
済
の
授
業
で
は
、「
幸
せ
な
国
と

は
ど
の
よ
う
な
国
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
デ
ー
タ
を
基
に

グ
ル
ー
プ
で
議
論
さ
せ
た
。
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
捉
え
な

い
よ
う
に
、
生
徒
は
、日
本
と
コ
ス
タ
リ
カ
、任
意
の
２

か
国
に
つ
い
て
、
識
字
率
や
貧
困
率
な
ど
を
調
べ
、
そ

れ
ら
の
結
果
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
グ
ラ
フ
化
し
、
総
合
学

習
で
学
ん
だ
Ｋ
Ｊ
法
な
ど
を
使
い
な
が
ら
議
論
し
た
。

　18
年
度
に
は
「Classi

」（
＊
２
）を
導
入
。同
校
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
広
義
の
教
育
課
程
と
し
て
参
加

を
勧
め
て
お
り
、
生
徒
は
地
域
の
清
掃
活
動
や
町
民
芸

術
祭
の
支
援
な
ど
の
活
動
記
録
を
「Classi

」に
入
力
し
、

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
活
用
す
る
。取
り
組
み
を
主

導
し
た
進
路
指
導
部
長
の
木
村
準
一
先
生
は
語
る
。

　「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
校
内
の
活
動

だ
け
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
充
実
感
や
地
元
愛
を
持

つ
生
徒
も
多
く
、
自
分
の
体
験
を
言
葉
で
残
し
た
い

と
い
う
思
い
が
、『C

lassi

』
の
積
極
的
な
活
用
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
大
学
入

試
が
多
面
的
・
総
合
的
評
価
に
よ
る
も
の
に
な
っ
て

い
く
中
で
、
活
動
の
振
り
返
り
を
記
録
し
て
お
く
と

い
う
意
識
も
あ
る
と
思
い
ま
す
」（
木
村
先
生
）

　一
連
の
改
革
の
結
果
、
生
徒
は
大
き
な
成
長
を
見
せ

北海道浦河高校

＊２　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

活
発
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
記
録

教
育
の
不
易
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

取
り
組
み
の
定
着
を
図
る
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　鹿
児
島
県
立
錦き

ん

江こ
う

湾わ
ん

高
校
で
は
、
全
校
を
挙
げ
て
探

究
学
習
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
体
制
を
確
立

す
る
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
６
年
度
の
普
通

科
１
年
生
に
お
け
る
取
り
組
み
だ
。

　同
校
は
伝
統
的
に
文
武
両
道
を
尊
ぶ
が
、
近
年
は
地

域
の
少
子
化
が
進
む
一
方
、
入
学
定
員
数
は
大
き
く
変

わ
ら
な
い
た
め
、
生
徒
の
学
力
が
多
層
化
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
、
自
分
に
自
信
が
持
て
ず
、
学
習
意
欲
に

課
題
が
あ
る
生
徒
が
増
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
こ
で
、「
生
徒
に
成
功
体
験
を
積
ま
せ
る
」
こ
と
を

目
標
に
、
16
年
度
の
普
通
科
１
年
生
に
お
け
る
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
の
取
り
組
み
を
刷
新
し
た
。
以
前

鹿児島湾（錦江湾）に面した、薩
摩半島中西部の高台に位置する
公立高校。2017 年度、従 来は
理数科のみを対象にしていたＳＳ
Ｈの取り組みを、普通科にも広げ
た。部活動が盛んであり、約８割
の生徒が加入している。

設立 １９７１（昭和４６）年

形態 全日制／普通科・理数科／共学

生徒数 １学年約２３０人

２０１８年度進路実績（現役のみ）　国公立大は、広島大、大分大、鹿
児島大、県立広島大、下関市立大、北九州市立大などに１７人が合格。
私立大は、日本大、法政大、明治大、龍谷大、関西学院大、福岡大
などに延べ１３０人が合格。短大、専門学校進学７９人。就職４人。

住所 〒８９１ー０１３３　鹿児島県鹿児島市平川町４０４７

電話 ０９９ー２６１ー２１２１

Web site  http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/kinkowan/

No.250

P R O F I L E

生
徒
の
成
功
体
験
を
増
や
す
た
め
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
対
象
を
全
校
に
拡
大

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
課
題
研
究
を

全
校
体
制
で
推
進
し
、生
徒
の

好
奇
心
と
学
習
意
欲
を
醸
成

鹿
児
島
県
立
錦き

ん

江こ

う

湾わ

ん

高
校

Ｓ
Ｓ
Ｈ
を
軸
に
し
た
学
校
改
革

変革のステップ

•自己肯定感と学習意欲に課題がある生徒が多かった

背景と課題

実践内容

• 課題研究に意欲的に取り組み、教科学習にも前向
きになる生徒が増えた

•課題研究を進路意識に結びつけられるよう、振り
返りを充実させることが、今後の課題

成果と展望

学校設定科目「ロジックプログラム」の設置　普通科
では、学校設定科目「ロジックプログラム」（ＬＰ）を新設。
「やればできる」といった意識を醸成するための新聞作
りを通して、探究したいテーマを見つけた後、次第にテー
マを焦点化させていくなど、段階的に進めている

学校設定科目「アクティブサイエンス」の設置　理数
科では、課題研究を行うための学校設定科目「アクティ
ブサイエンス」（ＡＳ）を新設。１年次から大学などの
研究機関と連携した取り組みに力を入れている

•ＳＳＨの対象を全学科に拡大　２０１７年度に３期目
の指定を受けたＳＳＨ（＊）の取り組みを、理数科
だけでなく普通科にまで広げ、全校体制で課題研
究を推進することにした

 ＊　文部科学省のスーパーサイエンスハイスクール。

34 Oc tober  2018

Q8-586-000 2018 年度　VIEW21高校版 10月号 34頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
09/20
南部

念
校
10/02
引寺 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P34-37_view21koukou-10g.indd   34 18/10/02   15:24



は
職
業
調
べ
が
中
心
だ
っ
た
が
、
生
徒
自
身
が
自
由
に

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
探
究
し
、
そ
の
成
果
を
発
表
す
る

と
い
う
活
動
を
年
１
回
設
け
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
、

「
ゴ
ジ
ラ
の
姿
が
、
時
代
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
か
」
と
い
っ
た
、
自
分
の
関
心
を
テ
ー
マ
と
し
た

研
究
を
通
じ
て
、
生
き
生
き
と
課
題
研
究
に
取
り
組
む

生
徒
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
学
年
を
担
当
し
て
い

た
現
Ｓ
Ｓ
Ｈ
副
主
任
の
山
口
貴
正
先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　
「
自
分
の
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
れ
ば
、
ど
の

生
徒
も
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

し
て
、
学
習
意
欲
を
生
む
源
泉
で
あ
る
好
奇
心
を
刺

激
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
発
表
で
は
、
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
か
ら
『
面
白
か
っ
た
』
と
感
想
を
伝
え
ら
れ
、

う
れ
し
そ
う
に
す
る
生
徒
も
多
く
、『
や
れ
ば
で
き

る
』
と
い
う
自
信
を
得
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
」

　同
校
は
、
15
年
度
ま
で
２
期
10
年
間
に
わ
た
っ
て
Ｓ

Ｓ
Ｈ
の
指
定
校
だ
っ
た
が
、
そ
の
取
り
組
み
は
理
数
科

の
み
で
行
わ
れ
て
い
た
。
17
年
度
、
３
期
目
の
指
定
を

受
け
る
に
あ
た
り
、
普
通
科
を
含
む
全
学
科
で
Ｓ
Ｓ
Ｈ

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
と
、
宮
田
俊
一
教
頭
は
話
す
。

　
「
探
究
学
習
の
意
義
が
浸
透
し
て
き
た
普
通
科
に
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
課
題
研
究
を
取
り
入
れ
、
生
徒
の
力
を
さ

ら
に
伸
ば
そ
う
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で

育
成
を
目
指
す
科
学
的
・
論
理
的
思
考
力
は
、
社
会

で
必
要
な
資
質
・
能
力
で
あ
り
、
全
生
徒
に
し
っ
か

り
定
着
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」

　課
題
研
究
の
た
め
の
学
校
設
定
科
目
と
し
て
、
普
通

科
で
は
「
ロ
ジ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
以
下
、
Ｌ
Ｐ
）、

理
数
科
で
は
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
サ
イ
エ
ン
ス
」（
以
下
、

Ａ
Ｓ
）
を
17
年
度
に
新
設
し
た
。
１
年
次
を
「
基
礎
訓

練
期
」、
２
年
次
を
「
探
究
展
開
期
」、
３
年
次
を
「
普

及
発
展
期
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
練

り
上
げ
た
（
Ｐ
．36
図
１
）。
ま
た
、
同
県
全
体
に
お
け

る
課
題
研
究
の
推
進
・
普
及
の
た
め
、
同
校
が
Ｓ
Ｓ
Ｈ

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
中
心
を
担
っ
た
経
験
を
生
か
し
て

事
務
局
と
な
り
、
19
年
度
か
ら
、
県
内
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
校
４

校
が
連
携
す
る
「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
フ
ェ
ス
タ
」
の
実
施
を
計
画

し
て
い
る
。
県
内
の
多
く
の
高
校
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

課
題
研
究
の
機
運
を
醸
成
し
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
だ
。

　普
通
科
１
年
次
の
Ｌ
Ｐ
で
は
、
16
年
度
に
行
っ
た
探

究
学
習
と
同
じ
よ
う
に
、
生
徒
に
成
功
体
験
を
積
ま
せ

る
こ
と
を
重
視
し
、
１
学
期
に
新
聞
作
り
に
取
り
組
む
。

ま
ず
は
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
関
心

の
あ
る
新
聞
記
事
を
切
り
抜
き
、
そ
れ
を
持
ち
寄
っ
て

１
枚
の
紙
に
貼
っ
た
壁
新
聞
を
作
る
。
最
終
的
に
は
、

各
グ
ル
ー
プ
で
決
め
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
調
べ
学
習
を

行
い
、
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た
壁
新
聞
へ
と
発
展
さ
せ

る
。
基
本
的
に
は
、
担
任
と
副
担
任
の
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
で
、
地
域
の
新
聞
社
の
記
者
の
指
導
も
受
け
な

が
ら
進
め
る
。
そ
の
過
程
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
ク
ラ

ス
内
で
発
表
す
る
場
を
定
期
的
に
設
け
、
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
か
ら
の
批
評
や
感
想
を
聞
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
１
学
期
の
終
わ
り
に
は
、
ク
ラ
ス
代
表
の
グ

ル
ー
プ
が
学
年
全
体
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、聞
き
手
の
生
徒
た
ち
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
「
新

聞
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
。
来
賓
で
あ
る
新

聞
記
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
同
窓
会
会
長
ら
が
選
考
・
講

評
し
、
最
優
秀
グ
ル
ー
プ
を
表
彰
す
る
。
18
年
度
の
１

学
年
主
任
の
肱ひ

じ

岡お
か

斉な
り

子こ

先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　
「
ク
ラ
ス
発
表
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
控
え
め
だ

っ
た
生
徒
も
、
堂
々
と
発
表
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
の
批
評
を
聞
き
、

学
び
を
深
め
る
生
徒
た
ち

鹿
児
島
県
立
錦
江
湾
高
校

河
野
裕
一
郎

　か
わ
の
・
ゆ
う
い
ち
ろ
う

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ

副
主
任
。「
３
Ｓ（
す
ば
ら
し
い
・
す
ご
い
・
さ
す
が
）

活
動
で
、
生
徒
を
褒
め
て
伸
ば
し
た
い
」

鹿
児
島
県
立
錦
江
湾
高
校

郡
山
博
司

　こ
お
り
や
ま
・
ひ
ろ
し

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
進
路
指

導
主
任
。「
生
徒
た
ち
に
や
る
気
と
自
信
、
そ
し
て

高
い
目
標
を
持
た
せ
、潜
在
能
力
を
開
花
さ
せ
た
い
」

鹿
児
島
県
立
錦
江
湾
高
校

肱
岡
斉
子

　ひ
じ
お
か
・
な
り
こ

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
１
学
年

主
任
。「
無
限
の
可
能
性
を
持
つ
生
徒
の
力
を
引
き

出
し
、
夢
の
実
現
に
向
け
て
支
援
し
て
い
き
た
い
」

鹿
児
島
県
立
錦
江
湾
高
校

山
口
貴
正

　や
ま
ぐ
ち
・
た
か
ま
さ

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ

副
主
任
。「
す
べ
て
に
対
し
て
自
分
に
し
か
で
き
な

い
か
か
わ
り
を
持
ち
た
い
」

鹿
児
島
県
立
錦
江
湾
高
校

白
須

　明
　し
ら
す
・
あ
き
ら

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ

主
任
。「
生
徒
が
自
律
で
き
る
よ
う
、
指
導
に
力
を

尽
く
し
た
い
」

鹿
児
島
県
立
錦
江
湾
高
校
教
頭

宮
田
俊
一

　み
や
た
・
し
ゅ
ん
い
ち

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。「
生
徒

の
持
つ
特
性
や
可
能
性
を
見
い
だ
し
、
認
識
さ
せ
、

伸
ば
し
て
い
き
た
い
」
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し
た
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
批
評
を
受
け
、
よ
り
よ

い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
よ
う
工
夫
し
た
成

果
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
新
聞
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
の
質
疑
応
答
で
は
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
、
多
様
な

質
問
に
的
確
に
答
え
て
い
ま
し
た
。
き
ち
ん
と
調
べ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
で
き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

　理
数
科
１
年
次
の
Ａ
Ｓ
で
は
、
実
験
の
基
礎
的
な
知

識
・
技
能
を
学
び
な
が
ら
、
放
射
線
や
遺
伝
子
組
み
換

え
と
い
っ
た
物
理
・
生
物
の
発
展
的
な
テ
ー
マ
に
関
す

る
実
験
を
グ
ル
ー
プ
で
行
い
、
そ
の
結
果
を
発
表
す
る
。

指
導
は
、
数
学
科
・
理
科
に
加
え
、
保
健
体
育
科
や
芸

術
科
な
ど
、
様
々
な
教
科
の
教
師
が
担
当
す
る
。
研
究

機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み
に
は
、
大
学
教
員
に
よ
る

講
座
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
」
が
あ
り
、
放
射
線

物
理
学
や
薬
学
と
い
っ
た
多
様
な
分
野
を
開
講
す
る
。

ほ
か
に
も
、
博
物
館
学
芸
員
の
指
導
の
下
、
鹿
児
島
湾

（
錦
江
湾
）
の
生
物
や
地
形
を
学
ぶ
研
修
な
ど
を
行
う
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
副
主
任
の
河か

わ

野の

裕
一
郎
先
生
は
、
こ
う
話
す
。

　
「
基
礎
と
と
も
に
発
展
的
な
学
習
を
す
る
中
で
、

生
徒
は
身
に
つ
け
た
知
識
・
技
能
を
、
す
ぐ
に
活
用

で
き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
学
び
が
よ
り
深
ま

り
、
達
成
感
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　Ｌ
Ｐ
・
Ａ
Ｓ
と
も
に
１
年
次
で
行
う
の
が
、「
リ
テ

ラ
シ
ー
講
座
」
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
文
献
を
検
索
す
る
方
法
な
ど

を
学
ぶ
「
情
報
探
査
」、
図
書
館
で

の
文
献
の
探
し
方
な
ど
を
学
ぶ
「
書

誌
学
」
と
い
っ
た
講
座
を
、全
教
科
・

科
目
の
教
師
が
分
担
し
、
普
通
科
Ｌ

Ｐ
で
は
２
学
期
、
理
数
科
Ａ
Ｓ
で
は

夏
季
休
業
期
間
に
開
く
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
主

任
の
白
須
明
先
生
は
、こ
う
述
べ
る
。

　
「
１
学
期
を
終
え
た
生
徒
は
、

課
題
研
究
へ
の
関
心
を
高
め
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
時
期
に
、

汎
用
的
な
知
識
・
技
能
の
重
要

性
を
意
識
さ
せ
、
以
後
の
課
題

研
究
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
理
数
科
Ａ
Ｓ

に
比
べ
て
１
年
次
に
研
究
機
関

と
連
携
し
た
取
り
組
み
が
少
な

い
普
通
科
Ｌ
Ｐ
で
は
、
生
徒
の

視
野
を
広
げ
る
た
め
、
大
学
教

員
に
よ
る
専
門
性
の
高
い
講
座
も
設
け
て
い
ま
す
」

　１
年
次
の
３
学
期
に
は
、
両
科
目
合
同
で
「
Ｓ
Ｓ
Ｈ

課
題
研
究
発
表
会
」
を
行
う
。
普
通
科
Ｌ
Ｐ
で
は
、
３

学
期
に
、
医
療
科
学
な
ど
の
７
分
野
か
ら
、
生
徒
が
関

心
の
あ
る
分
野
を
選
ん
で
探
究
す
る
「
プ
レ
課
題
研
究
」

に
取
り
組
み
、そ
の
成
果
を
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
る
（
図

２
）。
理
数
科
Ａ
Ｓ
で
は
、
１
学
期
か
ら
継
続
し
て
行
っ

て
き
た
発
展
的
な
学
習
・
実
験
の
成
果
を
発
表
す
る
。

　
「
ポ
ス
タ
ー
作
り
や
説
明
が
上
手
な
グ
ル
ー
プ
に

は
、
見
学
者
が
多
く
集
ま
り
ま
す
。
生
徒
に
は
、
そ

う
し
た
グ
ル
ー
プ
の
発
表
か
ら
刺
激
を
受
け
、
ポ
ス

タ
ー
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
、
デ
ー
タ
の
収
集
・
分
析
を

含
む
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
工

夫
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
山
口
先
生
）

　２
年
次
に
は
、
両
科
目
と
も
に
１
年
次
よ
り
も
テ
ー

生き方を科学的・論理的にデザインできる探究的人材

アクティブ・ラーニング授業改善委員会【全校体制の授業改善】

３年次　普及発展期【テーマを広げる】

ロジックプログラムⅢ
サイエンスキャリア※

成果の発表普及・全体評価・発展探究
課題研究成果発表会、学会などへの参加、
小中学校実験教室など、総括評価、卒業研究

２年次　探究展開期【テーマを深める】

ロジックプログラムⅡ
サイエンスリサーチ※

協働的探究活動・検証高度化・まとめ
多様なグループ活動、フィールドワーク、
外部連携、海外サイエンス研修

１年次　基礎訓練期【テーマをつかむ】

ロジックプログラムⅠ
ベーシックサイエンス※

探究の基礎理解と習得・テーマ設定
科学知識・統計学・科学リテラシーなどの講座、

実験・情報探査、卒業生アドバイス講座、科学講演会

鹿
児
島
県
Ｓ
Ｓ
Ｈ
連
絡
協
議
会【
他
校
と
の
連
携
に
よ
る
厚
み
】

企
画
会
議
（
週
１
回
）【
共
通
認
識
形
成
】

※アクティブサイエンス（ＡＳ）は、１年次が「ベーシックサイエンス」、２年次が「サイエンスリサーチ」、
３年次が「サイエンスキャリア」という名称になる。

基
礎
と
発
展
を
と
も
に
学
び
、

生
徒
の
考
え
を
深
め
さ
せ
る

生
徒
の
汎
用
的
な
知
識
・
技
能
を
高
め
、

よ
り
高
い
目
標
に
挑
む
意
欲
を
醸
成

取り組みの概念図図１

生
徒
の
成
功
体
験
が
大
き
く
な
る
よ
う
、

学
校
外
で
の
発
表
の
場
を
増
や
す

＊学校資料を基に編集部で作成
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マ
を
焦
点
化
し
、
課
題
研
究
に
取
り
組
む
。
専
門
性
が

深
ま
る
よ
う
、
大
学
と
連
携
し
た
取
り
組
み
も
増
や
す
。

ま
た
、
研
究
の
内
容
や
成
果
を
発
表
す
る
場
を
、
校
外

に
も
広
げ
る
。
例
え
ば
、
京
都
へ
の
修
学
旅
行
中
、
提

携
先
の
大
学
で
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
て
い
る
高
校
を
訪
問
し
、
互
い

の
研
究
を
発
表
し
合
っ
た
り
す
る
。
ほ
か
に
も
、
両
科

目
の
校
内
発
表
の
結
果
か
ら
生
徒
を
選
抜
し
、
提
携
先

で
あ
る
台
湾
の
大
学
生
や
高
校
生
に
、
自
分
た
ち
の
研

究
を
英
語
で
紹
介
す
る
「
海
外
サ
イ
エ
ン
ス
研
修
」
な

ど
に
取
り
組
む
。
そ
し
て
３
年
次
に
は
、
課
題
研
究
の

九
州
大
会
や
全
国
大
会
、
各
種
の
科
学
的
な
コ
ン
テ
ス

ト
へ
の
出
場
を
目
指
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
研
究
が
、
大
学
の
先
生
や
他
校
の

生
徒
に
認
め
ら
れ
れ
ば
、
生
徒
は
自
信
を
深
め
、
大

き
な
自
己
肯
定
感
を
得
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
生
徒
に

は
、
そ
う
し
た
成
功
体
験
を
積
み
、
学
習
意
欲
を
よ

本
校
で
は
、
以
前
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

生
徒
の
気
づ
き
を
促
す
発
問
な
ど
が
、
両
科
目
の
指

導
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」（
白
須
先
生
）

　一
連
の
取
り
組
み
の
成
果
は
、
生
徒
の
姿
に
表
れ
て

い
る
。
自
信
を
持
っ
て
課
題
研
究
に
取
り
組
み
、
教
科

学
習
で
も
学
び
を
深
め
る
生
徒
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
う
し
た
生
徒
の
変
化
が
地
域
に
も
評
価
さ
れ
た

た
め
か
、
同
校
の
志
願
倍
率
は
向
上
し
て
い
る
。

　
「
中
学
生
対
象
の
１
日
体
験
学
習
で
は
、
普
通
科

Ｌ
Ｐ
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、
中
学
生
の
新
聞
作
り
を
生

徒
が
指
導
し
ま
し
た
。中
学
生
が
理
解
で
き
る
よ
う
、

使
う
表
現
を
工
夫
す
る
生
徒
た
ち
の
姿
か
ら
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
感
じ
ま
し
た
。
中

学
生
か
ら
は
『
先
輩
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
』
と
い

っ
た
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
」（
山
口
先
生
）

　今
後
は
、
生
徒
の
課
題
研
究
に
お
け
る
気
づ
き
を
進

路
意
識
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
進

路
指
導
主
任
の
郡
山
博
司
先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　
「
課
題
研
究
は
、
生
徒
が
『
大
学
で
何
を
学
び
た

い
の
か
』『
社
会
で
何
が
し
た
い
の
か
』
に
気
づ
く

契
機
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
振
り
返
り
を
充
実

さ
せ
、
生
徒
が
自
分
の
成
長
を
多
面
的
・
総
合
的
に

捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
己

実
現
へ
の
意
識
が
明
確
に
な
れ
ば
、
生
徒
は
教
科
学

習
に
も
さ
ら
に
意
欲
的
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

り
高
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
河
野
先
生
）

　Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
対
象
を
全
学
科
に
拡
大
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
教
師
間
の
目
線
合
わ
せ
が
、
最
重
要
課
題
だ
っ
た
。

そ
こ
で
、
教
師
た
ち
は
、
理
数
科
の
卒
業
生
十
数
人
に
、

課
題
研
究
に
取
り
組
ん
だ
経
験
が
大
学
や
社
会
で
ど
の

よ
う
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
を
聞
い
た
。
す
る
と
、
主

体
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
と
い
っ
た
汎
用
的
な
資
質
・
能
力
が
身
に

つ
い
た
と
答
え
る
卒
業
生
が
目
立
っ
た
と
い
う
。
そ
う

し
た
回
答
を
職
員
会
議
で
示
し
な
が
ら
、「
課
題
研
究

は
、
数
学
・
理
科
の
知
識
・
技
能
だ
け
で
は
な
く
、
社

会
で
汎
用
的
に
使
え
る
資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ
な
が

る
も
の
だ
」
と
説
明
す
る
こ
と
で
、
合
意
形
成
を
図
っ

た
。
ま
た
、
特
定
の
教
師
に
取
り
組
み
の
負
担
が
集
中

し
な
い
よ
う
、
体
制
の
整
備
に
も
力
を
入
れ
た
。
例
え

ば
、
課
題
研
究
を
推
進
す
る
役
割
を
担
う
「
企
画
会
議
」

を
設
置
し
、
地
理
歴
史
・
公
民
科
、
理
科
、
英
語
科
と

多
様
な
教
科
の
教
師
を
メ
ン
バ
ー
に
し
た
。
同
会
議
で

週
１
回
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
普
通
科
Ｌ
Ｐ
の
毎
回
の
指

導
案
を
作
成
し
た
り
、
理
数
科
Ａ
Ｓ
を
含
め
た
課
題
研

究
全
体
の
企
画
を
立
案
し
た
り
し
て
い
る
。
前
述
の
リ

テ
ラ
シ
ー
講
座
は
、
企
画
会
議
の
発
案
で
実
現
し
た
。

　
「
普
通
科
Ｌ
Ｐ
は
初
め
て
の
取
り
組
み
な
の
で
、

教
師
へ
の
支
援
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
理
数

科
Ａ
Ｓ
は
、
以
前
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
期
間
に
お
け
る

課
題
研
究
を
基
礎
に
据
え
て
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

鹿児島県立錦江湾高校

◎医療科学 • 大豆でがん予防
◎自然科学 • 目と脳の錯覚
◎生命科学 • 犬の殺処分の現状と対策
◎人文科学 • 西郷と大久保の双方から見

た西南戦争
◎社会科学 • 東京湾と錦江湾の調べ学習

からする「握りずし」の比較
◎スポーツ • 高校生における体力テスト

と睡眠の関連
◎教育 • 全国の待機児童の詳しい実

態について

• 折り紙で多面体を作る
• 扁平足について
• 紫外線によるオゾンの生成
• 車窓の霜をとかす方法
• 温泉水の変化について

普
通
科
Ｌ
Ｐ

理
数
科
Ａ
Ｓ

卒
業
生
が
語
る
成
長
実
感
を
根
拠
に
、

課
題
研
究
へ
の
教
師
の
合
意
を
形
成

課
題
研
究
で
得
た
気
づ
き
を
、

進
路
意
識
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い

１年次の課題研究のテーマ（例）図２
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　深
江
一
美
先
生
が
作
成
し
た
「
学
期
リ
フ

レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
」
は
、
２
０
２
１
年
度

入
試
で
提
出
す
る
も
の
か
ら
様
式
が
変
更
さ

れ
る
予
定
の
調
査
書
や
、
多
面
的
・
総
合
的

に
評
価
す
る
入
試
に
対
応
す
る
た
め
、
今
年

度
か
ら
使
用
し
て
い
る
も
の
だ
。
生
徒
が
学

ん
だ
こ
と
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
自
己
分
析

や
学
習
状
況
の
改
善
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

進
路
選
択
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

生
徒
個
人
の
授
業
や
学
校
行
事
で
の
学
び
の

記
録
と
し
て
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
保
管
さ

せ
て
い
る
。
現
状
は
記
入
項
目
数
が
多
い
た

め
、
生
徒
に
と
っ
て
記
入
の
負
担
が
大
き
く
、

そ
の
一
方
で
、
記
入
欄
が
小
さ
い
上
に
、
記

入
項
目
が
一
律
的
で
あ
る
た
め
、
振
り
返
り

の
内
容
が
浅
い
生
徒
も
見
ら
れ
る
と
い
う
。

検討メンバー

福岡県立福岡高校
深江一美先生提供
「学期リフレクションシート」

Before

改良！指
導ツール

福岡県立福岡高校　

深江一美
ふかえ・かずみ

静岡県立下田高校　

稲葉　渉
いなば・わたる

岡山県・私立
岡山中学校・高校

鷲見香織
すみ・かおり

自校の指導ツールを他校の教師とともに検討し、各校の生徒特性に合った形へ
改善を図る本コーナー。今回は、これからの大学入試に対応するため、
各校で開発・改善が進む「リフレクションシート」のあり方について検討する。

生
徒
に
負
担
を
か
け
ず
に

深
い
振
り
返
り
へ
と
つ
な
げ
た
い

記入する項目が多岐にわた
り、数も多いため、負担を感
じ、すべてを記入できていな
い生徒もいる
一つひとつの項目の記入ス
ペースが小さく、記入項目が
一律的であるため、生徒の振
り返りが浅いものになってし
まう場合もある

課題

ツール 提供者

1

2
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　各
教
科
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」、
そ

し
て
各
行
事
で
の
振
り
返
り
を
充
実
さ
せ
る

中
で
、
学
期
全
体
の
学
び
を
総
括
で
き
る
よ

う
、
生
徒
個
々
が
印
象
に
残
っ
た
教
科
、
活

動
の
上
位
３
つ
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
他
者
視
点
も
含
め
て
多
角
的
に
振

り
返
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
振
り
返
り
を
促

す
問
い
か
け
の
言
葉
も
、「
感
動
し
た
り
…
…

何
か
に
気
が
つ
い
た
り
し
た
瞬
間
」
な
ど
と

す
る
こ
と
で
、
具
体
的
な
場
面
の
描
写
を
求

め
、
自
分
の
変
化
や
成
長
を
前
向
き
に
捉
え

ら
れ
る
よ
う
な
文
言
と
し
た
。
記
入
す
る
項

目
数
が
絞
ら
れ
た
こ
と
で
、
記
入
の
負
担
が

減
り
、
生
徒
が
語
る
言
葉
に
深
ま
り
が
期
待

で
き
る
。
年
度
末
に
は「
学
年
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

ン
シ
ー
ト
」
で
、
各
学
期
の
成
長
を
俯
瞰
し

た
振
り
返
り
を
行
う
。

次ページでは、
３人の先生方の
検討の様子を
ダイジェストで紹介！

学期リフレクションシート

学年リフレクションシート

■学習に関するリフレクション
今学期、あなたを変化・成長させた教科を３つ選び、それについて書きましょう

自己分析 級友の評価 担任の評価

学んでいて感動したり、
ハッと何かに気がついたり
した瞬間を、具体的に書
きましょう。

その後、あなたにどんな
変化・成長がありましたか。
できるようになったこと、
心がけるようになったこと
を具体的に書きましょう。

あなたが振り返った
内容について、級友
はどのように受け止め
たか、意見や感想を
聞きましょう。

あなたが振り返った
内容について、担任の
先生はどのように受
け止めたか、意見や
感想を聞きましょう。

１位

２位

３位

次の学期に向けて
●次の学期、自分はこのようにありたい ●そのために、次の学期で取り組むこと

１学期から３学期までのリフレクションシートを見て、自分の強みや興味・関心を考えてみましょう

１学期から３学期を通じて、共通していたり、変
わっていたりすることはありましたか？

【学習】と【生活】の両方に出てくる言葉を書いて
みましょう。それはあなた自身を語る上でのキー
ワードかもしれません。

■活動に関するリフレクション
今学期、あなたを変化・成長させた活動（行事、部活動、委員会、生徒会、課外活動など）を３つ選びましょう

自己分析 級友の評価 担任の評価

活動していて感動したり、
ハッと何かに気がついたり
した瞬間を、具体的に書
きましょう。

その後、あなたにどんな
変化・成長がありましたか。
できるようになったこと、
心がけるようになったこと
を具体的に書きましょう。

あなたが振り返った
内容について、級友
はどのように受け止め
たか、意見や感想を
聞きましょう。

あなたが振り返った内
容について、担任の
先生はどのように受け
止めたか、意見や感
想を聞きましょう。

１位

２位

３位

次の学期に向けて
●次の学期、自分はこのようにありたい ●そのために、次の学期で取り組むこと

After

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benesse.jp）からダウンロード
できます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

学期リフレクションシート全学年

項
目
を
自
分
で
絞
り
込
ま
せ
、

前
向
き
に
振
り
返
ら
せ
る

学習、活動の2つのテーマで、
生徒自身に振り返る事項を
決めさせる
学習、活動の2テーマで、それぞれ
3つの事項を生徒に選ばせて、振り
返らせる。記入の負担を考慮し、振
り返りの分量には軽重をつけた。

前向きになる問いかけと、
他者視点での振り返りで
自己分析を深めさせる
感動した瞬間などを振り返らせなが
ら、自分の変化、成長を具体的に
記述させる問いかけとした。また、
振り返った内容を他者に見てもらう
ことで、次の学期の自分を描く材料
とする。そうして積み重ねた学期の
振り返りを、年度末、「学年リフレク
ションシート」で俯瞰して、自分の
強みや興味・関心を探らせる。

1

2

改良ポイント
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　今
回
の
検
討
会
で
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

の
重
要
性
が
高
校
現
場
で
高
ま
る
中
で
、
過

度
な
負
担
を
か
け
ず
に
、
個
々
の
生
徒
が
振

り
返
る
に
ふ
さ
わ
し
い
事
象
を
、
適
切
な
深

さ
で
振
り
返
る
仕
組
み
づ
く
り
が
議
論
さ
れ

た
。
実
際
、
今
回
の
よ
う
な
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

ン
シ
ー
ト
で
の
振
り
返
り
を
求
め
た
時
、
生

徒
の
中
に
は
、
様
々
な
活
動
を
丁
寧
に
振
り

返
る
こ
と
を
せ
ず
に
、
頭
に
浮
か
ん
だ
場
面

や
感
情
を
そ
の
ま
ま
書
き
留
め
る
ケ
ー
ス
が

少
な
く
な
い
。ま
た
、自
分
の
変
化
や
成
長
も
、

「
英
単
語
を
覚
え
た
」「
数
列
の
問
題
が
解
け

た
」
な
ど
と
表
面
的
な
内
容
の
記
述
で
と
ど

ま
る
生
徒
も
い
る
。
そ
こ
で
、「
何
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
」「
ど
ん
な
こ
と
を
心
が

け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
」と
、生
徒
が
資
質・

能
力
ベ
ー
ス
で
自
分
の
変
化
や
成
長
を
深
く

認
識
す
る
よ
う
な
問
い
か
け
を
シ
ー
ト
上
で

投
げ
か
け
る
よ
う
に
し
た
。
同
時
に
、
そ
の

学
期
で
の
自
分
の
活
動
を
棚
卸
し
で
き
る
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
記
録
を
見
直
し

な
が
ら
、「
学
期
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
」

に
丁
寧
に
取
り
組
ま
せ
る
指
導
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
点
で
意
見
が
一
致
し
た
。

　ま
た
、
学
期
末
に
そ
う
し
た
観
点
で
振
り

返
る
こ
と
を
学
期
の
初
め
に
生
徒
と
確
認
し

て
お
く
こ
と
や
、
年
度
末
に
各
学
期
の
シ
ー

ト
を
俯
瞰
し
て
自
分
の
１
年
間
の
変
化
を
総

括
す
る
こ
と
な
ど
、
点
と
点
を
結
び
つ
け
る

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
意

見
も
出
さ
れ
た
。

検討メンバーの先生に、自身の指導観や自校の生徒特性を踏まえて、
ツールの活用方法や留意点などをお話しいただきました

1 各学期末に「学期リフレクションシート」
を生徒に配布し、記入させる

2 三者面談などで内容を掘り下げ、
次の学期へとつなげる

3
年度末に各学期のリフレクション
シートを使い、「学年リフレクション
シート」で1年間の振り返りを行う

改良！指
導ツール

活用の流れ

全学年　学期リフレクションシート

振
り
返
り
を
深
め
る
た
め
の

教
師
の
配
慮
が
重
要
に

　今
後
、
私
た
ち
教
師
に
と
っ
て
も
、

調
査
書
作
成
の
た
め
に
、
多
面
的
に
生

徒
の
変
化
・
成
長
の
記
録
を
残
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、

振
り
返
り
の
項
目
が
多
く
な
る
ほ
ど
、
生
徒
は
負

担
に
感
じ
、
結
果
的
に
表
面
的
な
自
己
理
解
に
と

ど
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
危
惧
も
あ
り
ま
し
た
。

　様
々
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
３
年
生
の
担
任
に

引
き
継
が
れ
た
時
、
そ
れ
ら
は
、
そ
の
生
徒
が
ど

ん
な
気
持
ち
で
、
何
に
取
り
組
み
、
ど
う
成
長
し

て
き
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
べ
き
で
す
。
昨

年
度
、
３
年
生
の
担
任
を
務
め
た
際
、
海
外
大
学

を
受
験
し
た
生
徒
が
い
た
の
で
す
が
、
ま
さ
に
そ

の
生
徒
の
生
き
様
を
語
る
よ
う
な
出
願
書
類
の
作

成
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
今

後
、
国
内
の
大
学
で
も
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
生
徒
の
生
き
様
を
端
的
に
表
す
生
々
し

い
言
葉
は
、
や
は
り
生
徒
と
の
対
話
の
中
で
ぽ
ろ

り
と
生
徒
自
身
か
ら
こ
ぼ
れ
出
る
も
の
で
す
。「
あ

な
た
は
、
こ
ん
な
素
敵
な
こ
と
を
書
き
、
話
し
て

き
た
ん
だ
よ
」
と
、
生
徒
と
高
校
生
活
を
振
り
返

ら
れ
る
よ
う
な
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
追
究
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

深
江
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
進
路
部
。

国
語
科
。「
流
さ
れ
ず
、
恐
れ
ず
、
自
分
の
目
で
判
断
で
き
る
人
を
育
て
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
４
０
０
人
／

２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、
東
京
大
、
一
橋
大
、

京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
九
州
大
な
ど
に
１
８
２
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶

應
義
塾
大
、
上
智
大
、
中
央
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ

３
０
８
人
が
合
格
。

生き様を表す言葉を生徒とともに探し続けたい
福岡県立福岡高校　深江一美　ふかえ・かずみ
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指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの先生方
のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認を
お願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9時～21時）にて承ります。
（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

　私
は
担
当
教
科
で
は
毎
時
間
、
生
徒

に
授
業
の
振
り
返
り
を
さ
せ
て
お
り
、

学
期
末
に
は
そ
れ
ら
を
基
に
、
学
期
を

通
し
た
大
き
な
視
点
で
の
振
り
返
り
を

さ
せ
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
学
期
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

ン
シ
ー
ト
」
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
各
教
科
・

各
活
動
を
具
体
的
に
振
り
返
る
材
料
と
し
て
、
そ

れ
ま
で
に
記
入
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
を
生
徒

に
総
ざ
ら
い
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
強
い
印
象
が
残
っ
て
い
る
出
来
事
だ

け
で
な
く
、
時
間
を
置
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
気
づ

く
成
果
、
言
わ
ば
学
び
の
宝
の
発
掘
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
質
の
高
い
振
り
返
り
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
を
、
生
徒
に
学
期
の
最
初
に
理
解
さ
せ
、

日
々
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
蓄
積
に
臨
ま
せ
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

　最
近
は
、
授
業
の
度
に
振
り
返
り
を
行
う
教
師

も
増
え
て
い
ま
す
か
ら
、
教
科
担
任
と
ク
ラ
ス
担

任
の
役
割
分
担
を
始
め
、
い
つ
、
何
を
、
ど
こ
ま

で
振
り
返
る
の
か
を
議
論
し
、
校
内
で
共
有
す
る

こ
と
が
、
す
べ
て
の
高
校
で
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
生
徒
の
行
動
変
容
に
つ
な
が
る
計
画

的
な
振
り
返
り
の
仕
組
み
を
考
え
た
い
で
す
。

　

　リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
で
は
、
そ

の
生
徒
な
ら
で
は
の
言
葉
を
引
き
出
す

こ
と
が
重
要
で
す
か
ら
、
生
徒
へ
の
問

い
か
け
の
言
葉
は
も
っ
と
吟
味
し
た
い

で
す
ね
。
例
え
ば
「
授
業
中
の
経
験
に
つ
い
て
、

自
己
Ｐ
Ｒ
す
る
と
し
た
ら
？
」
と
い
っ
た
問
い
な

ど
、
そ
の
生
徒
し
か
書
け
な
い
言
葉
、
読
む
者
が

そ
の
生
徒
の
こ
と
を
深
く
理
解
で
き
る
言
葉
を
引

き
出
す
よ
う
な
問
い
を
追
究
し
た
い
で
す
。

　推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
で
の
合
格
を
目
指
す
生
徒
は
、

そ
の
生
徒
だ
か
ら
こ
そ
語
れ
る
学
び
の
成
果
を
私

た
ち
教
師
が
生
徒
と
一
緒
に
掘
り
出
し
、
磨
き
上

げ
て
か
ら
入
試
に
送
り
出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

た
だ
、
多
く
の
生
徒
は
、
自
分
の
強
み
を
把
握
し

て
お
ら
ず
、
自
分
の
言
葉
で
語
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
生
徒
に
向
き
合
う
た
め
に
、
私

が
最
近
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
授
業
や
活
動
で

の
「
生
徒
か
ら
の
予
告
」
で
す
。
生
徒
に
「
こ
ん

な
疑
問
を
持
っ
て
い
る
」「
こ
ん
な
力
を
得
た
い
」

と
い
っ
た
こ
と
を
語
ら
せ
た
上
で
取
り
組
ま
せ
る

こ
と
が
、
生
徒
の
行
動
変
容
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
活
動
後
の
記
録
に
加
え
て
、活
動
前
の
予
告
、

記
録
の
あ
り
方
も
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

稲
葉
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
進
路
指
導

主
事
。
進
路
課
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。 

「
生
徒
や
学
校
を
、
地
域
な
ど
様
々
な
も

の
と
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
生
徒
の
確
か
な
成
長
を
実
現
さ
せ
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　全
日
制
、
定
時
制
／
普
通
科
、
理
数
科
／
共
学
／
１
学
年
約

２
４
０
人
／
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、東
北
大
、

静
岡
大
、
名
古
屋
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
な
ど
に
35
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
中
央

大
、
法
政
大
、
明
治
大
、
立
教
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
１
９
８
人
が
合
格
。

鷲
見
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　教職
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。
高
校
２
学

年
主
任
。
国
語
科
。 「
人
に
優
し
く
、
己
に
厳
し
く
、
勉
強
は
た
ゆ
み
な
く
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
１
１
０
人
／

２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、
筑
波
大
、
東
京
医

科
歯
科
大
、一
橋
大
、京
都
大
、岡
山
大
、九
州
大
な
ど
に
56
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
な
ど

に
延
べ
２
２
２
人
が
合
格
。

質の高い振り返りとはどのようなものかを理解させる
静岡県立下田高校　稲葉　渉　いなば・わたる

その生徒しか語れない言葉を引き出す問いかけを
岡山県・私立岡山中学校・高校　鷲見香織　すみ・かおり
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　経
済
や
医
療
、
教
育
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
が
進
み
、

デ
ー
タ
分
析
の
知
識
と
技
能
を
持
つ
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
。
２
０
１
７
年
度
、
滋
賀
大
学
は

日
本
初
と
な
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

を
設
置
し
、
デ
ー
タ
分
析
を
通
し
て
新
た

な
価
値
を
創
造
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目

指
し
て
い
る
。
１
期
生
で
あ
る
２
年
生
の

木き

方ほ
う

泰た
い

輔す
け

さ
ん
は
、「
人
工
知
能
や
予
測

分
析
に
興
味
が
あ
り
、
将
来
、
幅
広
い
分

野
で
生
か
せ
そ
う
だ
と
思
い
、
入
学
を
決

め
ま
し
た
」
と
話
す
。

　同
学
部
で
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の

土
台
と
し
て
、
１
年
次
か
ら
「
デ
ー
タ
ア

データサイエンス学部
２年
石原諒久
いしはら・あきひさ
岐阜県・私立鶯

うぐいす

谷
だに

中学・高
校卒業。データサイエンティ
ストとして社会に貢献したい。

データサイエンス学部
２年
木方泰輔
きほう・たいすけ
愛知県立一宮興道高校卒
業。生物・化学分野のデー
タサイエンティストを志望。

自分の興味のある分野を
とことん追究できる環境です
データ分析を経験し、統計学や情報学の知識が不足していると
痛感しました。それらの知識を深めるために、同じテーマに関
心のある有志が集まり、自主ゼミが行われています。（石原さん）

社会を意識したカリキュラムで、
データ分析のスペシャリストを育成

滋賀大学 データサイエンス学部

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
を

体
系
的
に
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

企業で活躍する外部講師による授業で、
データ分析が社会でどう役立つのかを実感
「データサイエンス実践論Ａ」では、日本ＩＢＭの社員の方がビッ
グデータの分析・活用に関する様々な事例について講義されまし
た。医療分野でも活用されていると知り、驚きました。（木方さん）

１年次からデータ分析を行う授業があり、
新たな価値を見いだす力が鍛えられます
「データサイエンス入門演習」では、携帯電話会社から提供され
た人の移動データを基に、各グループが「夏休みにはこの駅に人
が集まる」といった、データから読み取れる傾向を分析して発表
しました。（石原さん）
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ナ
リ
シ
ス
︵
統
計
学
︶」
と
「
デ
ー
タ
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
︵
情
報
学
︶」
の
２
分

野
を
並
行
し
て
学
ぶ
。「
デ
ー
タ
ア
ナ
リ

シ
ス
」
で
は
、
数
学
の
「
線
形
代
数
」「
解

析
学
」
な
ど
の
演
習
を
含
む
授
業
を
通
し

て
、
デ
ー
タ
分
析
の
手
法
を
習
得
す
る
。

「
デ
ー
タ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」
で
は
、

主
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ん
で
デ
ー
タ

処
理
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
。

　文
理
融
合
を
標
榜
す
る
同
学
部
で
は
、

文
系
と
理
系
の
出
身
者
の
比
率
は
お
よ
そ

２
対
３
だ
。
２
年
生
の
石
原
諒あ

き

久ひ
さ

さ
ん
は
、

「
数
学
は
入
門
レ
ベ
ル
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
の
で
、
理
系
出
身
の
学
生
に
は
よ
い
復

習
に
な
り
ま
す
。
文
系
の
友
人
も
、
無
理

な
く
学
び
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
語

る
。　　デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
視

野
を
広
げ
、
実
践
を
積
む
科
目
も
、
１
年

次
か
ら
多
く
設
置
し
て
い
る
。
前
期
の

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
」
は
、
教
員

が
リ
レ
ー
形
式
で
各
専
門
分
野
の
解
説
を

す
る
授
業
で
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
全

体
像
を
把
握
す
る
。
後
期
の
「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
入
門
演
習
」
で
は
、
前
期
に
学

ん
だ
デ
ー
タ
分
析
の
手
法
を
用
い
て
、
企

業
か
ら
提
供
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
分
析
す
る

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
。

　「エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
と
清
涼
飲
料
水

の
購
買
デ
ー
タ
の
比
較
分
析
を
行
い
ま
し

た
。
他
の
グ
ル
ー
プ
と
は
異
な
る
分
析
結

果
を
出
し
た
い
と
考
え
、
様
々
な
方
法
で

の
分
析
に
挑
戦
し
ま
し
た
」︵
木
方
さ
ん
︶

　「グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
や
他
グ
ル
ー

プ
の
考
え
を
聞
き
、
ど
こ
に
着
目
し
、
ど

の
手
法
を
使
う
の
か
で
分
析
結
果
が
全
く

異
な
る
こ
と
が
分
か
り
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
の
面
白
さ
と
難
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
」︵
石
原
さ
ん
︶

　ま
た
、
同
学
部
は
、
金
融
、
製
造
、
サ
ー

ビ
ス
、
公
共
な
ど
、
様
々
な
企
業
・
団
体

と
連
携
し
た
教
育
を
展
開
し
て
い
る
。

１
年
次
の
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
実
践
論

Ａ
・
Ｂ
」
で
は
、
多
様
な
業
界
の
外
部
講

師
に
よ
る
実
践
的
な
講
義
が
行
わ
れ
る
。

木
方
さ
ん
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
社
員
に
よ
る
、

同
社
が
開
発
し
た
人
工
知
能
「
ワ
ト
ソ
ン
」

︵
＊
１
︶
を
テ
ー
マ
と
し
た
授
業
が
、
特

に
印
象
深
か
っ
た
と
話
す
。

　「ワ
ト
ソ
ン
が
病
気
発
見
に
活
用
さ
れ

て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
、﹃
機
械
が
人

の
命
を
救
う
時
代
に
な
っ
た
の
か
﹄
と
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
ワ
ト
ソ
ン
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
も
体
験
し
て
、
人
工
知
能
へ
の

関
心
が
一
気
に
高
ま
り
ま
し
た
」

　同
学
部
の
ゼ
ミ
は
３
年
次
か
ら
始
ま
る

が
、
１
、２
年
次
は
有
志
の
教
員
と
学
生

が
集
ま
り
、
課
外
活
動
と
し
て
自
主
ゼ
ミ

を
実
施
し
て
い
る
。
ワ
ト
ソ
ン
へ
の
興
味

を
持
っ
た
木
方
さ
ん
は
、
人
工
知
能
に
関

す
る
自
主
ゼ
ミ
に
参
加
し
て
い
る
。

　２
年
次
以
降
は
、
よ
り
高
度
な
分
析
手

法
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
課
題
設
定
か
ら

学
生
自
ら
が
行
う
Ｐ
Ｂ
Ｌ
︵
＊
２
︶
な
ど

で
実
践
力
を
養
う
。
さ
ら
に
、
３
年
次
に

は
、
デ
ー
タ
の
背
景
を
知
り
、
分
析
結
果

を
社
会
に
役
立
つ
価
値
創
造
に
生
か
す
た

め
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
経
済
、
金
融
、

教
育
、
心
理
学
な
ど
の
文
系
科
目
の
専
門

知
識
を
学
ぶ
授
業
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　「幅
広
い
専
門
分
野
に
触
れ
、
自
分
に

合
っ
た
道
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
院
へ
の
進
学
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま

す
」︵
石
原
さ
ん
︶

　木
方
さ
ん
は
、
生
物・化
学
分
野
の
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
志
し
て
い
る
。

　「人
の
命
を
救
い
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
り
、
デ
ー
タ
分
析
を
活
用
し
た
新
薬
開

発
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の

多
く
の
人
々
の
役
に
立
て
る
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
目
指
し
た
い
で
す
」

　デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
な
ど
を
対
象
と
す
る
新
し
い
学
問

分
野
で
す
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
国
際
競

争
力
の
源
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本

で
は
そ
の
専
門
家
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
お

り
、
そ
う
し
た
社
会
の
需
要
に
応
え
る
目
的

で
本
学
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　学
部
を
貫
く
理
念
は
、「
文
理
融
合
」で
す
。

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
は
、
理
系
の
技
術
と

文
系
の
セ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
デ
ー
タ

分
析
に
は
、
数
学
的
に
高
度
で
新
た
な
手
法

が
必
要
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
価
値
を
創
り
出

す
た
め
に
は
、
人
々
の
心
や
社
会
の
動
き
を

捉
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
文
系
・
理
系
を
融
合
さ
せ
、

教
員
も
幅
広
い
分
野
の
出
身
者
で
構
成
し
て

い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
本
学
部
が
こ
だ
わ
る
の
は
即
戦

力
の
養
成
で
す
。
今
後
、
世
界
と
渡
り
合
う

た
め
に
は
、
高
度
な
専
門
性
を
備
え
た
人
材

の
集
団
に
変
化
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で

す
。
本
学
部
は
、各
分
野
の
企
業
と
連
携
し
、

デ
ー
タ
分
析
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
の

知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
力
を
意

識
し
、
教
育
を
進
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

＊１ IBM が開発した質問応答システムで、日本語や英語などの言語を理解・学習し、人の意思決定を支援する。
＊２ Problem Based Learning（問題解決型学習）の略。

文
理
融
合
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
育
成

大

の

い

学

思
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

学
部

　学
部
長

竹
村
彰
通

た
け
む
ら
・
あ
き
み
ち

授
業
で
学
ん
だ
内
容
を
応
用
し
て

デ
ー
タ
の
分
析
と
処
理
を
実
践

応
用
先
の
専
門
分
野
を
学
び

即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
に
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　２
０
１
５
年
度
に
新
設
さ
れ
た
青
山
学

院
大
学
地
球
社
会
共
生
学
部
は
、
地
球
規

模
の
様
々
な
課
題
に
対
応
で
き
る
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。
同
学
部
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
大
き
く
２
つ
の
特

徴
が
あ
る
。

　１
つ
め
の
特
徴
は
、
地
球
規
模
の
課
題

の
中
で
も
社
会
科
学
で
取
り
組
む
べ
き

「
差
別
、
貧
困
、
紛
争
、
情
報
格
差
」
の

４
つ
の
課
題
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
ら
の

解
決
に
取
り
組
む
上
で
必
要
な
４
つ
の
専

門
領
域
（
＊
１
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
だ
。
４
年
生
の
平
松
賢さ

と
るさ
ん
は
、
そ
の

幅
広
い
学
び
に
ひ
か
れ
て
入
学
し
た
。

　「高
校
時
代
に
は
、
世
界
平
和
に
関
心

＊1　紛争について考える「コラボレーション領域」、貧困を克服するための雇用や産業創出方法を学ぶ「経済・ビジネス領域」、情報インフラのない地域で何が起こってい
るか、何を知らせるべきかを学ぶ「メディア／空間情報領域」、差別の現状と発生メカニズムを解明する「ソシオロジー領域」。

東南アジアへの半期留学を通して、
地球社会の課題に挑む人材を育成

青山学院大学　地球社会共生学部

地
球
規
模
の
４
つ
の
課
題
を

４
つ
の
領
域
か
ら
学
ぶ

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

地球社会共生学部
地球社会共生学科４年
平松 賢
ひらまつ・さとる
静岡県立静岡高校卒業。
イギリスの大学院への進学
を希望している。

地球社会共生学部
地球社会共生学科４年
栂野絵美
とがの・えみ
埼玉県・ 私立淑

しゅく

徳
とく

与
よ

野
の

中学・
高校卒業。海外展開する
住宅メーカーに就職予定。

タイでフィールドワークに挑戦。
主体的に学ぶ大切さを学びました
タイと日本の住居の違いについて調査するため、現
地の方にインタビューしました。調査手法やまとめ
方も１人で考えるため、自分で学びを進めていく大
切さを実感できました。（栂野さん）

２年次の留学に向けて、英語の集中授業を
受けるほか、自主学習にも力を入れています
１年次には、英語の授業が週６コマあります。それでも希望の大学
に留学するには、英語力が不足していたため、授業の空き時間に、
先生に苦手のスピーキングの指導をしてもらいました。（平松さん）

留学先で世界各国の仲間と学び、
視野が広がりました　
私が留学したマレーシアの大学には、アジアや中東から留学生が集まっ
ていました。ともに学び、寮で一緒に生活をすることで、多様な視点や
価値観を知ることができ、視野が広がりました。（平松さん）
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が
あ
り
ま
し
た
が
、
何
を
学
び
た
い
の
か

は
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
４
つ
の

専
門
領
域
を
学
べ
る
点
は
魅
力
で
し
た
」

　２
年
次
前
期
に
領
域
と
ゼ
ミ
を
選
択

し
、
専
門
分
野
を
深
め
て
い
く
。
４
年
生

の
栂と

が

野の

絵
美
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「１
年
次
に
『
文
化
人
類
学
入
門
』
を

履
修
し
て
、
文
化
と
宗
教
に
つ
い
て
学
び

た
い
と
思
い
、『
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
領

域
』
を
選
び
ま
し
た
。
ゼ
ミ
で
は
、
キ
リ

ス
ト
教
に
つ
い
て
研
究
中
で
す
。
１
つ
の

領
域
を
選
択
し
て
も
、
他
領
域
の
科
目
も

自
由
に
選
択
で
き
る
た
め
、
幅
広
い
学
び

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　　２
つ
め
の
特
徴
は
、
２
年
次
後
期
か
ら
、

タ
イ
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
学
部
間
協
定
校
の

８
大
学
の
い
ず
れ
か
に
原
則
と
し
て
、
半

期
留
学
す
る
こ
と
だ
。
現
地
の
学
生
や
他

国
の
留
学
生
と
と
も
に
、
専
門
科
目
を
英

語
で
学
ぶ
。
そ
の
た
め
、
英
語
の
授
業
を

１
年
次
に
は
週
６
コ
マ
、
２
年
次
前
期
に

は
週
４
コ
マ
受
け
、
英
語
４
技
能
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
。

　平
松
さ
ん
は
、マ
レ
ー
シ
ア
の
国
立
マ
ラ

ヤ
大
学
で
国
際
政
治
学
を
学
ん
だ
。

　「留
学
前
は
、
国
際
政
治
学
の
入
門
し

か
学
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
、
最
初
は
、

他
国
の
留
学
生
の
知
識
量
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。
自
分
も
し
っ
か
り
授
業
に
つ
い
て

い
き
た
い
と
考
え
、
日
本
に
い
た
時
以
上

に
予
習
・
復
習
に
力
を
入
れ
ま
し
た
」

　留
学
先
で
は
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
現
地
で
課
題
に
感

じ
た
こ
と
の
中
か
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
て

現
地
で
調
査
を
行
い
、
帰
国
後
に
そ
の
結

果
を
報
告
す
る
。
タ
イ
に
留
学
し
た
栂
野

さ
ん
は
、
住
居
に
つ
い
て
調
べ
た
。

　「大
学
周
辺
を
散
歩
し
て
い
た
時
、
現

地
の
住
居
の
外
観
が
日
本
の
住
居
と
異

な
っ
て
い
て
、
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
調

べ
て
み
る
と
、
タ
イ
の
住
居
に
は
キ
ッ
チ

ン
が
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
理
由
を

調
査
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　テ
ー
マ
は
決
ま
っ
た
が
、
栂
野
さ
ん
が

悩
ん
だ
の
は
調
査
手
法
だ
っ
た
。
当
初
は
、

現
地
の
方
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
つ
も

り
だ
っ
た
が
、
タ
イ
語
の
質
問
用
紙
作
成

が
難
し
か
っ
た
た
め
、
断
念
し
た
と
い
う
。

　「調
査
手
法
は
英
語
が
話
せ
る
人
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
変
更
し
ま
し
た
。
話
を

聞
く
と
、
タ
イ
で
は
共
働
き
が
多
く
、
自

炊
す
る
よ
り
も
屋
台
で
食
事
を
す
る
方
が

安
い
た
め
、
キ
ッ
チ
ン
が
必
要
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
日
本
に
い
る
先
生
と

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
な
ど
で
相
談

し
ま
し
た
が
、
現
地
で
動
く
の
は
自
分
自

身
。
留
学
後
は
、
何
事
も
積
極
的
に
行
動

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
」

　留
学
は
、
語
学
力
を
高
め
た
り
、
専
門

性
を
深
め
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
多
様

性
に
満
ち
た
ア
ジ
ア
で
、
世
界
の
学
生
と

と
も
に
学
ぶ
こ
と
で
、
課
題
解
決
力
な
ど
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
必
要
な
能
力
を
身
に

つ
け
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

　半
期
の
留
学
を
経
て
、
２
人
は
将
来
の

道
が
明
確
に
な
っ
た
と
い
う
。

　「タ
イ
の
住
居
を
調
査
し
、
住
宅
に
興

味
を
持
っ
た
経
緯
か
ら
、
住
宅
業
界
を
中

心
に
就
職
活
動
を
行
い
、
内
定
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
面
接
で
は
、
海
外
で
自
分
の

力
で
調
査
研
究
し
た
こ
と
を
評
価
し
て
も

ら
え
た
と
感
じ
ま
し
た
」
　（栂
野
さ
ん
）

　「ゼ
ミ
や
留
学
先
で
『
国
際
政
治
学
』

に
つ
い
て
深
く
学
び
、
帰
国
後
に
は
『
政

治
思
想
』
を
履
修
し
、
自
分
が
学
び
た
い

の
は
、
そ
の
２
つ
を
橋
渡
し
す
る
よ
う

な
哲
学
的
な
学
問
分
野
だ
と
気
づ
き
ま
し

た
。
日
本
に
は
そ
の
分
野
の
研
究
者
が
ま

だ
少
な
い
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
院
に

進
学
し
て
、
研
究
者
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
平
松
さ
ん
）

　東
南
ア
ジ
ア
で
の
留
学
を
原
則
と
し
て
い

る
の
は
、
世
界
経
済
の
新
た
な
牽
引
役
と
し

て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
国
々
で
学
び
、

そ
れ
ら
の
国
々
が
直
面
し
て
い
る
課
題
に
向

き
合
う
こ
と
で
、
社
会
で
必
要
な
課
題
解
決

力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
そ
う

し
た
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
狭
い
分
野
で

突
出
し
た
知
識
を
身
に
つ
け
る
よ
り
も
、
経

済
、
政
治
、
文
化
な
ど
を
幅
広
く
学
ぶ
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
学
部
は
、
社
会

科
学
に
お
け
る
４
領
域
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

用
意
し
、
駐
在
員
経
験
者
な
ど
の
実
務
家
を

数
多
く
教
員
に
迎
え
、
実
践
的
な
学
び
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
異
文
化
社
会
で
の

学
習
や
生
活
を
通
し
て
、
主
体
性
、
積
極
性
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
等
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を

高
め
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　２
０
１
９
年
３
月
に
は
、
第
１
期
生
が
卒

業
し
ま
す
が
、
内
定
先
企
業
は
多
岐
に
わ
た

り
そ
う
で
す
。
現
在
、
上
場
企
業
の
ほ
と
ん

ど
が
ア
ジ
ア
進
出
を
し
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
部
門
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
＊
２
）
部
門
を
設
け
て

い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
業
種
に
就
職
し
て
も
、

そ
う
し
た
部
署
で
課
題
解
決
に
向
け
て
主
体

的
に
動
け
る
人
材
を
育
成
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

＊２　Corporate Social Responsibility の略。企業が自社の利益の追求だけでなく、事業活動を通して社会に貢献する責任のこと。

幅
広
い
知
識
と
主
体
性
を

武
器
に
活
躍
で
き
る
人
材
に

大

の

い

学

思
地
球
社
会
共
生
学
部

学
部
長

平
澤
典
男

ひ
ら
さ
わ
・
の
り
お

東
南
ア
ジ
ア
留
学
を
通
し
て

将
来
の
道
が
明
確
に
な
る

半
期
留
学
で
、
専
門
を
学
び
つ
つ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
も
挑
戦
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　教
師
集
団
が
、
自
校
の
生
徒
の
気
質
や
希

望
進
路
、
家
庭
や
地
域
の
期
待
、
そ
し
て
伝

統
・
文
化
を
踏
ま
え
て
「
こ
れ
か
ら
の
学
校
」

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
れ
を
実
現
す
る
具

体
的
行
動
へ
と
つ
な
げ
る
際
に
は
、
で
き
る

だ
け
多
様
な
意
見
に
耳
を
傾
け
合
う
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
他
者
の
多
様
な
意
見
は

自
身
の
考
え
を
広
げ
た
り
、
深
め
た
り
、
見

直
し
た
り
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
教
科
や

学
年
、
分
掌
を
超
え
た
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
で
「
学
校
と
し
て
全
員
が
大
切
に
す
べ
き

こ
と
」
に
た
ど
り
着
け
る
か
ら
で
す
。

　学
校
に
お
け
る
会
議
に
は
、
大
人
数
に
よ

る
十
分
な
拡
散
を
経
た
上
で
の
丁
寧
な
収
束

が
求
め
ら
れ
る
場
面
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
話
し
合
い
の
テ
ー
マ
は
、
参
加

者
に
拡
散
、
収
束
の
ど
ち
ら
を
求
め
る
の
か

が
明
確
に
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
話
し
合
い
の
過
程
で
も
、
司
会
・
進

行
役
か
ら
参
加
者
に
拡
散
、
収
束
を
促
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。「
答
え
が
１
つ
で

は
な
い
問
い
」
に
つ
い
て
、「
学
校
と
し
て

の
答
え
」
を
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
会
議
で
追
究

し
て
い
く
た
め
に
は
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り

が
、
会
議
の
状
態
を
俯
瞰
的
に
見
な
が
ら
語

り
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

会議の拡散と収束

これからの会議・研修のあり方、つくり方
職員会議・教員研修を充実させてチーム学校をつくる

今、学校現場では、次期学習指導要領等に向けて、教師にも、「アクティブ・ラーニング」の視点に基づいた
教師同士の日常的な学び合いが求められている。職員会議や教員研修などで、

教師集団が知見を結集し、学校をチーム化させる具体策を、現場の声や実践事例を交えて紹介する。

監修　日賀優一 「答えが１つではない問い」を考える高校生向け対話型ワークショップを開催する「三四郎の学校」事務局長。本誌 2016 年 6月
号で紹介した長崎県立諫早高校での取り組みを始め、高校教師や社会教育従事者などを対象とした学びの場づくりにも携わる。

拡散 収束

拡散には、各参加者が考えを固定化する枠を取り外し、見方・
考え方を広げる「個の中での拡散」と、個々の考えを述べ合
うことで集団内の考えを多様化する「集団内の拡散」がある。

◎話し合いのテーマ例
•生徒が生きる未来と育成を目指す資質・能力
•本校の学校行事は何を目的としているのか

収束には、各参加者が自分の考えを整理する「個の中での収
束」と、集団内の多様な考えをまとめたり、集団として行う
方策などの優先順位をつけたりする「集団内の収束」がある。

◎話し合いのテーマ例
•資質・能力の育成に向けた学年団での授業改善
•主体性を育む学校行事を実現するための次年度への仕かけ

参加者個々の考えを広げながら、
集団の多様性から学ぶ

参加者個々が考えを整理しながら、
集団としての方向性を定める

多
様
性
に
富
む
拡
散
を
経
て

本
質
的
な
収
束
に
至
る

テーマ

　「次期学習指導要領を受けて求められる指導改善とは？」
「教育活動をどう精選し、教師の役割や働き方はどうある
べきか？」など、今、高校現場は、それぞれの学校の状況
を踏まえて考えるべき課題に直面しています。そして、そ
れらの課題は、すべての教師が多様な考えを語り合う中で、

学校としての「答え」を打ち出していくことが求められる
ものであり、そこでは参加者の教師に、思考の拡散と収束
の両方が必要とされます。しかし、拡散と収束は異質な思
考の営みであるため、会議における司会・進行役の役割が
おのずと重要になります。

求めるのは拡散か？　収束か？　参加者に明確に伝わるテーマ設定が重要
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会議の拡散と収束　進行上のポイント

＜１時間の会議の構成モデル＞拡散と収束を組み合わせて意思決定へ

実際の会議では、最終的な意思決定を誰が、どのように行うのかも重要です。管理職が
意思決定者となる場合、上記の③または④の段階で管理職が参加したり、司会・進行役
が話し合われた内容を整理して管理職に伝えたりすることが、会議の価値を高めること
につながります。また、プロジェクトチームなど、複数の意思決定者が検討を引き継ぐ
場合、プロジェクトメンバーが①、②の段階でのグループに１人ずつ入るとよいでしょう。

意思決定を
可能な限り開かれた
ものにするために

拡散を促すために 収束を促すために

　テーマについて参加者が自由に意見を述べ、学校内に
多様な考えがあることに気づくことは、参加者がそれぞ
れの考えをさらに広げるきっかけになります。会議の場
では、自分とは違う意見でも、それを否定せず、まずは
受け止めることを参加者に求めます。多様な考えが存在
することを喜べるような場をつくることが重要です。

　多様な意見に耳を傾ける中で自分の考えが変わってい
くことは、決して後退ではありません。これまでの自分
にとらわれることなく、これからのありたい教師像を自
分の中で更新する、言わば成長、評価に値することを、
会議が収束の段階に来たところで参加者に理解してもら
います。

　期待したほど多様な意見が出ず、１つの考えにすぐに
収束し始める会議もあります。そのような時、司会・進
行役が参加者に、「なぜ、私たちはそのように考えるの
でしょうか」と問いかけます。参加者が自分に「なぜ？」
と問う中で、隠れていた考えやその基になった体験が見
つかり、別の考えが生まれることがあります。

　会議の目的が、例えば「プロジェクト委員会に最終決
定を委ねるための論点の整理」であったのにもかかわら
ず、参加者の発言がプロジェクトへの否定的な意見に終
始するなど、会議の目的と参加者の思考がずれてしまう
ことがあります。会議のテーマや目的を、全員が見える
ように黒板に大きく書くなどの配慮も必要です。

Point1	 否定をせず、耳を澄ます Point1	 自身の変容を歓迎する

Point 2	自分に「なぜ？」を向ける Point 2	会議の目的を再確認する

貴校の会議・研修づくりを
お手伝いします！
　VIEW21編集部が本コーナーの監修者とと
もに、貴校の会議・研修づくりをお手伝いい
たします（会議・研修の様子は、本誌誌面で
紹介させていただく場合があります）。現状
の会議・研修のあり方に課題意識をお持ち
の先生方のご応募をお待ちしております。 ※ご応募いただいた学校すべてを必ずお手伝いできるとは限りません。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、必要事項❶～
❹をご入力の上、下記の e-mail アドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認をお願いいたします

❶学校名・お名前　❷分掌・ご教職歴　❸改善したい会議・研修
の内容（目的・時期）　❹会議・研修に対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

〈個人情報の取り扱いについて〉　この「これからの
会議・研修のあり方、つくり方」の会議・研修づく
りの募集でご提供いただく個人情報は、今後の企
画を検討する目的で利用いたします。お客様の意思
によりご提供いただけない部分がある場合、手続
き・サービス等に支障が生じることがあります。また、
商品発送等で個人情報の取り扱いを業務委託しま
すが、厳重に委託先を管理・指導します。個人情報
に関するお問い合わせは、個人情報お問い合わせ
窓口（0120-924721、通話料無料、年末年始を除
く、9時～21時）にて承ります。（株）ベネッセコー
ポレーション　ＣＰＯ（個人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

20
分

10
分

20
分

●1　個の中での拡散
参加者を４、５人のグルー
プに分け、「他者の意見を
否定せず、耳を澄ます」「自
分に『なぜ？』を向ける」と
いった点に注意しながら、
テーマについて意見を述べ
合い、考えを広げさせる。

●2　個の中での収束
話し合いで気づいた「自分
の考えの軸」や「見落とし
ていた視点」を整理する時
間を設ける。「私が大切に
したい思い」などと題して、
紙に簡単に気づきを書いて
もらってもよい。

●3　集団内の拡散
それぞれのグループでどの
ような意見が出たのかを聞
き、全体で共有する。司会・
進行役が板書し、会議全体
でどのような考えが生まれ
ていたかを俯瞰し、さらに
考えを広げてもらう。

●4　集団内の収束
残った時間で、会議の目的
を踏まえて、参加者に自由
に発言を促す。また、司会・
進行役やテーマに関する最
終的な意思決定者が、会議
を通じた気づきを述べ、参
加者に成果を還元する。

思ったことを言葉にすることができるような働きかけを
会議の司会・進行役を務めたことがある先生方であれば、参加者が自由に
意見を述べ、思考を拡散させていくことの難しさは実感しているはずです。
年齢や立場を超えて、思ったことを率直に言葉にすることは簡単ではない
からこそ、司会・進行役が右記のようなメッセージを会議中に丁寧に繰り
返し発して、参加者の自由な発言を促し続けることが大切です。

年齢や役職の違いは忘れて

創造的に・未来志向で

思ったまま・ざっくばらんに

仲間として・生徒のために
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　東
京
都
教
育
委
員
会
で
は
、
２
０
１
３

年
度
「
東
京
都
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
３
次
）」

の
中
で
「
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材

の
育
成
」
を
掲
げ
、「『
使
え
る
英
語
力
』

の
育
成
」「
豊
か
な
国
際
感
覚
の
醸
成
」「
日

本
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
の
涵
養
」
の

実
現
に
向
け
、
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て

い
る
。指
導
部
国
際
教
育
推
進
担
当
の
瀧
沢

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」（
瀧
沢
課
長
）

　高
校
教
育
に
か
か
わ
る
主
要
事
業
の
１

つ
が
、「
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
10
」
と
「
英

語
教
育
推
進
校
」
だ
。「
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル

10
」
は
、
次
代
を
担
う
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
事

業
で
、
10
校
の
都
立
高
校
・
中
等
教
育
学

校
を
指
定
。
一
方
、「
英
語
教
育
推
進
校
」

佳
宏
課
長
は
そ
の
目
的
を
こ
う
説
明
す
る
。

　「東
京
都
は
、
海
外
か
ら
の
来
訪
者
と
と

も
に
、
定
住
す
る
外
国
人
も
多
く
、
２
年

後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
機
に
、そ
の
状
況
は
加
速
す
る
で
し
ょ

う
。
そ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で

生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
、
自
己
実
現

す
る
力
を
育
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　18
年
２
月
に
は
、「
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
計
画
'20
」
を
策
定
。
そ
こ
で
は
、

東
京
の
未
来
と
、
そ
こ
で
活
躍
す
る
人
材

に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
描
い
た
上
で
、

生
徒
・
教
師
の
英
語
力
、
国
際
交
流
に
関

す
る
目
標
を
設
定
し
、①
授
業
の
質
を
高
め

る
、②
学
ぶ
時
間
・
機
会
を
増
や
す
、③
学

ぶ
意
欲
を
高
め
、学
び
続
け
る
と
い
う
３
つ

を
取
り
組
み
の
方
向
性
に
掲
げ
、20
の
施
策

を
示
し
た
。
そ
れ
ら
を
具
体
化
す
る
事
業

と
し
て
、
人
材
配
置
、
教
材
の
開
発
・
提
供
、

研
修
の
実
施
を
充
実
さ
せ
て
い
る
（
図
１
）。

　「英
語
教
育
改
革
で
は
『
話
す
』
力
の
育

成
に
注
目
が
集
ま
り
や
す
い
で
す
が
、
東

京
都
が
育
成
を
目
指
す
の
は
社
会
で
『
使

え
る
英
語
力
』
で
す
。
新
学
習
指
導
要
領

で
も
目
的
や
場
面
な
ど
に
応
じ
た
言
語
活

動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
ら
課

題
を
設
定
し
、
方
策
を
話
し
合
う
タ
ス
ク

ベ
ー
ス
の
授
業
が
さ
ら
に
実
践
さ
れ
る
こ

東
京
都
教
育
庁
指
導
部

　

国
際
教
育
推
進
担
当
課
長

瀧
沢
佳
宏

　た
き
ざ
わ
・
よ
し
ひ
ろ

東
京
都
立
両
国
高
校
副
校
長
、
東

京
都
教
育
庁
指
導
部
、人
事
部
、
都

立
学
校
教
育
部
等
を
経
て
、
現
職
。

人
材
配
置
、教
材
提
供
、研
修

を
柱
に
授
業
改
善
を
支
援

特別企画

英
語
教
育
改
革

社会の激しい変化を受け、学校教

育の一層の充実が求められる中、

教育委員会の後押しがますます重

要となっている。そこで、本コーナー

では、多様な学校を有する東京都

の取り組みを紹介していく。第１

回のテーマは、英語教育改革だ。

2020 年の東京オリンピック・パラ

リンピックを好機の１つとして展開

する「使える英語力」の育成に向

けた施策とは？

都教委の挑戦
生
徒
が
英
語
４
技
能
を
使
う
環
境
を

学
校
内
外
で
様
々
に
整
備
し
、

「
使
え
る
英
語
力
」を
育
む

教育委員会
の
施策

第 1 回

生
徒
が
授
業
で
４
技
能
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
え
る
よ
う
に

＊１　JET─ ALT は、語学指導等を行う外国青年招致事業（JET プログラム）で雇用した ALT のこと。Non ─JET ALT は、自治体などが独自に雇用した ALT のこと。

48 Oc tober  2018

Q8-586-000 2018 年度　VIEW21高校版 10月号 48頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組
09/20
南部

念
校
10/02
藤原 - -/-

- - -/-
- - -/-

-
P48-51_view21koukou-10g.indd   48 2018/10/02   13:25



は
、
都
立
高
校
の
英
語
教
育
を
先
導
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
40
校
の
都
立
高
校
・

中
等
教
育
学
校
を
指
定
し
た
。
指
定
校
に

は
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
│

Ａ
Ｌ
Ｔ（
＊
１
）の
２
人
配
置
、

英
語
の
資
格
・
検
定
試
験
を
活
用
し
た

英
語
４
技
能
調
査
、
ベ
ネ
ッ
セ
の「O

nline 
Speaking T

raining
」（
以
下
、Ｏ
Ｓ
Ｔ
。

＊
２
）
の
導
入
な
ど
、
生
徒
が
４
技
能
を

使
う
場
面
が
増
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

新
規
事
業
実
施
の
際
に
留
意
し
て
い
る
の

は
、
事
業
を
各
校
の
教
育
課
程
に
応
じ
た

も
の
に
す
る
こ
と
だ
。

　「学
校
の
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
て
事
業
を
計

画
し
ま
す
が
、
実
施
が
決
定
す
る
の
は
年

度
末
に
な
る
た
め
、
年
度
途
中
で
の
導
入

と
な
り
ま
す
。
各
校
を
訪
れ
て
事
業
内
容

を
説
明
し
、
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
教
育

課
程
に
事
業
を
ど
う
組
み
込
む
の
か
を
一

緒
に
考
え
る
な
ど
、
丁
寧
な
対
応
を
心
が

け
て
い
ま
す
」（
瀧
沢
課
長
）

　事
業
が
さ
ら
に
効
果
を
発
揮
す
る
よ
う
、

教
員
研
修
に
も
力
を
入
れ
る
。
教
員
の
海

外
派
遣
研
修
で
は
、
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
（
＊
３
）

を
学
ぶ
場
と
し
、
受
講
者
に
は
、
自
身
が

学
ん
だ
指
導
法
を
帰
国
後
に
校
内
や
地
区

に
広
め
る
役
割
を
担
わ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　「小
学
校
の
英
語
教
科
化
に
よ
っ
て
、小
・

中
・
高
で
の
一
貫
し
た
英
語
教
育
が
一
層

重
要
に
な
り
ま
す
。研
修
で
は
、校
種
を
超

え
た
教
師
の
交
流
の
場
も
設
け
、互
い
の
指

導
を
知
り
、
12
年
間
の
連
続
性
を
意
識
で

き
る
よ
う
に
も
し
て
い
ま
す
」（
瀧
沢
課
長
） 

　国
内
研
修
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
チ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
行
う
た
め
の
講
座
や
、

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
を
用
い
た
授
業
づ
く
り
の
講

座
な
ど
、
事
業
と
関
連
し
た
研
修
も
行
う
。

　　今
後
力
を
入
れ
る
施
策
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
の
は
、
国
内
で
の
国
際
交
流
だ
。
高

校
生
の
海
外
留
学
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

日
本
に
い
な
が
ら
海
外
留
学
に
近
い
経
験

が
で
き
る
よ
う
、
外
国
人
留
学
生
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、18
年
度
、

国
際
交
流
に
関
す
る
情
報
を
一
元
化
し
、

学
校
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
「
国
際
交
流

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
新
設
。
同
９
月
に

は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
が
常
駐

す
る
体
験
型
英
語
学
習
施
設
「T

O
K

Y
O

 
GLO

BA
L GA

T
EW

A
Y

」
を
開
設
し
た
。

　「多
様
な
人
々
と
対
話
し
、
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、

実
際
に
そ
の
経
験
を
積
む
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
外
国
人
と
直
接
交
流
す
る
意
義
が

一
層
高
ま
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。多
様
性
を

理
解
し
、
寛
容
性
を
高
め
て
、
他
者
と
良

好
な
関
係
を
築
く
力
を
、
子
ど
も
た
ち
に

育
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
瀧
沢
課
長
）

　ま
た
、
中
学
・
高
校
の
英
語
教
育
の
さ

ら
な
る
充
実
に
向
け
、
高
校
入
試
に
お
け

る
英
語
４
技
能
評
価
に
つ
い
て
、有
識
者
や

校
長
ら
に
よ
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
検

討
を
始
め
た
（
図
２
）。
現
段
階
で
は
、「
話

す
こ
と
」の
検
査
の
実
施
に
つ
い
て
、
英
語

の
資
格
・
検
定
試
験
の
活
用
を
前
提
と
し
、

学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
内
容
の
担
保
、

活
用
す
る
試
験
の
一
本
化
、
受
験
回
数
は

各
受
験
者
１
回
と
い
っ
た
方
向
性
だ
。

　「中
学
校
ま
で
に
身
に
つ
け
た
英
語
力

を
、各
高
校
の
特
色
あ
る
教
育
に
よ
り
、自

校
が
目
標
と
す
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
高
め
て

卒
業
さ
せ
る
役
割
を
果
た
す
上
で
、高
校
の

英
語
入
試
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
入
学
│

教
育
課
程
│
卒
業
と
い
う
一
貫
し
た
ポ
リ

シ
ー
の
下
、英
語
教
育
の
充
実
と
い
う
視
点

で
、検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
」（
瀧
沢
課
長
）

高
校
入
試
で
の
英
語
４
技
能

評
価
の
検
討
に
着
手

図１　東京都の英語教育に関する主な事業（抜粋）

図２　東京都立高校入試英語検査改善の想定スケジュール

事業名 開始年度 概要

次世代リーダー
育成道場 2012 高校生の海外留学を支援する制度。より実りのある留学となる

よう、事前・事後研修も実施。年間 200 人を派遣。

教員の
海外派遣研修 2014

中学校・高校の英語科教員を英語圏の国に約３か月間派遣。
ホームステイをしながら現地の大学に通い、英語を母国語と
しない人に対する英語教授法の TESOL（＊３）を学ぶ。年間
140 人を派遣。2016 年度からは小学校教員にも拡大。

授業改善に向けた
4 技能評価の導入 2016 「東京グローバル 10」及び「英語教育推進校」に対して、英語

の資格・検定試験を活用した生徒の 4 技能の英語力調査を実施。

オンライン
英会話学習 2016

タブレット端末を使ったオンライン英会話学習（ベネッセの
「Online Speaking Training（＊２）」）を、「東京グローバル 10」
の全校、「英語教育推進校」のうち12 校に導入。１回 30 分間、
月３回、主に２年次で実施。

東京都英語村
「TOKYO GLOBAL 
GATEWAY」の整備

2018
小学生～高校生が利用できる体験型英語学習施設。日常生活
を想定したやりとりを英語でするプログラムや、英語で様々な分
野を学ぶプログラムがある。

＊東京都教育庁提供資料を基に編集部で作成。

年
度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

都（
高
校
入
試
）

＊「東京都立高等学校入学者選抜英語検査改善検討委員会報告書」（2017年12月）を基に編集部で作成。

調査
研究

フィージ
ビリティ

調査
プレテスト　→　一部実施　→　拡大実施

公表・周知

＊２　ベネッセが提供するサービスの１つで、インターネットのテレビ電話を使って、ネイティブスピーカーと１対１での英会話練習ができるサービス。　＊３　Teaching 
English to Speakers of Other Languages の略。英語を母国語としない人を指導するための教授法。第二言語習得理論、語彙・文法・発音などの教授法、カリキュラム、
指導案、評価法などを学ぶ。
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　東
京
都
立
小
石
川
中
等
教
育
学
校
は
、

教
育
理
念
に
「
立
志
・
開
拓
・
創
作
」
を

掲
げ
、「
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
と
し

て
、
幅
広
い
教
養
と
豊
か
な
感
性
及
び
高

い
語
学
力
を
身
に
つ
け
た
生
徒
」
を
、
育

て
た
い
生
徒
像
の
１
つ
に
掲
げ
て
い
る
。

そ
の
実
現
に
向
け
、
英
語
教
育
で
は
６
年

間
の
系
統
的
な
指
導
を
展
開
し
、
英
語
を

ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す
る
力
を
育
ん
で
い

る
。
土ひ

じ
か
た方
賢
作
副
校
長
は
、
同
校
の
英
語

教
育
の
方
針
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「授
業
は
、
生
徒
が
４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
使
え
る
よ
う
な
展
開
と
し
、
自
分
の

意
見
を
言
う
場
面
を
随
所
に
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
教
師
は
基
本
的
に
英
語
で
授
業

を
進
め
ま
す
が
、
低
学
年
ほ
ど
そ
の
点
を

意
識
し
て
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
」

　指
導
の
軸
と
な
る
の
は
、１
人
１
家
庭
に

２
週
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
中
学
３
年

次
の
海
外
語
学
研
修
と
、
連
携
校
に
お
い

て
英
語
で
課
題
研
究
の
発
表
な
ど
を
行
う

高
校
２
年
次
の
海
外
修
学
旅
行
だ（
図
３
）。

　「現
地
の
人
と
対
話
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
、生
徒
に
と
っ
て
英
語
学
習
の
強
い

動
機
づ
け
に
な
り
、教
師
に
と
っ
て
は
発
信

型
の
授
業
を
す
る
必
要
性
へ
の
共
通
理
解

に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
」（
土
方
副
校
長
）

　そ
う
し
た
国
際
理
解
教
育
が
評
価
さ
れ
、

同
校
は
東
京
都
「
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
10
」

に
15
年
度
か
ら
２
期
連
続
で
指
定
さ
れ
た
。

都
教
委
の
支
援
を
受
け
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
４
人
体

制
（
＊
１
）
と
し
、
16
年
度
か
ら
は
Ｏ
Ｓ

Ｔ
（
＊
２
）
を
実
施
す
る
な
ど
、
４
技
能

を
育
成
す
る
た
め
の
環
境
が
よ
り
充
実
し

て
い
る
と
、
久
保
静
生
副
校
長
は
語
る
。

　「指
定
を
受
け
た
こ
と
で
、
他
校
の
視

察
の
機
会
が
増
え
、
そ
れ
ら
も
動
機
づ
け

と
な
っ
て
、
教
師
の
指
導
力
向
上
が
さ
ら

に
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
も
、
授
業
で

英
語
を
使
う
環
境
が
よ
り
充
実
し
た
こ
と

で
、
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
の
参
加
な
ど
、

学
内
外
で
英
語
を
使
う
こ
と
に
積
極
的
に

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

東
京
都
立
小
石
川
中
等
教
育
学
校

副
校
長

久
保
静
生

　く
ぼ
・
し
ず
お

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

東
京
都
立
小
石
川
中
等
教
育
学
校

副
校
長

土
方
賢
作

　ひ
じ
か
た
・
け
ん
さ
く

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。

東
京
都
立
小
石
川
中
等
教
育
学
校

石
澤
昌
大

　い
し
ざ
わ
・
ま
さ
ひ
ろ

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
英
語
科
。

東
京
都
立
小
石
川
中
等
教
育
学
校

◎
東
京
府
立
第
五
中
学
校
と
し
て
創
立
。
２
０
０
６

年
、
中
等
教
育
学
校
と
し
て
開
校
し
、
中
高
一
貫
校

化
。「
小
石
川
教
養
主
義
」「
理
数
教
育
」「
国
際
理
解

教
育
」
を
柱
と
し
、
教
育
活
動
を
展
開
。
２
０
０
６

年
か
ら
３
期
連
続
で
、
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
に
指
定
。
15
年
度
か
ら

２
期
連
続
で
、
東
京
都
「
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
10
」
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。

◎
設
立

　１
９
１
８
（
大
正
７
）
年

◎
形
態

　全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　1
学
年
約
１
６
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
東
北
大
、
東
京
工
業
大
、
東
京
大
、

一
橋
大
、
京
都
大
な
ど
に
80
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ

４
０
８
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://w
w

w
.koishikaw

achuto-e.
m

etro.tokyo.jp/site/zen/

「
東
京
グ
ロ
ー
バ
ル
10
」
指
定
を

機
に
、
英
語
教
育
が
一
層
充
実

東
京
都
立
小
石
川
中
等
教
育
学
校

６
年
間
の
系
統
的
な
指
導
と
、生
徒
が

４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
使
う
授
業
を

通
じ
て
、「
使
え
る
英
語
力
」を
育
成

学校現場
の
実践

図３　英語教育の主要な活動

１
年
次
レシテーション
コンテスト

“The Three Little Pigs”（三匹の子豚）の絵本
を、ジェスチャーや擬音、歌を織り交ぜながら
暗唱する。

２
年
次

国内語学研修

都内の宿泊施設で２泊３日、生徒８人にネイティ
ブスピーカー１人がつき、英語漬けの３日間を
送る。ホームステイで行われる日常会話に加え、
数学や理科、体育などの授業を英語で受ける。

スキット
コンテスト

各クラス２班が代表となり、テーマに沿ったス
キットを、身振り手振りを交えて発表。

３
年
次

オーストラリア
海外語学研修

夏季休業中に２週間、１人１家庭にホームステイ
をしながら、現地校に通い、英語を学ぶ。

リサーチ＆プレ
ゼンテーション
コンテスト

海外語学研修中に疑問を持って調べたことを、
帰国後、各自の仮説・検証・結論を英文でまとめ、
プレゼンテーションソフトで発表する。

４
年
次

スピーチ
コンテスト

冬季休業中の宿題として書いた 400words の原
稿をスピーチする。

英語による
論文作成

「小石川フィロソフィー」（＊３）で取り組む課題
研究について、希望者は英語で論文を執筆。

５
年
次

シンガポール・
マレーシア
海外修学旅行

２月に４泊５日で実施。シンガポールでは連携
校４校に 40 人ずつ分かれて訪問。「小石川フィ
ロソフィー」の研究内容をポスターにして英語で
発表したり、現地の高校生とディスカッションを
行ったりして交流する。マレーシアでは、農村
を訪れ、現地の家庭と交流する。また、事前学
習として、留学生を招いたディスカッションの研
修や、マレーシア人を招いた学習会も実施。

＊学校資料及び取材を基に編集部で作成。

＊１　JET─ ALT ２人、Non ─ JET ALT ２人。　＊２　ベネッセが提供するサービスの１つで、インターネットのテレビ電話を使って、ネイティブスピーカーと１対１での英会話
練習ができるサービス。　＊３　全校生徒が６年間を通して取り組む課題研究のこと。
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　授
業
の
様
子
を
見
て
い
く
。
英
語
科
の

石
澤
昌ま

さ
ひ
ろ大
先
生
は
、
14
年
度
、
都
教
委
の

海
外
派
遣
研
修
を
受
け
て
、
指
導
の
幅
が

大
き
く
広
が
っ
た
と
言
う
。

　「私
自
身
、
学
生
時
代
に
コ
ミ
ュ
ニ
カ

テ
ィ
ブ
な
英
語
の
授
業
を
受
け
た
経
験
が

あ
ま
り
な
く
、
指
導
の
引
き
出
し
が
少
な

い
の
が
悩
み
で
し
た
。
そ
う
し
た
時
に
、

海
外
派
遣
研
修
で
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
（
＊
４
）の

多
彩
な
メ
ソ
ッ
ド
を
学
び
、
一
緒
に
研
修

に
参
加
し
た
同
僚
と
モ
デ
ル
授
業
を
し
た

こ
と
は
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
　

　石
澤
先
生
の
授
業
は
、
４
技
能
を
複
合

的
に
使
う
活
動
が
中
心
だ
。
４
技
能
育
成

に
効
果
的
な
指
導
法
の
１
つ
は
デ
ィ
ベ
ー

ト
だ
と
、石
澤
先
生
は
指
摘
す
る
。テ
ー
マ

に
つ
い
て
調
べ
、原
稿
を
書
き
、相
手
の
発

言
を
よ
く
聞
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
。
そ

の
一
連
の
流
れ
の
中
で
４
技
能
を
複
合
的

に
使
う
こ
と
が
、
結
果
的
に
４
技
能
の
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
育
成
に
つ
な
が
る
と
言
う
。

　ま
た
、オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド
の
問
い
を
投
げ

か
け
、自
分
の
意
見
を
書
い
た
り
発
表
し
た

り
す
る
場
も
設
け
る（
写
真
１
）。
答
え
が

１
つ
で
は
な
い
問
い
を
考
え
、他
者
の
意
見

を
聞
く
こ
と
で
、
思
考
力
と
広
い
視
野
を

育
む
こ
と
も
ね
ら
い
の
１
つ
と
し
て
い
る
。

　生
徒
と
の
対
話
で
は
、
生
徒
の
発
言
を

否
定
し
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
る
と
言
う
。

　「今
後
、
生
徒
は
多
様
な
価
値
観
を
持
つ

人
々
と
協
働
し
て
社
会
を
築
い
て
い
く
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
時
に
大

切
な
の
は
、
自
分
が
理
解
で
き
な
い
こ
と

で
も
、
ま
ず
は
し
っ
か
り
聞
い
て
、
受
け

入
れ
る
こ
と
で
す
。
他
の
生
徒
が
否
定
的

な
態
度
を
取
っ
て
も
、
私
が
認
め
る
こ
と

で
、
他
者
の
価
値
観
や
考
え
方
を
受
け
入

れ
る
姿
勢
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」（
石
澤
先
生
）

　同
校
は
、Ｏ
Ｓ
Ｔ
の
活
用
も
積
極
的
に
進

め
て
い
る（
写
真
２
）。
生
徒
の
様
子
を
見

る
と
、英
語
が
苦
手
な
生
徒
ほ
ど
う
ま
く
活

用
し
て
い
る
と
、石
澤
先
生
は
指
摘
す
る
。

　「生
徒
個
々
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
持

ち
、ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
つ
け
る
の
で
、周
り

に
自
分
の
会
話
は
聞
か
れ
ま
せ
ん
。講
師
は

発
音
な
ど
を
間
違
え
て
も
嫌
な
顔
は
し
ま

せ
ん
し
、言
葉
に
詰
ま
っ
た
時
に
は
ア
ド
バ

イ
ス
を
く
れ
ま
す
。
思
い
切
り
英
語
を
話

す
練
習
を
積
み
、
次
第
に
授
業
で
も
英
語

で
発
言
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
」

　講
師
と
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
対
話
が
楽

し
い
と
、Ｏ
Ｓ
Ｔ
を
受
講
し
た
生
徒
は
話
す
。

　「講
師
と
は
趣
味
な
ど
の
話
も
し
ま
す
。

自
分
が
話
し
た
い
こ
と
を
言
え
、
そ
れ
に

つ
い
て
ほ
か
の
よ
い
表
現
も
教
え
て
く
れ

る
の
で
、
自
分
だ
け
の
勉
強
に
な
り
ま
す
」

　様
々
な
国
際
理
解
教
育
を
受
け
て
き
た

生
徒
は
、
海
外
留
学
へ
の
意
欲
も
高
い
。

　「『
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
道
場
』
の
応

募
者
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

年
の
高
校
３
年
生
に
は
、
海
外
大
学
へ
の

進
学
希
望
者
が
数
人
い
ま
す
。
都
教
委
の

協
力
も
得
な
が
ら
、
希
望
進
路
の
実
現
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
」（
久
保
副
校
長
）

　海
外
留
学
者
が
帰
国
後
、
校
内
に
及
ぼ

す
影
響
も
大
き
い
。
17
年
度
「
全
国
高
校

生
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
」で
５
位
に
入
賞

し
た
現
高
校
３
年
生
の
４
人
の
う
ち
３
人

は
、「
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
道
場
」
で
の

留
学
経
験
者
だ
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
の

練
習
相
手
を
探
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
テ

レ
ビ
電
話
で
練
習
試
合
を
行
う
な
ど
、
自

ら
行
動
し
て
腕
を
磨
い
て
き
た
。
そ
う
し

た
先
輩
の
姿
に
刺
激
さ
れ
、下
級
生
に
も
参

加
希
望
者
が
現
れ
、活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

　今
後
の
課
題
は
、
生
徒
中
心
の
授
業
を

さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
こ
と
だ
と
語
る
。

　

　「教
師
は
ど
う
し
て
も
、
習
得
し
て
ほ
し

い
知
識
・
技
能
か
ら
授
業
を
展
開
し
が
ち

で
す
。
そ
の
発
想
を
転
換
さ
せ
、『
環
境
改

善
案
を
作
成
し
よ
う
』
と
い
っ
た
、『
何
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
か
』
を
軸
と
し
た
授

業
を
目
指
し
て
、
指
導
力
を
さ
ら
に
高
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
石
澤
先
生
）

写真１　問題演習が中心となる高校３年次の授業でも、ほ
ぼ英語で授業が進められた。最後に、問題内容に関連して、

「社会保障の条件が違う２つの国を比べて、どちらに住み
たいか」と先生が問いを出し、生徒は１分間考えた後、隣
同士で１分 30 秒ずつ英語で自分の意見を伝え合った。

写真２　高校２年次で行われた OST の様子。生徒たちは
楽しそうに講師と話していた。「学習した文法を使って、言
いたいことを伝えられた時は、英語が自分のものになった
と実感できてうれしい」と感想を聞かせてくれた。

１
対
１
の
対
話
だ
か
ら
こ
そ

自
分
だ
け
の
学
び
が
あ
る

都教委の挑戦

４
技
能
を
複
合
的
に
使
い
、

自
分
の
意
見
を
表
現
す
る

＊４　Teaching English to Speakers of Other Languages の略。英語を母国語としない人を指導するための教授法。第二言語習得理論、語彙・文法・発音などの教授法、
カリキュラム、指導案、評価法などを学ぶ。
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　東
京
都･
私
立
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校

は
、
21
世
紀
の
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の

育
成
に
向
け
、「『
自
調
自
考
』
の
力
を
伸
ば
す
」「
国

際
人
と
し
て
の
資
質
を
養
う
」「
高
い
倫
理
感
を
育

て
る
」
の
３
つ
の
教
育
目
標
を
掲
げ
、
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
る
。「
自
調
自
考
」
と
は
、「
自
ら
の

手
で
調
べ
、
自
ら
の
頭
で
考
え
る
」
こ
と
だ
。
そ

う
し
た
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、
全
教
育
活
動
で

生
徒
が
「
考
え
る
」
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　そ
の
理
由
を
高た
か

際ぎ
わ

伊い

都つ

子こ

副
校
長
は
、
次
の
よ

う
に
話
す
。

　「グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
当
事
者
意
識
を
強
く
持
ち
、
周
囲
の

人
の
状
況
を
理
解
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
、
解
決
策
を
自
ら
生
み
出
す
こ
と
が
必

要
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
力
を
育
む
た
め
に
は
、

思
考
す
る
機
能
を
つ
か
さ
ど
る
脳
の
『
動
機
づ
け

を
行
う
』『
知
識
を
記
憶
す
る
』『
感
情
を
理
解
す
る
』

『
言
語
を
操
る
』『
物
事
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
』
と
い
っ

た
５
つ
の
機
能
を
有
機
的
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　そ
れ
ら
の
機
能
に
は
人
に
よ
っ
て
得
意
・
不
得

意
が
あ
り
、
す
べ
て
が
完
璧
に
兼
ね
備
わ
っ
て
い

る
必
要
は
な
い
と
、
高
際
副
校
長
は
強
調
す
る
。

　「一
人
ひ
と
り
に
個
性
が
あ
る
の
で
、
自
分
は
ど

ん
な
人
間
な
の
か
、
自
己
認
識
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
こ
で
本
校
で
は
、
生
徒
が
自
分
を
知

る
た
め
に
、学
期
や
学
校
行
事
ご
と
の『
振
り
返
り
』

を
６
年
間
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
」（
写
真
１
）

　ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
手
法
は
異
な
る
が
、
各
自
で

　

書
い
た
も
の
を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
て
、
仲
間
と

の
意
見
交
換
を
行
う
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
６
年
間

繰
り
返
し
、
自
分
の
考
え
を
深
め
る
力
を
育
成
し

て
い
る
。

　生
徒
が
学
外
で
「
自
調
自
考
」
を
実
践
す
る
場

も
数
多
く
設
け
て
い
る
。
そ
の
中
心
と
な
る
の
が
、

中
学
１
年
生
〜
高
校
２
年
生
で
実
施
し
て
い
る
校

外
研
修
だ
。
主
体
的
に
考
え
る
力
を
育
成
す
る
た

め
に
、
校
外
研
修
は
現
地
集
合
で
、
見
学
地
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
計
画
す
る
。

中
学
生
は
、
学
内
の
仲
間
と
の
探
究
活
動
が
中
心

だ
が
、
高
校
生
に
な
る
と
社
会
課
題
の
探
究
活

動
も
行
う
。
例
え
ば
、
高
校
１
年
生
の
広
島
研
修

「H
iroshim

a Project

」
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
＊
）
の
中

心
的
な
活
動
で
、
国
語
科
・
社
会
科
・
英
語
科
な

写真１　校外研修や学園祭などの学校行事後に行う振り返り
シート。質問は、「この行事は、何を学ぶことができる行事だと
思いますか」「今回の経験で、『最も強く印象に残ったこと』はど
んなことですか」など５つだ。

「リーダー」を育む６か年デザイン
F I L E  3

＊　文部科学省のスーパーグローバルハイスクール。

東
京
都･

私
立
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校

「
自
調
自
考
」の
精
神
を
備
え
た

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

◎
設
立

　
　１
９
2
4
（
大
正
13
）
年

◎
形
態

　
　全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　１
学
年
約
２
０
０
人

◎
教
育
目
標

　「『
自
調
自
考
』
の
力
を
伸
ば
す
」「
国
際
人
と
し

て
の
資
質
を
養
う
」「
高
い
倫
理
感
を
育
て
る
」

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

　国
公
立
大
は
、

東
京
大
、
京
都
大
な
ど
に
９７
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義

塾
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
４
７
０
人
が
合
格
。

◎
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　https://w
w
w
.shibushibu.jp/

東
京
都
・
私
立
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校

副
校
長

高
際
伊
都
子

　た
か
ぎ
わ
・
い
つ
こ

教
職
歴
29
年
。
中
学
開
校
時
よ
り
現
職
。

学
校
行
事
ご
と
の
振
り
返
り
を
通
じ
て

自
分
を
知
り
、
思
考
を
深
め
る

社
会
課
題
の
探
究
活
動
を
行
い
、

視
野
を
広
げ
る

私立中高一貫校に聞くシリーズ
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ど
に
よ
る
教
科
横
断
型
の
探
究
活
動
だ
。
国
内
外

の
高
校
生
と
話
し
合
い
の
場
を
持
ち
、「
人
間
の
安

全
保
障
」
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
。

　「毎
年
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
校
の
広
島
女
学
院
中
学
高

校
の
生
徒
と
平
和
教
育
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

本
校
の
生
徒
は
平
和
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
面

に
目
が
向
き
が
ち
で
し
た
が
、
被
爆
地
に
あ
る
広

島
女
学
院
の
生
徒
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
当
事
者

意
識
の
差
を
感
じ
る
よ
う
で
す
。
都
会
で
育
っ
た

本
校
の
生
徒
た
ち
は
地
域
の
課
題
を
感
じ
る
こ
と

は
少
な
く
、
当
事
者
意
識
を
持
ち
に
く
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
異
な
る
背
景
を
持
つ
人
た

ち
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
新
た
な
価
値
観
を
学
び
、

考
え
を
深
め
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

（
高
際
副
校
長
）
　

　さ
ら
に
、
２
０
１
８
年
７
月
に
は
、
新
た
な
挑

戦
を
行
っ
た
。
同
校
と
姉
妹
校
の
渋
谷
教
育
学
園

幕
張
中
学
校
・
高
校
と
と
も
に
、
世
界
各
国
の
高

校
生
が
水
資
源
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
議
論
す
る

国
際
会
議
「
世
界
高
校
生
水
会
議

　

W
ater is Life 

2018

」
を
主
催
し
た
。
同
会
議
に
は
、
世
界
18
か

国
か
ら
27
校
の
高
校
が
集
ま
り
、
専
門
家
に
よ
る

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
研
究

発
表
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
同
校
か
ら
は
研
究
発

表
を
行
う
代
表
生
徒
６
人
が
参
加
す
る
と
と
も
に
、

２
０
０
人
の
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
会
議

の
運
営
に
か
か
わ
っ
た
（
写
真
２
）。

　「今
回
で
３
回
目
の
開
催
に
な
り
ま
す
が
、
生
徒

主
体
で
会
議
の
運
営
を
行
っ
た
の
は
、
本
学
園
が

初
め
て
で
す
。
当
初
は
ほ
か
の
参
加
国
か
ら
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
終
了
後
に
は
生
徒
の
組
織
力
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
世
界
の

仲
間
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
に
足
り
な

い
部
分
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
知
識
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
優
れ
て
い
た
点
も
実
感
し

た
よ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
経
験
を
通
し
て
、『
英

語
力
を
高
め
た
い
』『
専
門
分
野
を
深
め
た
い
』
と
、

学
習
意
欲
を
よ
り
高
め
た
生
徒
も
多
か
っ
た
で
す
」

（
高
際
副
校
長
）

　自
分
を
知
る
た
め
に
仲
間
や
社
会
と
つ
な
が
る

こ
と
で
視
野
を
広
げ
、
考
え
る
力
を
鍛
え
る
。
そ

う
し
た
教
育
活
動
の
集
大
成
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

高
校
１
年
生
か
ら
２
年
間
か
け
て
取
り
組
む
「
自

調
自
考
論
文
」
だ
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
由
に

課
題
を
設
定
し
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
知
識
を
自
分

な
り
に
深
化
さ
せ
、
約
１
万
字
の
論
文
に
ま
と
め

る
。
そ
の
過
程
に
は
中
間
発
表
会
を
設
け
、
他
の

生
徒
か
ら
刺
激
を
受
け
た
り
、
卒
業
生
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
し
、
論
文
を
磨
く
。

　６
年
間
、
自
分
で
考
え
抜
く
経
験
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
は
主
体
的
に
進
路
実
現
す

る
力
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
は
結
果
的
に
高
い
進
路

実
績
に
結
び
つ
い
て
い
く
と
い
う
。
今
後
の
課
題

を
高
際
副
校
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「今
後
よ
り
強
化
し
た
い
の
は
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル

シ
ン
キ
ン
グ
で
す
。技
術
革
新
に
よ
り
、よ
り
速
く
、

よ
り
広
く
情
報
が
伝
わ
る
中
で
、
物
事
を
正
確
に

判
断
で
き
る
力
が
重
要
だ
か
ら
で
す
。
そ
の
力
を

磨
く
鍵
と
な
る
の
が
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
と
語
学
力
で

し
ょ
う
。
例
え
ば
、
道
徳
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
す
る
メ

デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
る
な
ど
、

授
業
改
革
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
の
進

路
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
担
任
が
生
徒

一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
う
時
間
を
よ
り
充
実
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
担
任
業
務
が
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
現
在
は
ア
ナ
ロ
グ
で
行
っ

て
い
る
『
振
り
返
り
』
も
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
教
員
同
士
も
連

携
し
、
担
任
以
外
で
も
適
切
な
面
談
・
声
か
け
が

で
き
る
よ
う
、
面
談
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
く

予
定
で
す
」

写真 2　「世界高校生水会議」のボランティアは希望者制にし、
英語が得意ならツアーガイド、パソコンが得意ならＰＣサポート、
写真が得意なら撮影係など、各自、自分の得意や強みを生かせ
る分野で協力した。準備は、１年半前から始めた。

次世代リーダーの育成に向け、変革を進める私立中高一貫校を取り上げ、
特色ある取り組みを紹介する本シリーズ。

２回目の今回は、「自調自考」を教育目標の中心に据え、授業や学校行事を通して
生徒に考える力を育成している東京都・私立渋谷教育学園渋谷中学高校を紹介する。

６
年
間
か
け
て
主
体
的
に

進
路
実
現
で
き
る
力
を
育
む
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　大
阪
大
学
に
お
け
る
入
試
改
革
、
高
大

連
携
、
そ
し
て
教
育
改
革
を
支
援
・
推
進

す
る
高
等
教
育
・
入
試
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

が
、「
高
校
教
員
の
た
め
の
探
究
学
習
指
導

セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
た
。そ
の
背
景
に
は
、

大
阪
大
学
の
全
学
部
で
Ａ
Ｏ
入
試
、
推
薦

入
試
の
ど
ち
ら
か
で
、
従
来
の
基
準
に
と

ら
わ
れ
な
い
多
面
的
・
総
合
的
な
評
価
に

よ
る
選
抜
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
一

連
の
入
試
改
革
が
あ
る
と
、
同
セ
ミ
ナ
ー

の
講
師
で
、
探
究
学
習
を
テ
ー
マ
に
し
た

本
誌
前
号
（
８
月
号
）
の
特
集
・
座
談
会

の
出
席
者
の
一
人
で
あ
る
全
学
教
育
推
進

機
構
の
佐
藤
浩
章
准
教
授
は
説
明
す
る
。

　「小
手
先
で
入
試
を
変
え
る
だ
け
で
は
、

真
の
高
大
接
続
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
新
し

い
学
力
観
に
基
づ
い
て
、
入
学
前
か
ら
高

校
の
先
生
と
協
力
し
て
生
徒
の
資
質
・
能

力
を
育
て
、
さ
ら
に
は
高
校
の
授
業
も
変

わ
っ
て
い
く
よ
う
に
支
援
を
し
た
い
と
考

え
ま
し
た
。
大
阪
大
学
は
世
界
水
準
の
研

究
を
推
進
す
る
研
究
大
学
に
選
出
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
研
究
大
学
に
は
次
代
を
担
う

研
究
者
、
探
究
者
を
養
成
す
る
使
命
も
あ

り
ま
す
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
高
校
と

連
携
し
た
研
究
者
・
探
究
者
育
成
の
方
法

を
模
索
す
る
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
」

　グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
取
り
入
れ
、
教
師

自
身
が
「
探
究
学
習
に
つ
い
て
探
究
」
し

た
２
日
間
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
く
。

図１ セミナーの概要、プログラム

大
阪
大
学

　全
学
教
育
推
進
機
構

　准
教
授

佐
藤
浩
章

　さ
と
う
・
ひ
ろ
あ
き

愛
媛
大
学
大
学
教
育
・
学
生
支
援
機

構
教
育
企
画
室
准
教
授
・
副
室
長
を

経
て
、
現
職
。

日　程 2018 年 8 月 7 日（火）、
 ８月８日（水）の２日間
講　師 大阪大学　佐藤浩章准教授、山

下仁司教授ほか
参加者 探究学習を指導している、あるい

は指導予定の高校教員約50 名

１日目

２日目

講演／入試改革の動向と探究学習のあ
り方
講義／探究学習入門
講義／探究学習の授業デザイン
講義／探究学習の評価

グループワーク／参加者による「探究学
習の授業デザイン」の発表と相互フィー
ドバック
パネルディスカッション／学生の視点か
ら見た探究学習
事例発表／５校の探究学習の実践事例
講義／行動計画立案、クロージングセッ
ション

大阪大学　高等教育・入試研究開発センター
高校教員のための探究学習指導セミナー〈入門編〉リポート

問いの立て方から評価まで、
探究学習の流れを学ぶ

次期学習指導要領では、「総合的な探究の時間」だけでなく、
各教科においても探究的な学習活動が求められている。

探究学習のあり方を模索する現場の教師を支援するため、
　問いの立て方から授業デザイン、評価まで、

探究学習の一連の流れを学ぶ指導者向けのセミナーが
大阪大学にて2日間にわたって開催された。

その概要を、参加者、講師の声とともにリポートする。

新
し
い
学
力
観
に
基
づ
き

授
業
改
善
を
支
援
す
る
高
大
連
携
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　セ
ミ
ナ
ー
は
、
高
等
教
育･
入
試
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー
の
山
下
教
授
に
よ
る
、「
入

試
改
革
の
動
向
と
探
究
学
習
の
あ
り
方
」

に
関
す
る
講
演
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
探
究

学
習
が
高
大
接
続
の
観
点
か
ら
も
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
た
後
、
佐
藤
准

教
授
が
、
探
究
学
習
を
構
成
す
る
ス
テ
ッ

プ
（
図
２
）
や
教
師
の
か
か
わ
り
方
、ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
用
い
た

　４
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
考
え
た「
探
究
学
習
」を
発
表
し
、

相
互
に
感
想
や
改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
述

べ
た
。
参
加
者
の
学
校
の
状
況
や
担
当
す

る
教
科
な
ど
は
異
な
る
が
、
む
し
ろ
そ
の

差
異
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
学
校
や
教

科
の
違
い
を
超
え
て
、
探
究
学
習
に
お
い

て
軸
と
な
る
も
の
」
を
参
加
者
に
模
索
さ

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

評
価
の
方
法
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
っ
た
。

　講
義
の
途
中
に
は
、参
加
者
間
で
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
た
が
、
特
に
、

生
徒
が
探
究
学
習
に
の
め
り
込
ん
で
い
く

よ
う
な
「
よ
い
問
い
」
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
参
加
者
は
熱
心
に
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
生
徒
の
「
問
い
の
立
て
方
」
に

つ
い
て
課
題
を
感
じ
て
い
る
教
師
が
多
い

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
場
面
で
も
あ
っ
た
。

　最
後
に
「
高
校
生
向
け
の
探
究
学
習
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
」
と
い
う
宿
題
が
提
示
さ

れ
、
こ
の
日
の
研
修
が
終
了
し
た
。

　さ
ら
に
、
高
校
時
代
に
探
究
学
習
に
取

り
組
ん
だ
経
験
を
持
つ
学
部
生
・
大
学
院

生
３
人
が
高
校
時
代
の
活
動
を
振
り
返
っ

た
。
３
人
が
共
通
し
て
語
っ
た
の
は
、「
教

師
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
必
要
性
」

で
あ
り
、「
生
徒
が
成
果
発
表
を
し
て
終
わ

り
で
は
な
く
、
先
生
か
ら
探
究
学
習
の
よ

か
っ
た
こ
と
、
悪
か
っ
た
こ
と
を
評
価
と

し
て
戻
し
て
も
ら
え
る
と
次
の
探
究
学
習

に
つ
な
が
る
」
な
ど
の
声
が
上
が
っ
た
。

　最
後
に
、
５
つ
の
高
校
が
分
科
会
形
式

で
実
践
例
を
発
表
し
、
研
修
は
終
了
し
た
。

図３ 浅い問いを深くするには？ 

図２ 探究学習のデザイン

図４ 分科会で発表された実践例

７つのステップと２つのアプローチ

◎「既存の資料を調べれば分かる問い」を少しアレン
ジすることで、自分で思考し、知識を創造する必要の
ある問いになる。

「昆虫とは何か？」
　→昆虫が絶滅したら、地球上には何が起こるか？

「地球上で最大の動物は何か？」
　→クジラよりも巨大な動物がいないのはなぜか？

「人間はどのように自己を認識するのか？」
　→木は思考するのか？
　→ロボットはいつになったら自己意識を持つのか？

◎学校設定科目による課題研究の取り組み（公立）

◎課題研究を進めるための手作り教材（公立）

◎通常授業で探究スキルを伸ばす試み（私立）

◎大学・企業等との協力や校外研修との連動によ
る課題研究の実践と、各教科における探究学
習推進の試み（公立）

◎生徒の多様性と蔵書の多様性が出会う、学校
図書館を活用した探究的学び（私立）

①課題を見つける

②問いをつくる

③目標をつくる

④計画を立てる

⑤問いを探究し答えをつくる

⑥答えと目標を評価する

⑦振り返る

写真１　２日間の研修では、参加者同士の議論の機会が頻繁に設
けられた。探究学習についてこれから校内で実践したいと考える
教師たちの、学校を超えた仲間づくりの意味もあった。

学
習
者
中
心

教
授
者
中
心

＊セミナー配布資料を基に編集部で作成

＊セミナー配布資料を基に編集部で作成

教
師
の
か
か
わ
り
方
や
、

「
よ
い
問
い
」
に
つ
い
て
考
え
る

学
生
た
ち
が
振
り
返
っ
た

「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」
の
大
切
さ

問
い
の
立
て
方
か
ら
評
価
ま
で

探
究
学
習
の
一
連
の
流
れ
を
理
解
す
る

自
ら
探
究
学
習
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

他
校
の
教
師
と
語
り
合
う

１日目

２日目
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　本
校
で
は
、
進
路
指
導
部
が
中
心
と
な

り
、
こ
れ
か
ら
の
入
試
を
見
据
え
、
後
期

よ
り
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
探
究

学
習
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
私
た
ち
教

師
に
は
、
生
徒
が
正
解
を
選
べ
る
よ
う
に

仕
向
け
る
の
が
自
分
の
役
割
だ
と
い
う
考

え
が
強
く
あ
り
ま
す
が
、
探
究
学
習
で
は

そ
う
い
っ
た
考
え
を
い
っ
た
ん
忘
れ
る
こ

と
が
大
切
な
の
だ
と
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

で
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
自
身
が

主
体
的
に
動
く
こ
と
が
一
番
重
要
で
あ
り
、

失
敗
し
て
も
よ
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
学

校
の
先
生
方
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
少
し
変
え
よ
う
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
当
初
は
、
１
年
間

の
探
究
学
習
を
終
え
た
２
年
生
が
、
こ
れ

か
ら
活
動
に
取
り
組
む
１
年
生
の
前
で
ポ

　本
校
で
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

に
お
い
て
、
社
会
問
題
の
解
決
に
向
け
て

高
校
生
と
し
て
ど
ん
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で

き
る
の
か
を
探
究
し
て
い
く
活
動
を
昨
年

度
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
私
た
ち

教
師
に
は
、
生
徒
に
知
識
を
授
け
る
ス
キ

ル
は
あ
っ
て
も
、
生
徒
の
思
考
や
対
話
を

促
進
し
、
自
ら
必
要
な
知
識
を
獲
得
す
る

方
向
に
導
く
よ
う
な
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

と
し
て
の
経
験
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い

ま
す
。

　今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、
生
徒
を

探
究
者
へ
と
育
て
る
た
め
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
疑
問
を
持
ち
、
問
い
を
立
て

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
確
信
し
ま

し
た
。
目
の
前
の
物
事
に
関
心
と
疑
問
を

持
て
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
日
々
の

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
を
活
動

の
ゴ
ー
ル
に
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
で
は
成
果
物
の
評
価
だ
け
に
終
わ
っ

て
し
ま
い
か
ね
な
い
の
で
、
事
前
に
探
究

学
習
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
で
生
徒
に
示
し
た
上
で
、
そ
れ

ら
が
ど
の
く
ら
い
身
に
つ
い
た
の
か
を
生

徒
が
自
己
評
価
す
る
時
間
を
最
後
に
設
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
探
究
学
習
の
テ
ー
マ
と
問
い
も
、

最
初
は
教
師
が
挙
げ
た
も
の
の
中
か
ら
生

徒
に
選
ば
せ
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
ま
ず

は
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
、
自
分
た
ち

で
テ
ー
マ
や
問
い
を
考
え
さ
せ
、
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
時
は
、
用
意
し
た
も
の
の
中

か
ら
選
択
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
生
徒
が
よ
り
興
味
を
持
っ
て
取
り

組
め
る
問
い
に
出
合
い
、
探
究
に
の
め
り

込
ん
で
い
け
る
よ
う
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

継
続
的
に
改
善
し
て
い
き
た
い
で
す
。

授
業
で
生
徒
が
自
分
の
思
っ
た
こ
と
を
発

言
で
き
る
場
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す

し
、
そ
う
し
た
機
会
を
意
図
的
に
組
み
込

ん
だ
授
業
設
計
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
学
生
の
方
々

に
探
究
学
習
の
経
験
を
聞
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
が
、
教
師
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
切
望
し
て
い
た
と
い
う
お
話
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。生
徒
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
も
探
究
学
習
の
最
終
段
階
だ
け
で
は
な

く
、
伴
走
者
の
よ
う
に
途
中
の
プ
ロ
セ
ス

で
頻
繁
に
与
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　他
校
の
実
践
事
例
を
伺
う
中
で
、
探
究

学
習
の
経
験
者
を
増
や
し
、
次
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
時
間
も

必
要
だ
と
い
う
こ
と
も
理
解
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
探
究
学
習
の
経
験
を
、
次
の
学

年
に
伝
え
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
改
善
す
る
中

で
、
学
校
全
体
に
探
究
学
習
の
指
導
経
験

者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
体
性
や
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
改
善
し
た
い

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
経
験
者
を

校
内
に
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
く

生
徒
へ
の
か
か
わ
り
方
を

大
き
く
転
換
さ
せ
る

岐
阜
県
立
大
垣
西
高
校

　水
谷
哲
也
先
生

大
阪
大
学

　高
等
教
育
・
入
試
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

　高
校
教
員
の
た
め
の
探
究
学
習
指
導
セ
ミ
ナ
ー〈
入
門
編
〉

　参
加
し
た
高
校
教
師
の
声

生
徒
が
自
ら
問
い
を
立
て
る
よ
う
な

授
業
設
計
が
求
め
ら
れ
る

福
岡
県
立
筑
紫
高
校

　飯
田
啓
介
先
生
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　探
究
学
習
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
は
今
年

で
４
回
目
で
す
が
、
年
々
、
参
加
者
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
す
。
今
回
の
参
加
者
の
う
ち
、

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
Ｓ

Ｓ
Ｈ
）
や
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
の
指
定
校
以
外
の
高

校
か
ら
の
参
加
者
が
半
数
以
上
で
し
た
し
、

探
究
学
習
の
指
導
経
験
が
２
年
以
下
と
い

う
先
生
が
や
は
り
半
数
以
上
で
し
た
。
学

校
や
キ
ャ
リ
ア
を
超
え
て
、
探
究
学
習
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。　セ

ミ
ナ
ー
に
対
す
る
現
場
の
先
生
方
の

ニ
ー
ズ
は
、
や
は
り
探
究
学
習
の
方
法
論

や
指
導
法
に
あ
り
ま
す
。
探
究
学
習
に
取

り
組
ま
せ
て
は
い
る
け
れ
ど
、
生
徒
が
の

め
り
込
ん
で
い
く
よ
う
な
問
い
を
立
て
ら

れ
な
い
な
ど
、
指
導
し
て
い
る
先
生
ほ
ど

モ
ヤ
モ
ヤ
を
抱
え
て
い
ま
す
。
実
際
、
今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
も
、
問
い
を
立
て
る
ペ

ア
ワ
ー
ク
な
ど
で
苦
労
し
て
い
る
先
生
は

少
な
か
ら
ず
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、リ
ー

ダ
ー
役
と
な
る
教
師
は
探
究
学
習
を
推
進

し
た
い
も
の
の
、
周
り
の
教
師
の
理
解
が

追
い
着
い
て
い
な
い
な
ど
、
教
師
間
の
指

導
の
ぶ
れ
が
大
き
く
、
学
校
全
体
と
し
て

実
践
す
る
こ
と
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
事

例
も
よ
く
あ
り
ま
す
。実
際
、探
究
学
習
は
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
に
比
べ
る

と
、
現
場
の
先
生
方
に
役
立
つ
参
考
書
籍

は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
実
践
の
ヒ

ン
ト
を
１
つ
で
も
多
く
持
ち
帰
り
た
い
と

い
う
強
い
思
い
で
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
た
先
生
が
多
か
っ
た
は
ず
で
す
。

　私
自
身
は
、
探
究
学
習
を
校
内
に
根
づ

か
せ
て
い
く
段
階
で
は
、
指
導
方
法
に
関

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
普
及
以
上
に
、
教
師
の

役
割
の
捉
え
直
し
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
は
、
探
究
学
習
で
の
教
師
の
役

割
は
、
生
徒
に
と
っ
て
の
「
探
究
者
の
モ

デ
ル
で
あ
り
、
伴
走
者
で
あ
る
」
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
授

業
に
お
け
る
知
識
提
供
者
と
し
て
の
役
割

を
ど
こ
ま
で
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
る
か

が
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。

　今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
探
究
学
習
の

設
計
に
つ
い
て
重
点
的
に
扱
っ
て
い
る
た

め
、
生
徒
の
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
に
教
師
が

ど
う
か
か
わ
っ
て
い
く
と
よ
い
の
か
に
つ

い
て
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
つ
い
て
私
は
、
部
活
動
や
学
校
行

事
が
モ
デ
ル
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

部
活
動
や
学
校
行
事
で
は
、
先
輩
と
後
輩

の
関
係
を
利
用
し
て
、
教
師
が
で
き
る
だ

け
生
徒
に
活
動
を
委
ね
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
部
活
動
や
体
育
祭
、
文
化
祭
と

同
様
に
、
教
科
や
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
お
け
る
探
究
学
習
」
で
も
、
教
師
に

代
わ
っ
て
上
級
生
に
伴
走
者
に
な
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
探
究
学
習
に
お
け
る
徒
弟

制
モ
デ
ル
が
校
内
に
確
立
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と

な
っ
た
教
師
が
異
動
し
て
も
、
探
究
学
習

は
そ
の
学
校
の
文
化
と
し
て
根
づ
い
て
い

く
は
ず
で
す
。

　探
究
学
習
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
は
今
後

も
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
が
、
ど
ん
な

に
優
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
て
も
、
参
加

す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

を
現
場
に
戻
っ
て
応
用
し
て
い
た
だ
か
な

い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
参
加

さ
れ
た
先
生
方
を
始
め
、
探
究
学
習
を
校

内
に
根
づ
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
先
生
方

に
は
、
自
校
で
探
究
学
習
の
勉
強
会
を
立

ち
上
げ
、「
本
校
に
お
け
る
探
究
と
は
」
を

テ
ー
マ
に
自
分
た
ち
で
問
い
を
立
て
、
継

続
的
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
い
問
い
は
人
を
集
め
る
も
の

で
す
。
そ
し
て
、
教
師
も
探
究
を
し
続
け

て
い
る
と
い
う
姿
を
生
徒
に
見
せ
る
こ
と

こ
そ
、
最
大
の
教
育
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

大阪大学　高等教育・入試研究開発センター　高校教員のための探究学習指導セミナー〈入門編〉リポート

探
究
学
習
の
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
以
上
に

教
師
の
役
割
の
再
定
義
が
重
要

探
究
学
習
の
モ
デ
ル
は

部
活
動
や
学
校
行
事
に
あ
る

大
阪
大
学

　高
等
教
育
・
入
試
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

　高
校
教
員
の
た
め
の
探
究
学
習
指
導
セ
ミ
ナ
ー〈
入
門
編
〉

　佐
藤
浩
章
准
教
授
の
振
り
返
り

校
外
の
学
び
を
ヒ
ン
ト
に
、

校
内
で
「
探
究
学
習
」
を
話
し
合
う

※大阪大学　高等教育・入試研究開発センターウェブサイト〈https://chega.osaka-u.ac.jp/〉で今後のイベントの予定が確認できます。
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お詫びと訂正
『VIEW21』高校版２０１８年度８月号「実践　アクティブ・ラーニング」
で掲載をいたしました、京都府・京都市立堀川高等学校の吉谷智美
先生のお取り組みの記事におきまして、下記の誤りがございました。

〈対象ページ〉
『VIEW21』高校版2018年度８月号p.29・本文下段26～28行目

正　「さらに、アメリカの南北の産業構造を地理の気候条件に結び
つけて説明した。」

誤　「さらに、アメリカの産業構造を地理の気候区分に結びつけて
説明した。」

製作段階で吉谷先生から上記修正のご指摘をいただいていたにもか
かわらず、編集部がそのご指摘を失念し、修正をせずに発刊してし
まいました。吉谷先生、関係者の皆様、そして読者の皆様に大変ご
迷惑をおかけいたしましたこと、深くお詫び申し上げます。再発防
止策を徹底して参りますので、今後とも、ご指導のほど、何卒よろ
しくお願い申し上げます。

『VIEW21』高校版編集部

今号の「大学生による高校生のための大学の
学び 最新ナビ」では、日本初のデータサイエ

ンス学部を設置した滋賀大学を取材しました。以前、人工知
能の画像認識の仕組みをテレビで見て、学びの内容が気になっ
ていましたが、文理融合のカリキュラムを見て納得しました。
理系のデータ分析科目群・処理科目群のほか、データの社会
的背景を学ぶ文系の価値創造科目群が大きな柱になっていた
からです。新たな価値創造には、社会とのかかわりと文理両
面の知識が必要で、同学部は文系の科目も多数開講していま
した。協働的に学ぶ授
業もあり、ラーニングコ
モンズ（写真）も活用さ
れているそうです。未来
のデータサイエンティス
トが着実に育っているの
だと感じました。（広瀬）

編集後記

Reader ’s  VIEW　

探究学習の進め方に自信が持てた
　夏季休業中の研修会等で、次期学習指導要領に関す

る説明を聞く機会が複数回あった。そうした後に８月号

の特集を読み、改めて探究学習について考えた。本校

では、今年度から新しい形で探究学習に取り組む時間

を確保している。「総合的な学習の時間」で探究学習を

進めている最中だが、今回の記事と重なる部分が多くあ

り、今の内容が間違っていないという自信を得られた。

そして、課題設定には時間をかけたいと改めて思った。

 秋田県　匿名希望

問いを工夫する授業案を作成
　８月号の特集を読み、探究的な活動を授業で促すため

には、生徒に発する「問い」を工夫することが大切なのだ

と改めて感じた。そこで、これまでと課題の出し方を変えて、

生徒の深い学びにつながるような課題を中心に授業案を

作成した。２学期に実践してみて、生徒の反応がどのよう

に変わるのか楽しみだ。 東京都立羽村高校　久富悠生

授業内容の取捨選択の基準に共感
　「実践　アクティブ・ラーニング」で紹介された福井県

立敦
つる

賀
が

高校・牧野剛士先生の授業は、英語４技能、ア

クティブ・ラーニングの視点、教科横断型と様々な要素

が取り入れられつつ、生徒が生き生きと学ぶ様子が伝わ

り、素晴らしかった。授業内容の精選で悩みやすいなか、

「家で自分１人でできることは、授業ではしない」という

分かりやすい判断基準で、能動的学習に重きを置いた

考え方が参考になった。千葉県・私立成田高校　佐藤杏奈

生徒の頭の中に「つながり」をつくる
　「実践　アクティブ・ラーニング」で紹介された京都市

立堀川高校・吉谷智美先生の記事にあった、「どの教科

の授業でも、同様に教科を横断した発問が頻繁にある

ため、生徒は自分たちで学習内容の関連性を見つけ始

める」に共感した。私も授業前の休み時間に教室に入り、

前の授業の板書を見て、自身の教科と関連があることを

生徒に語りかけるようにしている。生徒の頭の中にいろ

いろな「つながり」ができることが大切だと思った。　

和歌山県立橋本高校　寺田順子

• 宇宙に行くための宇宙船を開発した
いか、宇宙旅行を企画したいか。

東京都

• あえてしんどい道を選びなさい。苦
労する分、成長も大きい。　　 兵庫県

• 迷いに迷い、悩みに悩んだ結果なら
「選んだ方が正解！」。　　 　　滋賀県
•どちらが得かではなくて、自分がや
りたいことは何なのかを考えてほしい。

福岡県

2018年８月号へのご意見

テーマ
文理選択に悩む
生徒に一言

次号は12月14日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年 6 回の発行です

高校版 2018 　 月号12

先生方からの
ご意見を
紹介します
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校時代に勉強で伸び悩んだ私は、３年間を通

して担任だったＡ先生に支えられました。く

じけそうになると「結果は後からついてくるから努

力し続けなさい」と励まされ、センター試験で思う

ように点が取れなかった時には、「何のために３年間

頑張ってきたのか」と出願を後押ししてくれました。

先生が、私以上に私の可能性を信じてくれたことが支

えとなり、第１志望校に無事合格しました。先生が

いなければ、私は教壇に立っていなかったでしょう。

　教師として初めて大きな壁にぶつかったのは、最

初の異動で、学力層が幅広い学校に勤務した時のこと

です。何とか学力を上げようと必死でしたが、生徒は

「どうせできないし」とすぐに諦めてしまい、「そこま

で頑張る必要があるのか」と冷ややかな目で見る教

師もいて、自分の指導に確信が持てなくなりました。

　その学校は、Ａ先生の地元の町にある唯一の高校

で、先生も赴任されたことがありました。相談をす

ると、「この町や学校のことを全部教えよう」と、一

緒に町を歩きながら助言をしてくれたのです。私の

悩みに対し、先生は「生徒には無限の可能性
がある。まだまだ大きな伸びしろがある」と力強く
言われました。その言葉を聞き、一瞬でも「できな

い生徒もいる」と思った自分を恥じました。そして、

高校時代に先生が私を信じてくれたことで、どれだ

け支えられたかを思い出しました。

いが吹っ切れ、その後はどこまでも生徒の可

能性を信じ、自信を持たせることに努めよう

と、面談に一層力を入れました。今も心に残ってい

るのは、２・３年次に担任を務めたＢさんです。Ｂ

さんはとにかく自分に自信がなく、「私が国立大学に

行けるわけがない」と、面談で泣き出すこともあり

ました。私は、毎日学習しているその努力を認め、

定期考査や模擬試験のデータを示して、「徐々に成果

が出ている」と励まし続けました。努力できる生徒

だったので、本人が希望しつつ迷っていたフランス

でのホームステイへの参加も後押ししました。彼女な

ら異国の地でも困難を乗り越え、大きな経験を積み、

進路選択での自信につながると思ったからです。

　Ｂさんの控えめな姿勢は卒業まで変わりませんで

したが、本人も「自分もやればできる」と少しずつ自

己肯定感を高め、一層努力するようになりました。そ

して、見事、第１志望の国立大学に合格し、「先生と出

会えたから、今の私がいます。人生が大きく変わりま

した」とうれしい言葉を残して卒業していきました。

　昨年久しぶりに会うと、大学院の博士課程に進ん

で研究に打ち込み、海外の学会で論文を発表してい

ると報告してくれました。少し自信なさそうに、で

も楽しそうに語る様子に彼女らしさを感じつつ、私

が思っていた以上に大きく成長して前に進む姿に、

生徒の可能性は無限なのだと改めて教えられました。

年、初めて工業高校に赴任し、「大工になって

親に家を建てたい」などと、生き生きと語る素

直で元気な生徒たちに出会いました。真っ直ぐな思

いを持つ生徒たちも、この先、困難や挫折を経験す

るでしょう。そうした時、誰よりも、その生徒の可能

性を信じて後押しできる教師でありたいと思います。

No. 010
栃木県立真

も

岡
お か

工業高校

半田高史先生
はんだ・たかし

T o u c h e d  M y  H e a r t

◎教職歴20年。同校に赴任して2年目。
１学年主任。進路指導部副部長。

栃木県立真岡工業高校　全日制／機械科・
生産機械科・電子科・建設科／共学／１学
年約160人／2018 年度進路実績（現役の
み）：足利大、日本工業大、日本大、関東学
院大などに12人が合格。専修学校、職業
能力開発校に進学 30人。就職104人。

高

昨

迷
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改革事例から導く！
「学校教育デザイン」を描く道標

神奈川県立横浜翠嵐高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング

数学　宮城県・私立仙台城南高校　長岡拓郎

日本史　広島県立加計高校　片岡　巧
　
指導変革の軌跡

北海道浦河高校
鹿児島県立錦江湾高校

か け

すい ら ん

き ん こ う わ ん

う ら か わ

しるべ

資質・能力を育む
指導のＰＤＣＡサイクル
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